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プロローグ







　薄うっすらと瞼まぶたを開けた桐生きりゆう飛鳥あすかの目に茶色い木造の天てん井じようが映る。

　むき出だしの板を張った造り。

　今時の建物ではまず見ない造りだ。

「ここは……」

　小さく呟つぶやいた瞬しゆん間かん、顎あごと頬ほおの筋肉に鋭するどい痛みが走る。

　するとそれを引き金にしたかのように体中の筋肉や関節が一いつ斉せいに盛大な悲鳴を上げた。

（痛！　何……これ）

　素人しろうとが突とつ然ぜんハードな筋力トレーニングをした後に襲おそわれる筋肉痛。その何倍もの痛みが飛鳥の体を苛さいなむ。

　それなりに鍛たん錬れんをしてきた筈はずの飛鳥ですら、過去に一度として経験した事のない程ほどの激痛だ。

　それこそ、息を吸って吐はき出すという当たり前の行動をするだけでも、涙なみだすら滲にじんでくる。

　だが、その苦痛こそが今の飛鳥には必要だった。

　痛みで脳が徐じよ々じよに活動を始める。

　まず脳のう裏りに浮うかんだのは、ミーシャ・フォンティーヌと名乗った女の醜みにくく歪ゆがんだ顔。

　なまじ外見が整った容姿をしているが故ゆえか、尚なお更さら内面の醜しゆう悪あくさが鼻につく。

　だが、そんなミーシャは御み子こ柴しば浩こう一いち郎ろうの手によって首を刎はねられた。

　飛鳥の顔に掛かかった赤黒い血ち飛沫しぶきのぬるぬるとした生温かい感かん触しよく。

　音を立てて床ゆかに転がったミーシャの首。

　まるでホラー映画の一シーンみたいだが、それらは現実に起こった事だ。

（そうか……夢じゃないんだ）

　自分の肉親が目の前で人を殺した。その事実はあまりにも重い。

　自分を助ける為ためとはいえ、血の滴したたる日本刀を手にして冷れい笑しようを浮かべた浩一郎の姿は、飛鳥が長年培つちかってきた倫りん理り観かんや常識を粉々に打うち砕くだいた。

　食道を熱く酸すっぱい何かが駆かけ上あがってくるのを感じ、飛鳥は咄とつ嗟さに口を手で塞ふさぐ。

「うぅ……」

　飛鳥を恐きよう怖ふと不安が襲い、噛かみ締しめた唇くちびるの間から小さな嗚お咽えつが漏もれた。

　声を上げて涙に酔よいしれる事が出来ればどれほど楽だっただろう。

　だが、飛鳥は込み上げてきた物を無む理り矢や理りに飲み込む。

　ここで一度でも感情に流されてしまえば、飛鳥は自分が二度と立ち上がる事が出来ないかもしれないと本能的に理解していた。

　逃とう亡ぼう者しやである飛鳥にしてみれば、状じよう況きようも把は握あくできないまま黙だまって横たわっているなど、自分の死し刑けい執しつ行こうの書類に署名サインするのと大差ないのだから。

　全身を襲う痛みを我が慢まんしながら飛鳥はゆっくりと体を起こす。

「生活感の無い部屋……」

　周囲を見回して飛鳥が一番初めに感じた印象はそれだ。

　たいして広くはない。おおよそで五畳じようから六畳くらいの広さだろうか。

　家具は殆ほとんど無い。

　あるのは木製の机と椅い子すが二つ。後は飛鳥が寝ねていた窓まど際ぎわのベッドだけだ。

　本当に必要最低限の物しかない。殺風景というか人間味がまるでない部屋。

　だが、その一方でシーツなどの寝しん具ぐは丁てい寧ねいに洗せん濯たくされた清潔な物だし、部屋の床はチリ一つなく掃はき清きよめられている。

　窓の外に見える木々の高さから考えると、この部屋は二階か三階らしい。

（とりあえず追手に捕つかまったって訳じゃなさそうだけど）

　机の上に鞘さやに納められて置かれた桜おう花かの存在が何よりの証しよう拠こだ。

　どんな状況であるにせよ、悪意のある人間ならば近くに武器等など置く訳がないのだから。

（あれ？）

　飛鳥の目に桜花の横に並んで置かれた自分の服が映る。

　綺き麗れいに畳たたまれて置かれている所を見ると、どうやら誰だれかが洗濯をしてくれた様だ。

　だが、問題はそこではない。

　自分で脱ぬいだ記き憶おくがない以上、誰かが脱がせたという結論にしかならないのだ。

　それを理解した瞬間、飛鳥の顔から文字通り血の気が引いた。

　その誰かの行動が善意からならば良いい。

　意識のない女の服を無断で脱がすという蛮ばん行こうに本来ならば罵ば声せいを浴びせたくなるところだが、それでも理解は出来るし妥だ協きようも出来るだろう。

　流石さすがに血で汚よごれた服のままベッドに寝かされるのは飛鳥としても遠えん慮りよしたい。

　だから、多少釈しやく然ぜんとしないものを感じたとしても我慢は出来る。

　だが、残念ながら世の中には悪意が存在している。

　そして残念な事に、今の飛鳥に人の善意を無条件で信じるのは難しかった。

　だが、そんな飛鳥の脳裏に浮かんだ最悪の想像は杞き憂ゆうで済んだ。

　慌あわててシーツをめくると、そこには最近良く身に着けていたお気に入りのブラとショーツが目に飛び込んで来る。

　飛鳥の年ねん齢れいにそぐわないアダルトチックな黒いレースのあしらわれた絹シルクの上下は、数すうヶか月げつ前に買ったハイブランドの品物。

　高校生が身に着けるにはかなり大人向けの品だが、飛鳥位の年とし頃ごろだと多少背せ伸のびをしてみたくなるものだ。

　ましてや、一いつ緒しよにショップへ行った悪友に似合うと煽おだてられれば買わないという選せん択たく肢しを選ぶのはかなり難しい。

　それは周囲からしっかり者と見られている飛鳥であっても同じ事だ。

（良かった……）

　飛鳥の口から深い安あん堵どのため息が漏れる。

　恐おそらく、服を脱がせたのは飛鳥を助けてくれた誰かだ。

　だが、流石に意識のない女の下着を脱がせる様な非常識な行動はとらなかったらしい。

　そこで飛鳥は昔浩一郎から聞いたある言葉を思い出した。

「いけない！」

　思わず叫さけび声ごえを上げると、飛鳥は机の上に置かれた桜花へ駆け寄よる。

　再び全身を激痛が襲うが、今はそんな事を気にしている余よ裕ゆうはなかった。

　折れず、曲がらず、よく切れる。日本刀の代名詞とも言える言葉だ。

　だが、素す晴ばらしい道具がその真価を発揮するには日々のメンテナンスが必要不可欠。

　包丁だって使えば綺麗に洗って水気を拭ぬぐうし、刃は毀こぼれがない様に定期的に砥とぐ。

　勿もち論ろん、今が非常時である以上、出来る事は限られている。

　だが、飛鳥は森の中であの異形の虎とらを斬きり殺ころした後、血を拭った覚えすらない。

　血の付いた刀をそのまま鞘に納めれば、最悪血が糊のりの様になって張り付き二度と抜ぬけなくなる事も有る。

　今の飛鳥にとって、桜花は浩一郎から託たくされた大切な刀というだけではなく、文字通りの生命線。

　桜花が手元に有るのと無いのとでは飛鳥の身の安全性が大きく変わるだろう。

　飛鳥は祈いのる様な気持ちで桜花の柄つかを握にぎる。

「嘘うそ……」

　飛鳥の目に映るのは、まるで砥ぎに出した後の鏡の様に磨みがかれた刀身。

　神性を感じさせる鮮せん烈れつなまでの輝かがやきがそこにはあった。

「刃毀れどころか曇くもり一つないなんて……私は確かにあの時……」

　刃は物ものを使えば脂あぶらで切れ味は落ちるし、刃毀れをおこすのは当然と言っていい。

　それは、使う人間が素人でも熟練者でも変わりはしない。損そん耗もうの速度に多少の差が出るくらいだろう。

　ましてや、刃やいばを振ふるった飛鳥はお世辞にも手て練だれとは言えない。

　全くの素人とは言わなくとも、浩一郎や亮りよう真まの様に本格的な修練を積んだ訳ではないのだ。あれだけ大きな虎を斬り殺して刀身を無傷で済ませられる訳がなかった。

　更さらに刀身よりも疑問なのは柄の部分。

　あの異形の虎に似た何かを斬り殺した時、間ま違ちがいなく飛鳥の手は血に染まった筈。

　なのに、柄糸にはその痕こん跡せきすらもないのだ。

（誰かが取とり換かえた訳じゃない。色も同じだし、この感触は間違いなく……）

　薩さつ摩まご拵しらえに似せたのか、見た目の美しさよりも頑がん丈じようさを重視した重じゆう厚こうで武骨な特とく徴ちよう的てきな外見。

　それに、桜花を手にした感触は、間違いなく浩一郎から託された時と同じ物。少なくとも新品の柄糸でない事だけは確かだ。
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　だが、それだけに通常では考えられない現象と言える。

　謎なぞは深まるばかりだ。

　とは言っても、今の飛鳥にとってそんな疑問は一いつ瞬しゆんで頭から消え去った。

（とりあえず桜花は大だい丈じよう夫ぶ……後は……）

　カーテンの隙すき間まから差し込む赤い日差しは早朝かはたまた夕暮れか。

　窓の向きがどの方向か判断できない以上、はっきりしているのはあれから大分時間が経過したという事実だけだ。

（立たち花ばなさんと楠くす田ださんは大丈夫かな？）

　最後に覚えているのは、人の声が聞こえ誰かが森の木々を掻かき分けて出て来たところだ。

　自分の身に危険が差さし迫せまるような状況ではないと理解出来ると、次に気になるのは一緒にいた二人の刑けい事じの安否。

　飛鳥にとって、浩一郎と離はなれ離ばなれになった今の状況で味方と確信出来る存在はあの二人だけだ。

　特に立花は早さつ急きゆうに捜さがさなければならない。

　無傷の楠田はともかくとして、頭部に外傷を負った立花に関しては早急に適切な手当てを行わなければ命にかかわるのだから。

（とにかく立花さんを捜さないと）

　飛鳥は机の上に置かれた自分の服を大急ぎで身に着ける。

　そして、鞘に入れた桜花を杖つえ代わりすると、ゆっくりと扉とびらへ向かって歩き出した。

　本来であれば、素す直なおに部屋の扉から出るのは悪手と言える行動だろう。

　監かん禁きんされている訳ではないように見えるが、それが正しいかどうかの判断材料がない以上、最悪を想定して動く方が賢けん明めいなのは確かなのだから。

　最善なのは誰にも気が付かれずに窓から飛び降りて一目散に逃にげだす事だ。

　だが、全身に激痛が走る今の飛鳥では窓から飛び降りる事はおろか走る事すらままならない。

　強きよう硬こう策さくが取れない以上、残る選択肢は一つだけだ。

　飛鳥は扉の前で大きく深呼吸をした。

（このまま何もしなければ何も分からないまま……えぇい、女は度胸よ！）

　だが、勢い込んで差し出された飛鳥の手が扉のドアノブを掴つかむ直前で停止した。

　誰かが階段を上って来る足音を耳にして。







第一章　交こう渉しよう







　その夜、御み子こ柴しば亮りよう真まは供も連れず、周囲の目を憚はばかる様に城じよう塞さい都市イピロスの大通りを歩いていた。

　目的地は町の中心部にほど近い場所に建てられたザルツベルグ伯はく爵しやくの屋や敷しき。

　だが、その姿は先日ザルツベルグ伯爵の屋敷を訪ねた時とは全く違ちがっている。

　薄うす汚よごれたマントを羽織り、フードで顔を隠かくした姿はまさに冒ぼう険けん者しやか傭よう兵へい。

　少なくとも今の亮真の格好を見て、彼かれが爵しやく位いを持つ貴族階級の一員だと認にん識しきする人間はいないだろう。

　勿論、この格好がザルツベルグ伯はく爵しやく邸ていを訪ねるのに相応ふさわしい格好である筈がない。そんな事は亮真自身が一番良く理解している。

　だが、これから行う交渉は決して他人に知られる訳にはいかないのだ。

（さてと……問題はザルツベルグ伯爵がどう出てくるかだな……）

　今回の交渉はまさに起死回生の一手と言っていいだろう。

　上手うまく行けばザルツベルグ伯爵は面めん倒どうな敵から、心強い後うしろ盾だてへと姿を変えるのだから。

　ただし、不安要素がない訳ではない。
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　ザルツベルグ伯爵の人間性や性格はある程度把握してはいるものの、全すべてを読み切れている訳ではないからだ。

　特に、貴族の持つ特有の自尊心や優ゆう越えつ感かんは、亮真にとってはあまり馴な染じみのない感情と言える。

　まぁ、それも致いたし方かたない事ではある。

　何しろ御子柴亮真はそんな身分制度などとうの昔に遺物となった世界で生まれ育ってきたのだから。

（上手く引っかかってくれるといいんだけどなぁ）

　この交渉が上手く行かなかった場合は、強きよう硬こう手段に打って出るしかなくなる。

　何せ、亮真が向かおうとしているのは悪名高き魔ま境きよう。

　そんな場所へ向かうのに、後方から見えない矢を射かけられては幾いくら亮真と言えど堪たまらない。

　だが、強硬手段に打って出るのは文字通りの博打ばくちだ。

（あいつ等らも頑がん張ばっているが、今はようやく本格的な訓練を始めたばかりだ。戦力としてあてにできるようになるにはまだまだ時間は掛かるだろうし……）

　買い集めた奴ど隷れいの子供達たちの姿が脳裏に浮かび、亮真は微かすかに笑えみを浮かべる。

　しっかりとした食事と体力造りを意識した戦せん闘とう訓練、そして休息を兼かねた四則演算やこの大地世界アースで使われる文字の学習。

　ここ一月余り連日の様に行われた訓練の成果によって、彼らのやせ細っていた枯かれ枝えだの様な体は大分見み違ちがえるようになった。

　やはり、人間追おい詰つめられ後がなくなると、とんでもない力を出すものらしい。

　そして、それは年とし端はもゆかない子供であっても同じだった様だ。彼らの学習速度には目を見張るものがある。

　いや、逆に子供だからこそ、生きる為に必死なのかもしれない。御子柴亮真が手を差し伸のべるまで、彼らは文字通り誰からも必要とされない存在だったのだから。

　彼らの訓練に対する姿勢や学習意欲には鬼き気きすら感じられる。

　残念な事に幾いく人にんか脱だつ落らく者しやが出はしたが、概おおむね予定通りと言っていいだろう。

　だが、亮真が求める兵の水準に達するのはまだまだ先の事だ。

「さて、少し急ぎますかね」

　月は既すでに中天に差し掛かり、満天の星が輝きを放つ中、亮真は足を速めた。




「おぉ、御子柴殿どの。良く来てくれた」

　メイドの少女に連れられた一室にはザルツベルグ伯爵とユリア夫人が亮真を待っていた。

　二人は亮真の姿を見るとソファーから立ち上がり出で迎むかえて見せる。

　夫妻の格好は、先日ほど華か美びではない。

　仕立てのよい服ではあるが、装そう飾しよく品ひんも最低限であり、自室で寛くつろぐ為の服。

　貴族の常識から考えると、客人を迎えるというよりは、親しい友人知人に向けられるような対応だろう。

　だが、決して不快ではない。

　初回の様に玄げん関かん口ぐちにまで出迎えた訳ではないが、表面上は相も変わらぬ歓かん待たいぶりと言える。

　大たい抵ていの人間はこれをやられるとザルツベルグ伯爵が自分に好意を持っていると誤解する訳だ。

　とは言え、それを額面通りに受け取るほど亮真は若くも甘あまくもない。

　彼らの狙ねらいが分かっている以上は特に。

（相変わらず食えない狸たぬき親父おやじと女め狐ぎつねめ……）

　内心の想おもいを隠しつつ、亮真は最上の礼れい儀ぎと敬意をこめて頭を下げた。

「さぁさぁ、こちらへお座すわりになってくださいな」

　そう言ってユリア夫人がソファーを勧すすめる。

「それで？　ずいぶんと幼い奴隷共を買い集めたようだが、ウォルテニア半島開発の下準備の方は順調に進んでいるかね？」

　ソファーに腰こしを沈しずめたザルツベルグ伯爵が、対面に腰を下ろす亮真へ茶飲み話だとでも言うように軽い口ぶりで尋たずねる。

「恐れ入いります。取り敢あえずは何とか……」

　無難な答えだろう。

　だが、ザルツベルグ伯爵にしてみれば予想外だったらしい。ザルツベルグ伯爵は軽く片かた眉まゆを吊つり上げると面白おもしろそうに笑う。

「ほぅ、何とかか……ふむ、御子柴殿がそう言うのであればまぁ、良いのだが……」

　含ふくみのある言葉に、亮真は探さぐる様な視線を向けた。

「と、おっしゃいますと？」

「いやなに、売れ残りの奴隷に眼めをつけたのは悪くはない……だが、半島の現状を考えると何もないゼロからの開発には少し不向きなのじゃないかと心配でね。何しろ多少器用だとは言え所しよ詮せんは子供。単純な労働力という点では牛や馬の方が遥はるかに高い訳だ。まぁ、意思の疎そ通つうは出来るし、鞭むちでも食くらわせれば従順ではあるだろうから一長一短とも言えなくはないが……ね」

　そう言うと、ザルツベルグ伯爵は探る様な視線を亮真へ向けた。

「正直に言えば、私は彼らがウォルテニア半島を徘はい徊かいしている怪物モンスター共の餌えさにしかならない気がして仕方がないんだがね」

　流石に、イピロスを始めとした北部十家の盟主だけの事はある。

　亮真の行動は既に筒つつ抜ぬけのようである。

　しかし、答えようと亮真が口を開きかけた瞬間、ユリア夫人の声が遮さえぎった。

「まぁ貴方あなたったら……男だん爵しやく様にいきなりそんな事を聞いて……申し訳ありません。男爵様……ウチの人ったら本当にせっかちで。お茶を出すのが先でしょうに」

　そう言って夫をにこやかに窘たしなめると、ユリア夫人は部屋の隅すみに準備してあった茶器を手にする。

　そして、自らがポットから注いだ陶とう製せいのカップを亮真の前へと置いた。

　ほのかな湯気が立ち上り、亮真の鼻び腔こうを芳ほう醇じゆんな香かおりがくすぐる。

　それは、先日クリストフ商会でシモーヌから出されたのと同じ香りだ。

「さぁ、お飲みになってみてくださいな。キルタンティアより運んできた逸いつ品ぴんですのよ」

　ユリア夫人は、亮真に紅茶を勧める。

（こいつは……偶ぐう然ぜんか？）

　探る様な視線を向けながら、亮真はゆっくりとカップに唇を近づけた。

　その姿をにこやかに見つめるユリア夫人に悪意のある様子はない。

　シモーヌとの会談を知っていて出したのであれば、その警告だと分かる様なしぐさが出る筈だが、幸いにもそういった兆候は見られなかった。

　しかし、ユリア夫人がわざわざ自らの手で出してきた以上、そこには何か意味が有ると見て良いだろう。

　さり気なくユリア夫人へ視線を向けると、彼かの女じよは意味深げな笑みを亮真へ返して見せた。

　少なくとも、シモーヌと会った事を表だって咎とがめるつもりはないらしい。

（警告か……まぁいい。幸いな事にシモーヌと本格的な取引を行うのはまだ大分先の事だ。今の段階であればユリア夫人が何かを掴んでも問題はないが……こちらの動向は筒抜けだったか……やはり、今後も注意が必要だな）

　主要な取引先はミストール商会にしておく方が無難らしい。

　少なくとも今はまだ……

（だが、またキルタンティア産か……後で少し調べてみても良いな）

　貴族階級に好まれるキルタンティア産の茶葉。

　確かに、亮真の舌で判断しても中々の名産品に思える。

　将来的に交易を主体とした国造りを目指す亮真にとって大切な資金源になるかもしれないのだ。

（おっと、そんな事よりも今は交渉に集中だ）

　遠い未来の夢よりも、優先するべきなのは目先の交渉だ。

「素晴らしい味です。香りもさることながら、微び妙みような渋しぶみがまた。失礼ですが、まさかユリア夫人がこれほどまで茶の淹いれ方にお詳くわしいとは思いもよりませんでした」

　亮真は惜おしみない称しよう賛さんの言葉を口にした。

　その言葉には一いつ切さいの嘘はない。

　紅茶に限らず、真に美味おいしいお茶を淹れるにはそれなりの技術が必要なのだ。

　そういう意味から言えばユリア夫人の出した紅茶はまさに満点。

　水は軟なん水すいを用いて適切な温度まで沸わかしているし、カップは事前に温めてあるという心こころ遣づかいまでしている。

　陶製のポットは丸型の形状。恐らく対流を妨さまたげない事を意識した選択。

　茶葉の蒸むらす時間も適切だ。

　少なくとも、これだけの味が出せる喫きつ茶さ店てんは日本でも数える程度しかないだろう。

「まぁ。嬉うれしい事を……さぁ、貴方もお飲みくださいな」

　そう言うとユリア夫人がザルツベルグ伯爵へ紅茶を勧める。

「ふむ……失礼した」

　カップを傾かたむけると、ザルツベルグ伯爵は深くため息をつく。、

「何しろ、女王陛下より幾いく度ども使者が来ていて……な。つい、色々と焦あせってしまったのだ。いや、失礼した」

　そう言うと、ザルツベルグ伯爵は髪かみを撫なで付つけながら頭を下げた。

　流石さすがは夫ふう婦ふ。息はぴったりである。

「いえ、御お気きになさらないでください。ですが、女王陛下からの使者というのは？」

「まぁ、端たん的てきに言えば御子柴殿の様子を気にされているのだ」

「私の様子……ですか？」

　ザルツベルグ伯爵の言葉に亮真は首を傾かしげて見せる。

　勿論、ルピスの思おも惑わくが理解出来ない亮真ではない。

　だが、だからと言ってそれを正直に口に出すのは問題だった。

　内心ではお互たがいがお互いを敵視しているとはいえ、ルピス・ローゼリアヌスはこの国の主あるじであり、表向き亮真はその臣下の一人なのだから。

「うむ、かなり気にされているようだ。やはり、ウォルテニア半島などという僻へき地ちを与あたえた事を気に病やんでいらっしゃるのだろう。無論、貴き殿でんの力量を見み越こしてのご判断だとは聞いているが、今の状況がどうなっているのか女王陛下が気にされるのも当然という物だし、私自身も同じローゼリアの貴族としてかなり気になっていて……な」

　そう言うと、ザルツベルグ伯爵は探る様な視線を向けた。

　それはある意味で本心からなのだろう。

　勿論、それはあくまでもザルツベルグ伯爵自身にとって必要だからではあるのだが。

（それではいよいよ始めますか）

　話の流れとしては今が最高の機会と読み、亮真はついに本題を切り出す。

「そうですか……実は本日急にお時間を頂いたのは、我わが領地であるウォルテニア半島の今後に関かかわる事なのです……閣下」

　亮真はいかにも困ったと言った表情でザルツベルグ伯爵の顔を見た。

「ほう、やはり何かお困りかな。まぁ昨日、突然使者を貰もらった時から何かあったとは思っていたがね。やはり奴隷の件かね……ずいぶん若い奴隷ばかり大量に買った様だが、使い道に困ったかな？　よければ私の方から口くち利ききしてあげてもかまわないよ。なぁに、全額は無理だが奴隷商人共から上手く金を取り返してあげようじゃないか」

　ザルツベルグ伯爵はそう言ってにこやかに笑う。

　よほど、亮真に対して恩を売りたいらしい。

　用件も何も聞いていないのに、ザルツベルグ伯爵は奴隷の使い道に困って亮真が泣き付いてきたと判断している様だ。

（よほど子供の奴隷ってのは売れない様だな。まぁ、大人の奴隷がそこそこの値段で売られているような世界じゃ仕方がないか……それに、シモーヌの件といい相当厳しい監かん視しをしているようだ……ただ、問題はルピスの差し金かこいつらの独断かだな……）

　別に亮真がザルツベルグ伯爵邸を訪ねたのは、奴隷を引き取って貰いたいからではない。

　もっと別の物を売りに来たのだ。

　だが、ザルツベルグ伯爵の態度は余りにも恩着せがましい。余よ程ほど、亮真に対して関わりを持ちたいのだろう。

（まぁ、鉱山の横領を考えれば当然だろうな……）

　他人の領内に存在する鉱山を横領するのはかなり危険な行こう為い。それは、相手が弱小貴族である亮真相手でも変わりはしないのだ。

　ザルツベルグ伯爵の本心はただ一つ。無事にこのまま御子柴亮真達がウォルテニア半島へ入ってしまう事だろう。

　その為には必要ならば多少の助力は惜しまないという事だ。

（ここまではこちらの読み通り……あいつらは本当に良い仕事をしてくれるぜ）

　ザルツベルグ伯爵の早とちりに嘲ちよう笑しようが湧わき上がってくるのを押おし隠すと、亮真は戸と惑まどっているように見せかけながら用件を切り出す。

「はい……実は困った事になりまして……」

「やはり奴隷の件かね？」

　ザルツベルグ伯爵の問いに亮真は無言で首を振った。

　奴隷商人より購こう入にゆうしてから時間をかけて基き礎そ体力造りを行い、今日から基礎訓練を行う手はずになっている。

　その子供達を今いま更さら売うり渡わたしにくるはずがない。

　亮真が否定した事で、ユリア夫人が口を開く。

「まぁ、それでは、何ですの？　我がザルツベルグ伯はく爵しやく家けは女王陛下より御子柴男だん爵しやく様のお力になるようにと勅ちよく命めいを受けております。何なりとおっしゃってくださいませ。きっとお力になれると思いますわ。ねぇ？　貴方」

　ユリア夫人の言葉を聞いて、亮真の背に冷たいものが走はしり抜ける。

　何気ない一言だが、ユリア夫人の言葉にはある事実が含まれていた。

（お力になるように命じられた……ねぇ？　やっぱり監かん視し役やくを命じられていたか……あのクソ女め……流石に、このまま俺おれを無視するとは思わなかったがな……ザルツベルグ伯爵に命じていやがったか……まぁいい。それならそれでやりようは有るしな……）

　亮真を警けい戒かいしているルピスが、そのまま放置している筈はなかった。案の定、ザルツベルグ伯爵の方に見張りを命じていたようだ。

　お力になるように命じられた、と言うユリア夫人の言葉をそのまま鵜う呑のみにするほど、亮真はボケていない。

「そうでしたか……」

　先日の歓待も女王の命令の影えい響きようなのだろう。ただし、この夫ふう婦ふはルピスの飼い犬ではない。

　外面は忠義者のように装よそおっているが、王家の資源を横領するような人間だ。

（やはり、自分の利益になるなら何でもやるタイプの人間か……ならば、交渉の余地は有るか……鉱脈を売うり渡す条件に、ルピスへの報告は適当に情報を誤ご魔ま化かしてもらうって条件を上乗せして話すのが一番だろうな……まぁ、全ては俺の演技力次し第だい……下手に勘かん繰ぐられればそれで終わりだ）

　ザルツベルグ伯爵夫妻を侮あなどるのは危険だ。

　タイミングを見計らわなければならない。

　用件を切り出す最適なタイミングを……

「うむ……だから御子柴殿も遠慮なく相談してくれ。出来るだけ力になるからね……それで？　奴隷の件ではないとすると、一体どうしたのかね？」

　ザルツベルグ伯爵が探るような視線を向けた。

　よほど亮真の行動が気になるらしい。

（さっさと消えてほしいって訳か……随ずい分ぶんとまぁ、嫌きらわれたもんだ）

　表面上は親切を装ってはいても、その本心を知る亮真から見れば滑こつ稽けいな喜劇。

　湧き上がってくる笑いを押し隠し、亮真はついに爆ばく弾だんを破は裂れつさせた。

「実は、ご相談というのはウォルテニア半島に有る塩の鉱脈の事なのです……ザルツベルグ伯爵もご存じの……ね」

　亮真がその言葉を口にした瞬間、文字通り室内の空気が凍こおりついた。

「どういう事かね。何故なぜ、君がその事を知っている？　自分で調べたのかね？」

　ザルツベルグ伯爵の顔から一瞬で笑いが消え、地の底から響ひびく様な押し殺した声が亮真へと向けられる。

　その目は鋭く刃の様な危険な光を宿していた。

　疑ぎ惑わくと猜さい疑ぎ心しん、そして殺気に満ちた眼だ。

　とぼけると言う選択をしなかったのは、もはや言いい逃のがれをする意味が無いという事なのだろう。

（何故、こいつが鉱脈の事を知っている？　あそこは、ミストール商会の手で厳重に管理されているはず……やはり、先日の晩ばん餐さん会かいで何か気がついていたのか？　どうする？　殺すか？　いや、最終的には殺すとして、その前に確かく認にんする必要があるか……）

　ザルツベルグ伯爵の心に湧き上がるのは言い知れぬ殺意。

　自らが支配する花園を荒あらす害虫に対しての怒いかりだ。

　だが、その一方でザルツベルグ伯爵の頭脳は湧き上がる殺意を必死で抑おさえ込もうとしていた。

　最悪、御子柴亮真を殺せばそれでけりはつくのだ。

　男爵とザルツベルグ伯爵。同じ貴族ではあるが位の差は大きい。

　まして、ここはザルツベルグ伯爵の屋敷であり、王都は遠く離れている。

　はっきり言ってしまえば、殺す理由などどうにでも出来るだろう。ただし、その選択をする前に、ザルツベルグ伯爵はどうしても確かめておかなければならない事があった。

　そんなザルツベルグ伯爵の心理を操あやつるかの様に、亮真は事前に用意してきた切り札をザルツベルグ伯爵の前へと差し出した。

「実は……先日、こんな物を受け取りまして……」

「何！　貸せ！」

　亮真が差し出したのは一枚の手紙。

　使われているのは街中の店で普ふ通つうに買える紙とインクだ。

　そして、筆ひつ跡せきを隠すために意図的に乱されたミミズの這はったような文字。

　如何いかにも曰いわく有り気な手紙だ。

　ザルツベルグ伯爵は手紙の内容を素す早ばやく斜ななめ読よみすると、そのままユリア夫人に手紙を渡し黙り込んだ。

（何処どこの誰がこんな余計な事を……？）

　内容は極きわめて単純だ。

　ザルツベルグ伯爵家が岩塩の鉱脈を横領している事実を告発する内容。

　問題なのは、その鉱脈の場所が具体的に書かれている点だろう。

　ザルツベルグ伯爵は激げき昂こうした心を落ち着けて、亮真の言葉を分ぶん析せきする。

（クソ。誰がこんな余計な事をコイツに告げた？　クリストフの小こ娘むすめか……恐らく間違い有るまい。あの小娘は曲くせ者ものだ……こちらの動静を把握していても不思議ではない）

　今、イピロスの街でザルツベルグ伯爵とユリア夫人に対して敵対的な行動を取る人間は極めて限られている。

　その中でも、連合商会長の座から蹴け落おとされたクリストフ商会を率いるシモーヌ・クリストフは最も危険な敵の一人だ。

　確かに、領主であるザルツベルグ伯爵がミストール商会へ肩かた入いれしている為、イピロスの経済はミストール商会を中心に動いている。

　勢いという意味合いから言えば、まさにミストール商会は日の出の勢いと言えるだろう。

　それに比べればクリストフ商会の方はまさに斜しや陽ようとしか言いようがない。

　ザルツベルグ伯爵の圧力によって多くの取引先を失い、商売の規模は縮小の一いつ途とを辿たどっている。

　だが、長年イピロスの連合商会長を務めて来たクリストフ商会には、歴史の重みと蓄たくわえた財が有るのだ。

　それらは今でも、決して侮る事の出来ない力を持っている。

（ミストールが商会長の座に就ついて既に三年。後数年で、クリストフの小娘の息の根を止める事が出来ると思っていたのだがな……いや、だからこそ……か）

　今まで、ザルツベルグ伯爵の圧力に耐たえるだけだったクリストフ商会が反はん撃げきに出る。最も可能性の高そうな話である。

（情報をコイツにもたらしたのがクリストフの小娘として……問題はコイツが何故、私のところに来たかだ？　それに、あの小娘の狙いも分からん）

　シモーヌ・クリストフがウォルテニア半島に存在する塩の鉱脈を突きとめたのは良い。

　ザルツベルグ伯爵家の税収と特産品などの取引量から不自然なものを感じて調べたというのはあの商才に長たけた小娘ならば有り得なくはないだろう。若い女の身で有りながら、廃すたれ行く商会を何とか維い持じしている手しゆ腕わんは伊達だてではないのだから。

　だが、問題はその後の行動だ。

（あの小娘が鉱脈の事を知ったとして、なぜ自分で動かない？　態わざ々わざ目の前の男に知らせたのは何故だ？）

　ウォルテニア半島に存在する岩塩の鉱脈をザルツベルグ伯爵が横領しているという事実を最も効果的に使うには、王家に対しての密告が一番効果的に思える。

　今でこそウォルテニア半島は御子柴男爵家の物だが、つい数ヶ月前までは違った。

　確かに実効支配をしていたかと問われれば否と言う他ほかないが、書類上は間違いなくローゼリア王家の領土だ。

　そして、ザルツベルグ伯爵家が横領を始めたのは今から五年ほど前の事。

　どう言い訳をしたところで、横領の事実は否定のしようがない。

　となれば、もし仮にこの件が表おもて沙ざ汰たになればザルツベルグ伯爵家は文字通り終わる事になる。

　何しろ、王家の資源を横領しているのだ。一族郎ろう党とう処しよ刑けいされる事になる。

　それを態々、目の前に座る成り上がり者に告げる。ハッキリ言えば、余り意味が無い様にザルツベルグ伯爵には思えた。

（まぁ良い……焦る必要はない……この成り上がり者の話を聞いてからでも遅おそくは無い……何しろここは私の領地なのだから……）

　ザルツベルグ伯爵の眼が鋭さを増し、冷たく光る。彼は隠していた牙きばを再び剥むき出しにしようとしていた。

　そう、かつて、自らの父親に剥いた牙を……




　ローゼリア王国建国当時から、ザルーダ王国との国境近くに領土を持っているザルツベルグ伯爵家は、度たび重かさなる軍事予算の増加に因よって破産寸前だった。

　兵の増員。武具の調達。砦とりでの建設。数え上げればキリがないほど、軍は金を食う。

　それでも、王家は何もしない。ザルツベルグ伯爵領はザルツベルグ伯爵家の裁量で全て運営されている。

　それはつまり、口も出さないが、金も出さないという事。

　だが、領土を、国を守る為にはどうしても軍の増強は外す事が出来ない。

　また、軍備の増強を理由に内政を滞とどこおらせる訳にもいかない。

　ただでさえ他の領地に比べて重い税と賦ふ役えきを課しているのだ。

　平民を過か剰じようなほど愛し慈いつくしむ必要はないが、表だって反はん抗こうされるのは下策。

　武力で制圧するのは簡単だが、それでは不満が溜たまり続けいつかは暴発するだろう。それを避さける為には、ある程度のガス抜き的な優ゆう遇ぐう措そ置ちを取らざるを得ないのだ。

　歴代のザルツベルグ伯爵家当主は、その難問を自らとその家族の肉を切り落とし続ける事で解決してきた。

　節約に次ぐ節約。

　日々の食事に始まり、衣類に屋敷の管理など、切きり詰められるものは何でも切り詰めたのだ。

　勿論、それは言葉で言い表す事さえ憚られる程ほど苛か酷こくな道。

　トーマス・ザルツベルグがザルツベルグ伯爵家を継つぐその日まで、彼の家は貴族としての体てい裁さいをなんとか維持するのがやっとという有様だった。

　下手をすれば平民以下とも思える程に貧しい生活。

　豪ごう奢しやな晩餐会を開くことも無ければ、王都の有名な職人に家具を作らせる事もない。

　彼らは、ローゼリア王国の為に文字通り身を削けずるような思いで暮らしてきた。

　だが、そこまでの覚かく悟ごで国の防衛に尽つくしたザルツベルグ伯爵家に向けられたのは嘲笑。

　王都に暮らす貴族の多くがザルツベルグ伯爵家を田舎者と笑い、虚こ仮けにした。

　理解を示してくれたのは、同じようにローゼリア王国の北部を領有する北部十家の面々だけだ。

　それでもローゼリア王国の貴族として、王家への忠誠の為、歴代のザルツベルグ伯爵家は歯を食いしばって耐えて来た。

　だが、無理は何時いつか必ず破は綻たんをきたすもの。

　現当主であるトーマス・ザルツベルグは違った。彼は、己おのれの欲を満たす為ために手段を選ぶ事を止やめてしまった。

　それは元から持っていた彼の人間性の問題なのか。

　いや、とある事件が若かりし彼の心を歪ゆがめ欲望に走らせたというべきだろうか。

　だが、どちらにせよ結果は変わらない。

　元ローゼリア王家直ちよつ轄かつ地ちであり、今は御子柴亮真男爵の領地となったウォルテニア半島に岩塩の鉱脈が有る事をトーマス・ザルツベルグが知ったのは今から五年前の事。

　イピロスから徒歩で一日程ウォルテニア半島へ向かった北東の山脈地帯にその鉱脈は存在した。

　元々、ウォルテニア半島には住民が居ない。

　それは、凶きよう暴ぼうな怪物や未開の亜あ人じんが徘徊する土地である事が理由なのだが、では全くの無人なのかと言われるとそうでもない。

　住民は確かに居ないが人間はいる。

　犯罪者、流る刑けい人、そういった人間の他に、ある特定の職業に就く人間が時たまウォルテニア半島へ向かう事が有るのだ。

　冒険者や傭よう兵へい達たちだ。

　戦う事を職業にする人間。彼らにとってウォルテニア半島は実戦経験を積む良い戦場であり、金の稼かせぎ場所であった。

　何しろ、生息するのは高位の怪物ばかり。皮も牙もかなり良い値段で取引されている。

　力量さえあれば自分の命を対価として一いつ攫かく千せん金きんを夢見る事の出来る土地でもあるのだ。

　そんな土地の片かた隅すみで岩塩の鉱脈が発見されたのは、本当に偶然の出来事。

　鉱脈を見つけたのは、野望と希望に胸を膨ふくらませウォルテニア半島へ入った冒険者の一団だった。

　とはいっても、彼らは別に鉱脈を自分達でどうにかしようとした訳ではない。

　塩は確かに必ひつ需じゆ品ひんではあるし、それなりの値段で取引がされるが、大量に採さい掘くつして売り捌さばかない限り採算をとるのが難しい品だ。

　発見した彼らもその事は分かっており、別段それで金かね儲もうけをしようとは考えていなかった。

　ただ、ギルドに採取した品を納める際にポロッと漏もらしただけの話。

　本来であればその場限りの他愛たわいない話という事で終わる筈はずだった。

　それが、たまたま回り回ってザルツベルグ伯爵家の耳にもたらされたのは、幸運だったのか不幸だったのか……

　少なくとも、軍事予算の増加にあえぐザルツベルグ伯爵家に取ってそれは、神の祝福にも似た出来事だった。

　少なくともトーマス・ザルツベルグにとっては。

　当時、まだザルツベルグ伯爵家の嫡ちやく子しでしかなかったトーマスは、当主である彼の父親に必死で懇こん願がんした。

　ザルツベルグ伯爵家の財政を立て直す最後の機会だと。

　何しろ、目の前に宝の山が埋うまっている事を知らされたのだ。それで平常心を保てと言う方が無理な話である。

　勿論、これがもっとウォルテニア半島の奥おく地ちであったなら、トーマスも躊ちゆう躇ちよしただろう。半島の奥地は高ランクの傭兵や冒険者でも生せい還かんの保証はない危険地帯。

　そんな場所では鉱夫を派は遣けんしたところで怪物達の餌になるだけだろうし、距きよ離りが長ければ長いほど人目に付きやすく足が付きやすい。

　だが、鉱脈の場所がイピロスから目と鼻の先となれば話は変わってくる。

　怪物共の徘徊する魔境とはいえ、まだ入り口付近。遭そう遇ぐう率もさほど高い物ではないのだ。

　だが、トーマスの父である当時のザルツベルグ伯爵は彼の言葉を無視した。

　いや、単に無視しただけではなく、彼へ侮ぶ蔑べつの眼を向けたのだ。

　父親にしてみれば、それは当然の事だった。

　長年、ザルーダ王国との国境を守ってきた自負と誇ほこり。それは、ローゼリア王家への揺ぎ無い忠誠心を基き盤ばんとしている。

　如何に目の前にあるとはいっても、ウォルテニア半島は間違いなく王家の領土。

　確かに冒険者や傭兵達が自由に出入りし狩りを行っているとはいえ、それはあくまでも王家が目くじらを立てないというだけの事。

　だが、れっきとした貴族が王家の所領に無断で入り込んだ場合、黙もく認にんする筈もない。

　そこにある岩塩の鉱脈を使って財政を立て直そうと言うトーマスの主張は、王家の所有する資源を盗ぬすめと言っているのと同じ事なのだ。

　確かにザルツベルグ伯爵家の財政は厳しい。それは父親も理解していた。

　トーマスの言葉に従って岩塩鉱を横領すればそんな苦しい状じよう況きようが改善される事も分かっていただろう。

　しかし、ザルツベルグ伯爵家に伝わる忠義と誇りがトーマスの非道とも言える主張を撥はね除のけさせた。

　そして、父親はザルツベルグ伯爵家の歴史とその代々受うけ継がれてきた忠義の心を息子むすこに語ったのだ。きっと己の子もまた同じ道を歩んでくれると信じて。

　だが、残念な事にそんな父親の言葉を聞いてもトーマスの心にはさざ波一つ起きる事はなかった。

　幼い頃ころから強制的に倹けん約やくを押し付けられて来たトーマスにとって、その元げん凶きようとも言うべきローゼリア王家に対する忠誠や誇りなどなんの価値もないガラクタも同然だった。

　王都から遠く離れた国境地帯では、王家の目が行き届く訳も無い。

　それに、ザルツベルグ伯爵家に対して、王家が何か資金援えん助じよをしているという事実も無い。放置に近い程の無む干かん渉しよう。

　無論、ザルーダからの侵しん攻こうが本格的になれば援えん軍ぐんは来るが、小こ競ぜり合あい程度の戦いくさは全てザルツベルグ伯爵とその周辺貴族達の受け持ちになっている。

　父にとってはそれこそ王家がザルツベルグ伯爵家を信しん頼らいしている証あかしなのだが、トーマスにとっては違った。彼にとってそれは、割に合わない理り不ふ尽じんな要求。一方的に損をさせられている状態にしか思えなかったのだ。

　トーマスは、目に見えない信頼や誇りと言うあやふやな物よりも、目に見える実利を重んじた。

　具体的に言えば金や資源、あるいは特権といった物だ。

　当然の事ながら、トーマスと父親との話し合いは平行線を辿る事になる。

　それはそうだろう。お互いに妥だ協きよう点てんを見み出いだす余地は無いのだ。

　実利と誇り。相反しない場合も存在するが、今回の場合はどちらか一つしか選べない。

　結果、トーマス・ザルツベルグは父親をその手に掛かけた。そうする以外に、彼の求める物を得る手段が無かったのだ。

　親殺しが重罪であるというのは地球も大地世界でも同じ事。いや、家長制度が色いろ濃こく残る大地世界では遥かに重い罪と言えるだろう。

（誰だれにも私の邪じや魔まはさせんぞ……）

　ザルツベルグ伯爵は心の中で呟つぶやく。

　彼に今の生活を手放す事など出来なかった。

　実の父親を殺してまで、手に入れた物なのだから……

「貴様は……何を求めている？」

　無言で睨にらみつけていたザルツベルグ伯爵が、ゆっくりと口を開く。

　既に、貴族に対しての礼儀など守るつもりはないのだろう。

　ザルツベルグ伯爵の言こと葉ば遣づかいは、明確に格下の人間に対する口調へと変わっている。

　猜疑心と警けい戒かい心しんが、好人物を装う作り物の仮面をザルツベルグ伯爵から捨てさせたのだ。

　ザルツベルグ伯爵は鉱脈の情報を御子柴亮真へ渡した人間を思おもい浮うかべる事が出来た。だが、どんな理由でシモーヌ・クリストフが自分で動かないのかが判わからない。

　ザルツベルグ伯爵を失しつ脚きやくさせるのに十分な情報を持っているのに、それを自分では使わず、他人に教える。

　そして、その情報を与えられた人間は、王家ではなくザルツベルグ伯爵の下もとへとやってきた。そこまで思い至りザルツベルグ伯爵の脳のう裏りにある可能性が浮かぶ。

（強請ゆするつもりか？）

　下げ賤せんな平民が、金になる情報を偶然得た時に良く行う行動だ。

　目の前に座るこの男は、貴族ではあるが元々は平民出身。金欲ほしさに強請りに来たとしても不思議ではない。

（馬ば鹿かめ……素直に私が金を払はらうと思うのか？　いや、仮に払ったとして、それで後はいったいどうするつもりだ？）

　もし本当にザルツベルグ伯爵を脅きよう迫はくするつもりなら、直接会うべきではない。脅迫者が自分の身元を明かして、有利になる事など何もないのだから。

　良い例がエレナ・シュタイナーの一件だろう。

　愛まな娘むすめを誘ゆう拐かいされたエレナがなすすべなく要求を呑のんだのはただ一つ、犯人が誰だかはっきりとは分からなかった事だ。

　もし仮にエレナが黒幕であるアーレベルク将軍の関かん与よを確信出来ていたならば、打つ手は他にもあった筈だ。

　だが、そんなザルツベルグ伯爵の予想は亮真の言葉によって裏切られた。

「そうですね……実は閣下に買って頂きたい物がありまして」

　長い長い沈ちん黙もくが部屋を支配する。

　だが、ザルツベルグ伯爵の鋭するどい視線を受けても、亮真の声に動どう揺ようはない。彼は真正面から視線を受け止めて見せる。

「買う？　いったい何を買えと言うのだ。私はてっきり強請りに来たのかと思ったがな」

　その問いにユリア夫人も訝いぶかし気げな視線を亮真へと向ける。

　買うと言う言葉も、言い方や雰ふん囲い気きでは強請りの要素を含むが、ザルツベルグ伯爵の耳には、亮真の言葉がそのままの意味にしか聞こえなかった。

　それは、隣となりに座るユリア夫人も同じだったのだろう。

　二人が放つ疑問の視線は、亮真の言葉を正確に理解したと言う証だ。

「強請り……ですか、考えはしましたが、そのつもりはありません……それをすれば、閣下は躊躇ためらうことなく、私達を始末するでしょうから」

　亮真の飾かざらない言葉に、ザルツベルグ伯はく爵しやくは唇くちびるを歪めて嗤わらう。

　まさしくその通りだったからだ。

　脅迫された人間は、脅迫した人間を決してそのまま放っては置かない。脅迫が一度で終わる保証など何処にもないからだ。

　仮に脅迫者が二度と脅迫などしないと神に誓ちかったとしても意味はない。

　喉のど元もと過ぎれば熱さ忘れるのことわざの通り、人とはそういうものなのだ。

　二度、三度と事ある毎ごとに際限なく金を毟むしり取とられる事になる。

　ザルツベルグ伯爵が完全に破は滅めつするまで何度でもだ。それが分かっているからこそ、ザルツベルグ伯爵は決して脅迫者を生かしてはおかない。

　たとえ一時は金を払ったとしても、それは脅迫者を殺す為の時間稼ぎに過ぎないのだ。

「なるほどな……脅迫という行為がもたらす結果を理解しているとは、平民出身にしては道理を弁わきまえているらしい」

　塩の鉱脈を横領し始めて数年が経たつ。

　その間、厳重に秘ひ匿とくされているとはいえ、何かの弾はずみでこの秘密をかぎ当てた人間が極ごく僅わずかだが確かに存在した。

　だが、この話は今でも王家に洩もれていない。

　何故ならばザルツベルグ伯爵がそういった邪じや魔ま者ものを的確に容よう赦しやなく排はい除じよしてきたからだ。

　ザルツベルグ伯爵自身も自分が危険な橋を渡っている事を十分に理解している。だからこそ、彼かれは慎しん重ちようで容赦をしない。

「貴方……私は男爵様の売りたい品に興味があるわ」

　ユリア夫人の目が怪あやしい光を放つ。それは妖よう艶えんで冷たい光だ。

「そうだな……良いいだろう。売りたい品とは何だ？」

　ユリア夫人の言葉にザルツベルグ伯爵は小さく頷うなずくと、亮真の答えを待つ。

　今度の口調は、相変わらず上から目線だったが、平民上がりと馬鹿にしたような高圧的な態度が消えた。

　今、ザルツベルグ伯爵の心を支配しているのは好こう奇き心しん。

　己の性格をこれほどまで把は握あくしている御子柴亮真が、どんな物を売りに来たのか、ザルツベルグ伯爵は確かめたくなった。

「では、これをご覧ください」

　亮真は用意してきた書類を夫妻の方へと押しやった。

「これは……」

「契けい約やく書しよ？　ですわね」

　流石さすがに元商家の出だけあって、ユリア夫人はこういった書類には強いらしい。

「塩の鉱脈の譲じよう渡とに関しての契約書です」

　亮真の言葉に従い、夫妻はすばやく内容を確認する。

「確かに……だが……」

「でも、どういう事かしら？　これには金額が書いてないわ」

　夫妻の疑問は当然だった。

　売りに来たはずなのに、売値が書いてないのだから。

「売りには来ましたが、お金を払って頂くつもりはありません」

　亮真の言葉に、ザルツベルグ伯爵もユリア夫人も不思議そうな顔をした。

「では、何と引ひき換かえに売る気だ？」

「閣下には、私の後うしろ盾だてとなって頂きたいと考えております」

「どういう意味だ？　私は先日、貴様に助力は惜しまないと言った筈だが？」

　ザルツベルグ伯爵の言葉に、亮真は無言で首を振ふった。

　ただ、それだけのことだが、夫妻には亮真が求めている事が正確に伝わる。

　確かに、先日の晩餐の時にも、今日会った時にも、夫妻は亮真に対して友好的な態度をとり、助力する事を約束している。

　だが、それがザルツベルグ伯爵の本心からの言葉かと言えばそうではない。

　ルピス女王の命令による監視と、岩塩の鉱脈を横領していると言う負い目が、彼に言わせただけの事でしかないのだ。

　本当に手を貸す気などない。少なくとも今までは……。

（なるほどな……見みせ掛けではなく、本心から私の助力が欲しいのか……）

　ザルツベルグ伯爵は亮真の意図を正確に理解した。

（まぁ、別にこの男に助力をするのは構わんか……王都でふんぞり返って命令を出だすだけのあの女より、コイツは礼れい儀ぎを知っている……それに、平民にしては知ち恵えが有る……少なくとも、馬鹿ではない。特に金を要求しないところが……な）

　ザルツベルグ伯爵の表情が弛ゆるむのを見た亮真も、穏おだやかに笑えみを浮かべた。

（やっぱり金ではなく、助力にして正解だったか……まぁ、王家の資源を横領してまで金にこだわるほどの人間だからな……俺に金なんか払う筈もないか。何しろ現実に鉱脈を握にぎっているのはザルツベルグ伯爵。たとえ、本来の持ち主に対してだろうと、金を出したくないだろうと考えたのは正解だったな）

　ザルツベルグ伯爵は金が欲しくて、岩塩の鉱脈を横領したのだ。

　それが如何に正当な要求であったとしても、ザルツベルグ伯爵に金を出す気持ちなどある筈がなかった。

　亮真は、ザルツベルグ伯爵が金に固こ執しつする人間である事を見み抜ぬいていた。その判断の正しさが今、ザルツベルグ伯爵の表情に表れている。

「御子柴男爵様？　私にはこの書類の価値が今一つ理解できませんの。申し訳ないけれど、説明して頂けるかしら？」

　商家出身のユリア夫人は、非常に優すぐれた政治家でもある。

　ザルツベルグ伯爵家の建て直しの為に嫁とついできたのだが、彼女は立派にその役目を果たした。

　そのユリア夫人の目から見て、この書類には値あたい千せん金きんの価値が有る。だが、彼女はあえて価値が判らないという表情を浮かべて亮真へ問いかけた。

　理由は二つ。

　足元を見られて値を吊つり上あげられない為と、この筋書きを考え付いたのがこの男なのかを確かめる為だ。

　ユリア夫人は裏に黒幕が居ないかと疑っていた。

「そんな事は、私が改めて説明する必要もないでしょう？　ユリア夫人がそういった方の専門家である事は有名ですからね」

　亮真はユリア夫人へ笑え顔がおで答え、揺ぎ無い視線を向ける。

「俺としては本心から閣下のご助力を頂きたいと考えています。何せ先日はこの街の事を良く知らずにいた所為せいでご不興を買いかねませんでしたから……ね。今回の事はその事のお詫わびも含ふくんでの事です」

　両者の間で、無言のやり取りが行われた。

（成なる程……確かにそう考えれば筋は通る。それに揺ぎのない目だわ……少なくともその場しのぎで口から出まかせを言っている訳じゃない。この男は本心からそう思っているのね）

　長年の勘かんから、ユリア夫人はこの取引を計画したのが目の前で笑みを浮かべる男である事を理解していた。

「良いでしょう……男だん爵しやく様の提案に価値がある事は認めます。ですが、少し時間をいただきたいわ。夫とも相談したいから」

「分かりました。今日のところはこれで……ご連れん絡らくをいただければ改めてお伺うかがいいたします」

　ユリア夫人の言葉に頷き、亮真は席を立った。

　彼は初めから、この場で商談が成立するとは考えていなかったのだろう。表情に落らく胆たんの色はない。

（まぁ当然だな……ザルツベルグ伯爵側からも条件を付けたいだろうし。今日、この場で署名される方が怖こわい……後で、手のひらを返されかねないからな）

　チラつかせた餌えさにザルツベルグ伯爵は興味を持った。後は、彼が喰くいつくのを待つだけ。

　静かに、ゆっくりと時間を掛けて待てば良い。

（たっぷり時間を掛けて悩なやんでくれ……そう、たっぷりとな……）

「えぇ……お手数を掛けて申し訳ないけれども。では、日を改めて」

　ユリア夫人の言葉に一礼すると、亮真は扉とびらの外で待機していたメイドに先導されて屋や敷しきを出て行った。




「帰った……か。しかし、あのまま帰らせてしまって良かったのか？」

　御子柴亮真が門へと向かって歩いていく後ろ姿を窓から眺ながめていたザルツベルグ伯爵が、ソファーに座すわるユリア夫人へ声を掛けた。

「えぇ、全すべてはあの男の描かいた絵図ね……まぁ演技だった可能性もあるけれど、もしそうだったならば、彼は天才的な嘘うそつきだわ」

　ユリア夫人はそう言って肩かたをすくめた。

　彼かの女じよは、自分の人を見る眼めに絶対的な自信を持っている。

　実家のミストール商会を切り盛りしていた頃は勿もち論ろん、ザルツベルグ伯爵家に嫁いできてからも、彼女の周りには海千山千の曲者ばかりが集まってくる。

　そんな連中と渡り合っているうちに、自然と身についた特技だ。

「そうか……私は、御子柴の話に乗っても良いと考えているが……ユリア、お前はどう思う？」

　ザルツベルグ伯爵はユリア夫人の前に腰こしを下ろすと、自分の心境を口にした。

　だが、実権を握っている筈のザルツベルグ伯爵の口調は、どこかユリア夫人に対して遠えん慮りよしているように感じられた。

　それも当然なのかもしれない。ザルツベルグ伯爵はどちらかと言えば武人タイプの人間だ。積極的な行動力と、冷れい酷こくな性格。だが彼は、自らが完全ではない事を知っていた。

　特に、外交や政略と言った部分では、自分の力が平へい凡ぼんなものでしかない事を理解しているのだ。

　だからこそ、ザルツベルグ伯爵はユリア夫人の意見を重要視する。

　自らが享きよう楽らくを続ける為の道具として。

　金の亡もう者じや達たちと長年渡り合ってきたユリア夫人は、ザルツベルグ伯爵にとって、最も頼たよりになる相棒と言えた。

「幾いくつか気になるところはあるけれども、私も話に乗っていいと思うわ。少なくともあの契約書自体はあった方が良いのは確かね……」

　ローゼリア王国の商法は日本の様に事細かな規制など存在しない。

　それでも、契約書の効力だけは日本も大地世界も変わりはしないのだ。

　いや、ある意味においては、契約書こそが全てに優先されると言っても過言ではない。

　あの契約書を交かわせば岩塩の鉱脈はザルツベルグ伯爵家に正式に帰属する。

　確かに、過去の横領は消し去れないが、うやむやにするには十分なネタだ。

　もし仮に正式な裁判を受ける事になったとしても、多少の懲ちよう罰ばつ金きんで済むだろう。

　担当する判事に賄わい賂ろを使えば嫌けん疑ぎ不十分での無罪すら可能かもしれない。

　何せ、今は正式にザルツベルグ伯爵家の物であると言い張る事が出来るのだから。

　横領が何時から始まったか正確に判別出来なければ罪を問う事はたとえ王家であっても難しいだろう。

　今のローゼリア王家の権力基盤は決して盤ばん石じやくではないからだ。

　そして、時が経てば経つほど嫌疑は薄うすれていく。

　証しよう拠こも証言もあやふやになっていくのだ。

　無論、それはザルツベルグ伯爵家の持つ武力と財力があって初めて出来る事ではあるが、あの紙切れが切り札になり得るのは間ま違ちがい様のない事実だ。

　だから、ユリア夫人も今回の提案を拒きよ否ひするつもりはない。

　だが、素す直なおに頷くには少し引っ掛かりを感じるのも確かなのだ。

「気になる事？　……クリストフの小娘の事か？」

　ザルツベルグ伯爵にとって、一番気になるのはその事だ。

　イピロスの経済を掌しよう握あくする商会連合の長おさを奪うばわれた筈のクリストフ商会。本来ならとっくに潰つぶれている筈なのだ。しかし、未いまだにクリストフ商会は規模を縮小しながらも存在し続けている。

　だが、ユリア夫人は夫の言葉に首を横に振った。

「ちょっと違ちがうわね……私が気になるのはあの男の本心の方よ」

「御子柴の事か？　確かにあの男は得体のしれないところがある。だが、平民ながら分を弁えているし礼儀も悪くない……頭の方もなかなかだしな。私は正直に言って、あの男を見くびっていたと思っているのだが、お前は違うのか？」

　その言葉にユリア夫人は小さくため息をつく。

「いいえ、貴方あなたと同じよ。今回の話も裏がある訳じゃないと思うわ……ただ……」

　言葉を濁にごしたユリア夫人にザルツベルグ伯爵は不思議そうな顔をした。

「ただ、なんだ？　何を気にしている？」

「何時か、あの男に私達たちが潰されるかもしれないと言う事よ……」

　それは漠ばく然ぜんとした不安。

　何か明確な理由があるという訳ではない。

　あくまでもユリア夫人の商人としての勘が警けい鐘しようを鳴らしているだけの事。

　しかし、彼女はその勘を無視する事がどうしても出来なかった。

　だが、ザルツベルグ伯爵は違ったらしい。

「ク！　ハッハッハッハッ。ユリア、お前の知恵には今までずいぶんと助けられてきた。だから、私はお前の言葉を信用している。だが、幾らなんでもそれはありえまい？　私と御子柴の間にどれだけの差があると思っている？　百年後の話ならともかく、十年二十年で埋まるような差ではないのだぞ？」

　ユリア夫人の言葉をザルツベルグ伯爵は豪ごう快かいに笑い飛ばしてみせる。そんな事は、決して起こり得ないと。

　そして、その言葉をユリア夫人は否定する事が出来なかった。

　御子柴亮真とザルツベルグ伯爵の間には、明確な力の差が存在している。

　経済力、政治力、外交力、軍事力。

　領地を運営するに当たって必要な全ての項こう目もくにおいて、ザルツベルグ伯爵は御子柴亮真に勝まさっているのだ。

　そして両者の間に横たわる最も大きな差。それは彼らが治める領地の差だ。

　国境に面している紛ふん争そう地帯ではあるが、交易もそれなりに行われ、岩塩の鉱脈を握っているザルツベルグ伯爵家と、領民は皆かい無むの上、亜人や怪物が多く徘はい徊かいするウォルテニア半島の御子柴亮真男爵家。

　本来ならば、両者を比べる意味すらない。

　それこそ、ザルツベルグ伯爵の言うように百年二百年先の話をするのならばともかく、十年や二十年程度で埋まる様な差ではないのだ。

「そうね……そうよね」

　冷静に考えれば考える程、夫の言葉が正しく思えてくる。

「そうだぞ、ユリア。幾らなんでも心配しすぎだ。まったくお前と言う女は……クックック……まぁ良いだろう。それほど心配なら契けい約やくを交わす条件として例のメイドを奴やつの下へ送り込んで情報を流させれば良いだろう。その為に準備したのだしな。御子柴の方も嫌いやとは言うまい。どうだ、それでもまだ心配か？」

　ザルツベルグ伯爵の言葉に、ユリア夫人は頷いた。彼女自身、夫の言葉が正しいと感じてしまったから。

　だから、ユリア夫人はこの時、これ以上この話を気にする事を止めた。

　それが将来、どれだけの代だい償しようを払う事になるかまでは、神ならぬ人の身では予測できる筈もない故ゆえに。

「良いわ。そうしましょう……では、幾つか条件を追加して、この話を受ける事にします。正式に岩塩の鉱脈を確保できれば、私達も安心できるものね」

「うむ。その辺に関してはお前に任せる。しかしお前がそんなことを言うとはな……あの男の将来が実に楽しみな事だ」

　それは遥はるかな高みから弱者を見下す強者の傲おごりか。

　この言葉が、ザルツベルグ伯はく爵しやく家けの運命を決めた。

　そして数日後、両者は正式に契約を交わす事になる。

　金を払う事なく鉱山を手に入れたザルツベルグ伯爵と、ただで鉱山を譲ゆずり渡わたした御子柴亮真。どちらが真に得をしたのかは誰にも分からない。両者が矛ほこを交えるその日まで……







第二章　新たなる力を求めて







「おらぁ！　お前ら気合入れろ！　剣けんの振りが弱い！　もっと力を込めるんだ！　たとえ敵が鉄の鎧よろいを着込んでいようと、力で押おしつぶすつもりで振れ！」

　太陽の日差しが降り注ぐ中、二十名の子供達が全身を汗あせみどろにしながら剣を振る。

　昼食を食べた後、訓練を始めて既すでに二時間が過ぎようとしていた。

　少し離はなれた場所では、同じように剣を振る子供達の姿が見える。

　グループ毎に分かれた子供達に紅べに獅じ子しの傭よう兵へいを教官役として割り当て、子供達を指導するシステムなのだろう。

「若がお優やさしいからってブったるんでいるんじゃないぞ！　戦いくさ場ばに出て死ぬのは若じゃない！　お前らだ！　良いか、目の前に憎にくい相手の顔を思い浮かべろ！　どうだ思い浮かべたか？　思い浮かんだらそいつを斬きり殺ころす気で力ちから一いつ杯ぱい振ふれ！」

　平原に響ひびき渡る怒ど号ごうと気合。それは正に兵の訓練である。

　実戦では鯨げい波はを上げる事が、非常に重要である。

　声は己を奮い立たせ、相手を威い圧あつするのだ。

　そして訓練においても、気持ちを高ぶらせると言う効果は無視出来ない。

　疲ひ労ろうの度合いも声の出し方一つで大きく変わる。

　指導している傭兵はその事を今までの実戦経験から十分に理解しているのだろう。

　子供達の声が弱くなると、直すぐに怒ど声せいが飛ぶ。

「マイク！　どんな感じだ？」

「お、これは若。見回りですかい？　よし全員止め！」

　亮りよう真まの声に、マイクは眉み間けんに皺しわを寄せていた強面こわもての顔を緩ゆるめる。

「少し休きゆう憩けいにしてやる。汗で体を冷やすんじゃないぞ！　汗を拭ふき終わった奴から前に並べ」

　その言葉を聞き、子供達の口から次々に歓かん声せいが起こる。

「ほら！　駆かけ足あし！」

　この気の良い男が強面で子供達をずっと怒ど鳴なり続けたのは、この仕事が彼らの命に関かかわる事を理解していた為だ。

　生徒に舐なめられるようでは、先生役は務まらない。

　体たい罰ばつは決して最善の手段ではないが、致いたし方かたない場合もある。

　真に相手を育てる気持ちがあるのなら、相手に嫌きらわれ疎うとまれようと、必要なら殴なぐってでも教え込むべきなのだ。

（まぁ、ここが日本だったら大問題になるだろうけどな）

　そんな考えが脳裏を過よぎり、亮真は思わず苦笑いを浮かべながら頷いた。

「あぁ、各班共に順調なようだな……明日からはいよいよ本格的な戦せん闘とう訓練に入るんだろう？　少し気になってな」

　一ヶか月げつほど前。

　亮真は受け取った奴ど隷れいの子供達を、五人一班とし、それを四つ集めて一つの小隊と言う単位に編成した。

　勿論、小隊を率いるのは古参の傭兵である紅獅子の面々。

　つまり二十人に一人の割合で紅獅子の傭兵が教官役として付く計算になる。

　そして、リオネとボルツが総監督として全体を管理しながら、隊を率いない紅獅子の傭兵が各隊を回って訓練の補助を行っていた。

　紅獅子の傭兵を頭かしらにして班を作ったのは、全て短時間で実戦を経験させる為。

　個こ人じん技ぎを捨て連れん携けいを強化する方が、生存確率が高いと判断したのだ。

　それは、エレナの実績を見ても明らかである。

　騎き士しの誇り等などと言うつまらない面子メンツを捨て去る事で、彼女は【ローゼリアの白き軍神】とまで謳うたわれる様になった。

　つまり、強い者が単独で戦うより、効率的で安全な戦闘を行える訳だ。

　それならば、初めから個人技を捨ててしまった方が習得は早い。

　無論、将来的には個人技も学んでいかなくてはならないだろうが、即そく戦せん力りよくを育成するならどちらか一方に絞しぼった方が学びやすいのは当然の事だろう。

　五人一班として分け、食事も寝ねる場所も同じと言う生活を一ヶ月させた事で、彼らの中には連帯感と言うものが芽生え始めている。

　仲間意識があれば、互たがいに庇かばいあう事で団結を強め、兵の質が向上する事に繋つながる。

　まさに、亮真の狙ねらい通りの成果と言えた。

　後は一ヶ月と言う短い期間で、彼らがどれだけ基き礎そ的てきな部分を習得してきたか、そこが問題となってくる。

「そうですねぇ……ボルツの旦だん那なや姐あねさんにも聞かれましたが、俺おれとしては順調に育って来ていると思いますよ？　だいぶ声も出るようになりましたし、仲間同士でなら話もしている様ですしね……後は、俺らの顔色を窺うかがわなくなれば、まずまずってところじゃないですかね？」

　まだ、子供達の中から亮真達に対しての不信感や不安が消えた訳ではない様だが、少なくとも無気力では無くなった。

　美味うまい飯を食べ、洗せん濯たくされた服を着る。

　寝ね床どこは天幕の中に準備された物で、ベッドの様に柔やわらかくは無いが、それでも奴隷として売られていた時に比べれば格段に良い待たい遇ぐうだった。

　それに何より、彼らの表情を明るくした要因は、自分達が鞭むちで打たれると言う恐きよう怖ふから解放された事だろう。

　少なくても、理不尽な理由で鞭が振るわれる事がない事を理解したのだ。

　その証拠に、子供達の眼はマイクに対して恐怖の色を浮かべていない。

　強面の顔で怒鳴り声ごえを上げられても、マイクが子供達を対等の人間として扱あつかっている事を理解しているからだ。

　これは、この訓練を始める前に亮真が教官役を担になう紅獅子の全員に対してしつこく注意した点。幸いな事に、平民出身者で構成された紅獅子の傭兵達は亮真の言葉に理解を示した。

　傭兵や冒ぼう険けん者しやには平民出身者が多い。運に見放されていれば自分も奴隷に堕おちた可能性があると、人ごとに思えなかったからだろう。

　もしこれが、騎士階級や貴族出身者だったとしたら、奴隷に何を甘あまい事をと鼻で笑い、亮真の命令には従わなかったかもしれない。

「そうか、みんな良くやってくれているな……ほかの班も見回ってきたが、とりあえずは剣も振れている様だし……」

「えぇ。その辺は十分にやらせていますからねぇ。一ヶ月でもある程度は形にはなりまさぁ……」

　彼らが握っているのは、ミストール商会から仕入れた大人用の剣だ。

　先日の会談の後、ザルツベルグ伯爵の口くち利ききでミストール商会との繋がりが出来たのだ。

　やはり、シモーヌとの会談をザルツベルグ伯爵に知られていたらしいが、どうにか上手うまく誤ご魔ま化かす事に成功したらしい。

（ここまでは予定通りだな）

　マイクの言葉に亮真は満足げに頷いて見せた。

　一ヶ月の間。十分な食事を与あたえ、適度な睡すい眠みんと適度な訓練を施ほどこした結果、成長期である子供達の体は、筋肉が付き徐じよ々じよに発達してきている。

　無論、僅わずか一ヶ月の訓練で劇的に変わる筈もないが、少しずつ、そして確実に彼らは成長していた。重く武骨な剣を振るっても体が泳がないくらいまでには。

　奴隷商人が引き渡しに来た時は全員が貧しい食事でやせ細ってはいたのだが、健康な奴隷を選んで連れてきたと言う商人の言葉に嘘は無かったようだ。

「ですがやっぱり、褒ほう美びに飴あめ玉だまを配るっていうのは効果的ですね……みんな目の色変えて訓練をおこなってまさぁ……褒美をぶら下げて訓練をさせるとは、さすが若！　何せ、取り組む意気込みが違いますからね」

「そうか……まぁ、甘い物は平民でもあまり口にする機会が無いだろうからな……こっちの狙い通りって訳だ」

「まぁ、奴隷だったこいつらにいきなり金をやっても使い道もありませんからね……悪くない手だと思いますよ」

　そう言うとマイクは背後に広がる光景へ優しい視線を向けた。

　マイクの背後に汗を拭ぬぐってきた子供達がずらりと列をなしている。

「さて、それじゃぁ少し失礼しやす……」

　そう言って腰に付けた袋ふくろを手にするマイクを亮真は軽く押しとどめる。

「悪いなマイク。今日は俺にやらせてくれ」

「おや……そうですかい……」

　亮真の言葉にマイクはほんの少し驚おどろきの表情を浮かべる。

「悪いな。マイク」

　そう言うと、亮真はマイクの手から袋を受け取って、先頭に並ぶ子供へと声を掛ける。

「コイル……だったな。訓練を見ていたが剣を強く握り過ぎだ。もっと柔らかく握って見ると良いだろう」

　亮真は中ちゆう腰ごしになり目線を合わせながら少年の名を口にすると、飴玉を三つ彼の手に握らせ頭を軽く撫なでる。

　コイルと呼ばれた少年は自分の名前を亮真が呼んだ事に驚いたのだろう。

「あ、あの……俺……」

　お礼の言葉を口にできず戸と惑まどうコイルに亮真はもう一度優しく笑いかける。

「頑がん張ばっていたからな、今日は特別だ。ほら、早く木こ陰かげにでも行って食べてきな」

　その言葉に少年は深々と頭を下げると脱だつ兎とのごとく走り出す。

　そんな少年の後ろ姿に癒いやされながら、亮真は次に並ぶ子供を手招きした。

　訓練の最後に、教官役の団員から一日のご褒美として小さな飴玉が配られる。教官役から見て頑張っていれば二つ、普ふ通つうなら一つだ。

　サボらない限りは必ずご褒美の貰もらえるこのシステムは、子供達にとって文字通り最高の飴と言えるだろう。

　何しろ無理に他人を蹴け落おとす必要が無いこのシステムは、彼らのやる気に火を付けた。

　砂糖そのものが非常に高価なこの大地世界アースでは、飴玉一つであろうと平民ではそう簡単には口にできない高級品である。

　それを、亮真はイピロスの町で買い付け子供達へと配ったのだ。

　その効果はまさに劇的と言えた。

　飽ほう食しよくな日本では飴玉の一つ二つで子供のやる気を釣つる事は出来ないが、この貧しい世界では十分に餌として使う事が出来る。

　まさに発想の転てん換かんという物だろう。

　だが、亮真の心に微かすかな罪の意識があるのは確かだ。

　どう言いつくろったところで、たかが飴玉一つを餌に苛か酷こくな訓練を課しているという事実は消えないのだから。

　とはいえ、今いま更さら地球の倫りん理り観かんを持ちだす事の意味の無さも亮真は理解している。

（まぁ、ここは地球じゃないってことで割り切るしかない……か）

　そんな疚やましさを感じながらも、亮真は名前と共に一言二言言葉を掛けながら子供達へ飴玉を配り続ける。

　やがて最後の子供へ飴玉を配り終えた亮真の背後で、マイクが苦笑いを浮かべていた。

「参りました……流石さすがは若。これで士気が更さらに上がる事でしょう」

　労働奴隷の名前を呼べる主人はまずいない。主人にとって奴隷は文字通りの道具だからだ。

　にもかかわらず亮真は彼らの名前を全て覚えていた。

　恐おそらく、他ほかの団員の下に預けられた子供達も同じだろう。

　三百人を超こえる人間の名前を覚える。

　その労力は生半可な物ではない筈はずだ。

（あっしらの時にも感じたが、この方は……）

　大地世界ではまず見かけないタイプの支配者。

　だが、だからこそ価値がある。

　そんな気持ちから出たマイクの本心だったが、どうやら亮真は別の意味にとったらしい。

「うぅん？　そうか……それなりの値段だったからな。効果が出てくれなきゃ大損だ……まぁ良い。マイク、明日からの訓練も頼たのむぞ」

　その言葉にマイクは深々と頭を下げる。自らの王に対して最大級の敬意を込めて。

「へい！　お任せください」

　マイクの威い勢せいのよい返事を背に受けながら、亮真はその場を後にする。

（各班とも、まずまずの成果……後は明日からの訓練次し第だい……問題は……）

　子供達を視察した亮真の心には安あん堵どと共に、ある不安が渦うず巻まいていた。

（俺の方もいよいよ明日から法ほう術じゆつの習得か……リスクに関しては理解しているが、致し方ないか。ローラ達には色々と手間を掛けさせてしまうな）

　それは亮真自身も未だ知らない未知の領域。

　だが、法術を会え得とくしなければ前へは進めない。

　ウォルテニア半島で生き残るためには、法術という新たな力が絶対に必要なのだから。




　翌日、朝食を食べ終わり一息入れていた亮真の下へマルフィスト姉妹がやってきた。

　余よ程ほど、亮真に対して法術の指南を行う事が嬉うれしいらしい。

　既に姉妹の顔には笑みが浮かびやる気に満みち溢あふれている。

　しかし、何か懸け念ねんがあるのか、よく見るとその表情にはどこか影かげの様な物を感じさせる。

「亮真様……今日から法術の習得を始めますが、よろしいでしょうか？」

「あぁ。悪いけどよろしく頼む」

　亮真はマルフィスト姉妹へ頭を下げた。

　少なくとも法術に関して亮真は弟で子しと言う事になる。

　師に当たるマルフィスト姉妹へ相応の礼を尽つくすのは当然の事だった。

　だが、そんな亮真の態度にサーラが一いつ瞬しゆん何か言いたげな表情を浮かべた。彼女はきっと、奴隷である姉妹に対して主人である亮真が礼を尽くす事に驚きを感じたのだろう。

　しかし、ローラが首を左右に振るのを見て、言いかけた言葉を押し殺す。

　既に一年近くもの間二人は亮真と共に様々な苦難を乗のり越こえてきたのだ。

　彼の性格は十二分に理解出来ている。

　御み子こ柴しば亮真という男は決して驕おごり高たかぶらないし、人に対しての礼節を守る。それが極自然な行動として、彼の体に染しみ付ついているのだ。

　それは確かに奴隷の主あるじとしては問題だろう。

　だがそんな彼だからこそマルフィスト姉妹の至誠に値あたいするのだともいえる。。

「それでは始めましょう。亮真様には以前ご説明しているのですが、法術における分類を覚えておいでですか？」

　マルフィスト姉妹は、天幕の中央に亮真を座らせた。

　どうやら法術に関しての知識をおさらいするつもりのようだ。

「あぁ、詠えい唱しようが必要な文法術、詠唱を必要としない武法術、そして物に術式を刻み込み様々な効果を発揮させる付ふ与よ法術の三つの事だな？」

　放ほう浪ろうしていた時に、法術に関しては一通りの知識を姉妹から教わっている。

　その時に法術を習得しなかったのは、旅の途と中ちゆうでは落ち着いて学ぶ事が出来なかった為ためだ。

「その通りです。そして、全ての法術は生気プラーナを消費して効果を発揮します」

　ローラの言葉に、亮真は無言で頷く。

　これも既に聞いている話だ。

「生気とは生命体に必ず宿るエネルギーの事です。ですから、それを糧かてにして力を得る法術は本来ならどんな人間でも使う事が出来ます」

「あぁ……だから、子供達にも習得させることが出来る……だろ？」

　法術とは万ばん人にんが使う事の出来る技術。

　性別にも、年ねん齢れいにも左右されない力なのだ。

「その通りです。教えを受ければ個人差はありますが早ければ数すうヶか月げつほど、遅おそい人間でも半年ほどで基本は習得する事が出来ます。まぁ、本当に基本的な部分だけですけど……それでも、習得していない人間とでは比べ物にならない強さを得られます」

「あぁ、以前話した通り、たった数ヶ月で完かん璧ぺきに法術を習得出来るなんて事は俺も考えちゃいない。俺が望んでいるのはあくまでも基本を仕込む事だ。それだけでも、子供が大人数人分の労働力になる筈だからな……」

　亮真は別に法術を戦に限定して使うつもりはない。

　法術を使う事が出来れば、子供でも大人数人分の力仕事を行う事が出来る。

　木を伐ばつ採さいする。石を運ぶ。家を建てる。

　幾らでも日常生活で活用する場面はあるのだ。

　それを、使わないと言う選せん択たく肢しは亮真にはなかった。

　たとえその考え方が、この大地世界では異い端たんと呼ばれる考え方であったとしてもだ。

　この世界では、法術を神の与えた力と特別視している。

　その神の名を光こう神しんメネオースと言う。

　この世界を創ったと呼ばれる六神のうちの一柱であり、主神と呼ばれる存在。

　そして、この神から人間が授さずかった力とされるのが法術と呼ばれる技術だ。

（まぁ、良くある設定だな）

　信しん仰こう心しんの薄い日本で生まれ育ち、様々なサブカルチャーに造ぞう詣けいの深い御子柴亮真にとっては突っ込みどころの多い話である。

　実際、多神教の教義で火や水と言った古代では万ばん物ぶつの根源と考えられた物質を神として神聖視する例は多い。

　また、呪力や魔ま術じゆつと言った超ちよう自し然ぜん的な力を神や悪あく魔まよりもたらされた特別な物として時に崇あがめ、時に忌き避ひしてきたのは周知の事実と言える。

　そういう視点で考えると、光神教団と呼ばれる一団の教義は、それら地球に過去存在した既き存そんの宗教の要素が随ずい所しよに盛り込まれているように思えてくる。

　まぁ、良く設定を練った物語とでも言ったところだろうか。

　だがこの場合、これが真実であるかどうかはあまり問題ではないのだ。

　問題なのは、西方大陸で広く信しん仰こうされている光神教団がこの神話を真実として広め、多くの人間がそれを信じているという事実。

　まさに信じる者は救われるの境地だろう。

　数ヶ月前の戦で亮真は法術を使用してテーベ河の川岸に陣じん地ちを構築させた事がある。

　亮真にとって見れば、土木機械の代わりに使った便利な技術程度の認にん識しきしかないのだが、あれですらこの世界の人間は驚きを感じていたらしい。

　戦に使う陣の構築と言う大義名分がなければ、傭兵はともかく騎き士し達たちは断固として反対していただろう。

　傭兵や平民にとってはそこまで固執する話ではないらしいが、特権階級である貴族や王族にとっては大問題らしい。

　幼い頃ころから自分達が民たみを支配する権利を有していると言う目に見える証拠として、法術を神から与えられた力だと刷り込まれているから。

　そして、自らを守るためだけに許された力だと考えている為、戦せん闘とう行こう為いに限定となっているのだ。

　まぁ、神がくれた神聖な力を戦いに限定して使うと言う思想に亮真としては強い矛む盾じゆんを感じるのだが、宗教とはそういった非合理なものなのだろう。

　とはいっても、亮真は宗教観を議論するつもりはない。

　問題なのは自分にとって利用価値が有るかどうか。

　使えないなら単純に無視するだけの話だ。

　そして、日本人である亮真にとって、大地世界の神に敬意を払はらわなければならない理由など何処どこにもない。単純に神は道具でしかないのだ。利用出来るのか出来ないのか。日本人特有の宗教観といえるだろう。

「さて、講義が済んだらそろそろ始めてくれ」

　亮真の言葉に頷くと、マルフィスト姉妹は彼の後ろ側へと回り込む。

「では、前置きはこのくらいにして始めさせていただきます。本当によろしいのですか？」

「あぁ、頼む」

　亮真は事前に教えられた様に、地面へ胡坐あぐらをかくと頷うなずいた。

　マルフィスト姉妹の手が、亮真の背中に当てられた。

「「いきます！」」

　二人の口から気合が漏もれるのと同時に、亮真の背に熱い何かが注がれた。

　それは、姉妹の手から少しずつゆっくりと、背骨に沿って上へ上へと上ってくる。

　何かが這はい上がってくるような、ゾクゾクした感覚が亮真を襲おそう。

「大きく鼻から息を吸ってください。そして、ゆっくりと口から出して……心を落ち着けて、気持ちを楽に……背中から広がる熱い何かを感じますか？」

　亮真はローラの言葉に軽く頷くと眼を閉じた。

　そして、ゆったりと背に広がる熱い感かん触しよくへと意識を飛ばす。

　自らの体に広がる熱い何かを、自らの意思でコントロールする為に。

「体が燃える……」

　それは本当に小さな呟つぶやき。

　亮真の顔が苦痛で歪ゆがみ、彼かれの口からうめき声が漏れた。

　どれほど時間が経たったのだろう。

　時間にして数分。いや数十秒程ほどであろうか。

　だが、それは亮真にとって永えい劫ごうともいえる長さに感じられていた。

　だが、普ふ段だんから冷静沈ちん着ちやくな亮真が痛みで顔を歪ませているという事実が、その苦痛の大きさを明確に示している。
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　マルフィスト姉妹の手を中心に初めは周囲がほんのりと暖かいだけであった筈が、いつの間にか背中全体を火にあぶられている様な感覚へと切きり替かわっていた。

　亮真は痛みと熱さで叫さけびだしたくなるのを必死で堪こらえる。

　苦痛を噛かみ殺した時に力を入れすぎたのだろう。亮真の口いっぱいに錆さびた鉄を舐めた様な味が広がる。

「今、私達の手から亮真様の中へ生気を送り込んでいます。このままもうしばらくご辛しん抱ぼういただきます……さぁ、熱さを亮真様の意思で操あやつってください」

　サーラの言葉に従い、亮真は再び意識を背中へと向ける。

　二人の手のひらから注がれる生気が亮真の体を少しずつ侵しん食しよくしていく。

　五分もこの状態が続いただろうか。

　亮真の体は頭の上からつま先まで、まるで火の様に熱く燃え上がっていた。

　体中から汗が噴出している所為で、亮真が身に着けていたシャツはびしょびしょに濡ぬれ、地面に敷しいた毛布には幾つもの沁みが汗に因よって大きな地図を作っている。

「如何いかがですか？　もし、熱さに耐たえ切れないようでしたらおっしゃってください」

　二人の顔にも苦痛の色が浮うかんでいる。

　それも当然だろう。

　亮真が自分で生気をコントロール出来ない限り、マルフィスト姉妹はひたすら彼に生気を注ぎ込まなければならない。

　それは、穴の開いたバケツに水を注ぎ込むのと同じ事だ。

　マルフィスト姉妹の持つ生気が尽きるのが先か、亮真が第一段階を突とつ破ぱするのが先か……

「あぁ……かなり熱いな……だが、大だい丈じよう夫ぶだ。まだやれる。続けてくれ」

　口を開いた途と端たんに、滴したたり落おちる汗が口の中へ飛び込んできた。口いっぱいに広がる血ち生なま臭ぐさく塩しお辛からい汗の味に思わず顔が歪む。

　だがその一方でそんな塩分を心地ここちよく感じる自分が居る事に亮真は気が付いた。

　大量の発はつ汗かんによって亮真の体は水を欲ほしがっているのだ。

　幾ら鍛きたえ上げられた肉体を持つ亮真といえども、決して余よ裕ゆうなどは持っていない。

　だが、此処ここで止やめるわけにはいかなかった。

　今止めてしまえば、明日も姉妹の生気を体に注ぎ込む処ところから始めなければならないのだから。

（ガイエス……ケイル……俺の体の中には、あいつらから奪った生気が宿っている……俺には出来る筈だ……チャクラを回転させる事が！）

　亮真は荒あれ狂くるう灼しやく熱ねつの塊かたまりを己おのれの下腹部へ移動させるイメージを必死で描えがく。

　未だ微び動どうだにしない己のチャクラを回転させる為に。

　法術の基本とは、自分の肉体を生気によって強化する武法術の事を指す。

　生気の存在を感じ取り、それを己の体に作用させる武法術を使う事が出来てこそ、他の存在の力を借りる文法術や、物に生気を纏まとわせ強化する付与法術への道が開かれる。

　何故なぜなら、文法術にしろ、付与法術にしろ、己の体に宿る生気を使う事に違いはないのだ。

　そして、自分の体内に宿る生気が操れないのに、体の外に放った生気を操れる筈がない。

　武法術こそが法術の基本と言われる所以ゆえんである。

　そして、武法術を習得するには三つの関門をクリアする必要がある、

　一つ目は、生気を認識し己の意思で操る事。

　二つ目は、体内の生気を使い最初にして全ての根幹とも言われるチャクラ、ムーラーダーラを回す事。

　そして最後の三つ目は、回転させたムーラーダーラを自らの意思で止める事だ。

　何故ならば、武法術とは体内に存在するチャクラを回転させた状態の事を指す。

　人体を体に例えるならば、チャクラはまさにエンジンと同じ事だろう。

　当然、走行時にはエンジンをかける必要があるが、停車中ならばエンジンを停止させる。

　そうしなければ、エンジンは延々とガソリンを消費し続ける事になる。

　武法術も原理は同じ事だ。

（とまぁ、理り屈くつは簡単なんだが……最初の一歩でこれか……やれやれ先が思いやられるな、こりゃぁ）

　一瞬、亮真の脳のう裏りにそんな思いが過よぎった。

　チャクラを回転させる事により、人の肉体は筋力以上の力を発揮する訳だが、それは回転させたチャクラの数によって飛ひ躍やく的てきに増ぞう幅ふくしていく。

　人体に存在するチャクラは全部で七つ。

　それは古代インドに発はつ祥しようしヒンドゥー教やバラモン教に始まり仏教の修しゆ行ぎようにまで取り入れられたヨーガの思想に酷こく似じしている。

　唯ゆい一いつ違ちがうとすれば、法術を会得した人間は文字通りの超ちよう人じんとなる点くらいだろう。

　亮真はその一番初めのチャクラであるムーラダーラをマルフィスト姉妹の力を借りる事で回転させようとしている訳だが、どうにも思うように進まない。

　焦あせりと不安が亮真の心を苛さいなんでいく。

　だが、それはどうやら杞き憂ゆうだったらしい。

　いったいどれほどの時間が過ぎただろうか。

　次第に心から不安や怯おびえと言った雑念が消え、心が透すき通とおっていくのを感じた。

　今まで聞こえなかったものが、聞こえていたが聞こうとしなかったものが、徐々に輪りん郭かくを現し始める。

　鼓こ動どうや呼吸に始まり、血液の流れる音も、細さい胞ぼうの一つ一つからはなたれる生命の躍やく動どうすらも。

　やがて、亮真は自分の体に変化が訪おとずれたのを感じた。

（感じる……血液じゃない……二人の手から注がれている物でもない。何か熱い血とは別の物が俺の体を駆け巡めぐっている……これが……生気か？）

　その事を意識した瞬しゆん間かん、亮真の中で何かが変わった。

　マリフィスト姉妹の注ぐ生気に触しよく発はつされて体の奥おく底そこに眠ねむっていた何かが目覚める。

　体の中で何かが暴あばれ狂うような激しい躍動を、亮真は必死で抑おさえ込む。

　それは鎖くさりに繋がれた獣けものが牙きばを剥むきだし荒れ狂う様に似ていた。

　亮真の体から、マルフィスト姉妹の注いだ生気に抵てい抗こうするような感触が姉妹の手に伝わってくる。

　二人はその感触を得たとたん、亮真の背中から手を離した。

「如何ですか？」

「あぁ……感じる……体の中で獣が暴れまわっているような……そんな感覚だ……クッ！」

　心配そうな声をあげたサーラに、亮真は慎しん重ちように答える。

　今、亮真の下腹部に位置する会え陰いんに存在すると言われる第一のチャクラ、ムーラーダーラがマルフィスト姉妹の注ぎ込んだ生気によって激しく回転を始めていた。

　気を緩めれば、亮真は血に飢うえた野や獣じゆうのごとくマルフィスト姉妹の体を貪むさぼろうと飛びかかっていたかもしれない。

　本能が亮真の体を突つき動うごかそうとする。

　他者を傷つけたいと言う欲、他者を犯おかしたいと言う欲、他者を殺したいと言う欲、欲……欲……欲。

　心の底からとめどなく溢れだす欲望。

　普段、理性と言う鎖で繋がれた欲望という名の獣が、その鎖を引き千切ろうともがき続ける。

　それはヨーガの教義におけるクンダリーニの目覚め。

　とぐろ渦巻く原初の蛇へびが目覚めた事を表す咆ほう哮こうだろう。

（落ち着け、ゆっくりと息を吐はくんだ……そう、ゆっくりと……）

　だが、亮真の体は彼の意思を無視して活性化する。

　筋肉は躍動を始め、心臓はその脈動を強く速くしていく。

　皮ひ膚ふの感覚は鋭えい敏びんになり、全身の細胞が目覚めた様なそんな感覚が亮真の体を包つつみ込む。

　マルフィスト姉妹は互いに無言で頷きあうと、そのまま天幕の外へと出ていった。この場で彼かの女じよ達たちに出来る事はもはや何もなかったから。




「どうだい、坊ぼうやの様子は？　こっちは全員分終わらせたんで、報告に来たんだけどね？」

　天幕の入り口に立ったまま警護していたマルフィスト姉妹へ、子供達への訓練を終えたリオネが声を掛かけた。

　三百人を超える子供達へ法術とは何かという基本を説明し、一人一人に軽く生気を注ぐところで本日の訓練は終わり。

　今は座学の時間だ。

　リオネとしては今日の自分の受け持ち分は終わりと言ったところなのだろう。

　だが、報告相手の亮真の方がまだ訓練を終えていないらしい。

「リオネさん……まだ、亮真様は中で……」

　マルフィスト姉妹が無言のまま首を横に振ふるのを見たリオネは、布の隙すき間まから天幕の内部へ視線を走らせ、納なつ得とくしたかのように頷いた。

「結構長いねぇ……昼前だろ？　坊やが始めたの」

　既に時刻は十五時を過ぎていた。

「えぇ……既に五時間ほど……」

　サーラの言葉にリオネは目を剥いて驚く。

「アンタ達たちが外に出ているって事は、チャクラの方は……」

「回転したままです……」

　ローラの顔には不安げな表情が浮かんでいた。

　それを見たリオネも顔を顰しかめる。

　懸念する事は同じだ。

「五時間か……坊やはかなりの数を自分の手で殺して生気を吸収しているからね……相当な量の生気を持っているんだから仕方ないだろうけれど……結構やばいかもね……だからアタシは最初に止めたんだけどねぇ……」

　その言葉にローラの顔が思わず歪んだ。

　チャクラを回転させる事に因って法術を習得する事は同じだが、子供達と亮真では前提条件が大きく違ちがっている。

　それは、今まで彼らが吸収してきた生気の総量だ。

　今まで自分の手で他の命を奪うばった経験が少ない子供達の持つ生気は、単純に己の体に元から存在する量だけだ。

　多少の個人差はあれど誤差の範はん疇ちゆうに収まる。

　それに対して、亮真は明らかに違う。

　ガイエス・ウォークランドやケイル・イルーニアと言った法術を使う事の出来る人間や、数多くの怪物モンスターを殺してきているのだ。

　問題はそれらの生気を吸収してきた結果、亮真の身に宿る生気の総量が常人の倍近くとなってきている点。

　本来であれば総量が多い方が良いのは事実だろう。

　だが、武法術の習得と言う観点だけでみると、逆に不利となってしまう。

　自分の意思でチャクラをコントロールする事が困難になるからだ。

　言ってしまえば、運転免めん許きよの取得に教習所に行って初めて運転する車が、教習用に改造された車かフェラーリの様な特とく殊しゆなスポーツカーを運転するかの違いだろうか。

　同じ車。運転方法もそこまで劇的に異なるという訳ではないが、この二つの運転を同列に並べる事は出来ない。

　勿もち論ろん、そんな事は現実的にありえないと断言できる。

　物事を習得する上で、初めから超ちよう上じよう級きゆう者しや向けに挑ちよう戦せんする人間はいないし、周囲もそれを許可する事はないだろう。

　いったいどこの世界に、一台何千万円もするような高級車を、免許もない素人しろうとに運転させる人間がいるというのか。

　しかし、残念な事に法術の習得では極きわめて低い確率ではあるが起こり得てしまう。

　チャクラのコントロールが出来ず、それでいてその身に膨ぼう大だいな生気を宿した状態。

　そうなった場合、通常は自然にチャクラが回転を始めるのを待つのが大地世界における常識だった。

　実際、平民出身の多い傭兵や冒険者の殆ほとんどがこの方法で法術を身につけている。

　だから今回の事は、リオネをはじめとした全員が分かっていた事であり、亮真に対して事前に忠告もしていたのだ。

　だが、亮真はその忠告を無視し強制的な習得にこだわった。

　別に自分の才能を過信したとか、リオネ達の言葉を信じなかったと言う話ではない。

　問題は単に時間。

　単純に今後ウォルテニア半島へと向かうまでの間で、亮真のチャクラが自然に回転するかどうかがわからなかった為だ。

「まぁ、それはここで今更言っても仕方がないか……アンタ達も少し休んだ方が良いんじゃないかい。坊やのチャクラを動かすのに相当使ったんだろう？　坊やはアタシが見ているからアンタ達は食事をして少し休んできな」

　リオネは体を気き遣づかう様に、優しげな視線を二人へと向けた。

「お気遣いありがとうございます……ですが、リオネさんもお疲つかれの筈ですし……」

「姉様の言う通りです。リオネさんも子供達の何人かには生気を注がれたんでしょ？」

　そんなマルフィスト姉妹の言葉にリオネは声を出だして笑った。

「馬ば鹿かだねぇ。アンタ達は……子供の十人や二十人に生気を注いだからってどうなるもんじゃないよ。それに所しよ詮せん今日のはほんの触さわりさ。坊やと違って、あの子達の体を生気で軽く満たすなんて大して手間にはならないよ」

　実際、リオネにはさほど疲労の色が見えない。

　リオネとローラ達の力量はほぼ互ご角かくと言っていいだろう。

　それはつまり、亮真の生気が子供達に比べて膨大である証しよう拠こでもあった。

「良いから！　あんた達は少し休……」

　そう言ってリオネが二人を休ませようとした時、天幕の中から何かが倒たおれる音がした。

　その瞬間、三人の顔色が瞬しゆん時じに変わると天幕の中へ飛び込んだ。

「「亮真様！」」

「坊や！」

　うつ伏ぶせのまま地面に横たわる亮真を抱かかえ上あげると、リオネはすぐさま口へ手を翳かざして呼吸の有う無むを確かめる。

「大丈夫だよ、気を失っているだけだ。全く無む茶ちやをして……ローラは直ぐに寝床の準備をしな。サーラは水を持っておいで！」

　脈みやく拍はくにも乱れはない。

　どうやら最悪の事態だけは免まぬがれる事が出来たらしい。

　軽度の脱だつ水すい症しよう状じようと疲労による一時的な気絶だと判断したリオネは、矢や継つぎ早ばやに姉妹へ命じた。

「「分かりました！　直ぐに」」

　自らも疲れていた筈なのに、マルフィスト姉妹は一目散に駆け出す。

「まったく……だから止めとけって言ったのに……」

　リオネは亮真に命の危険が無いと判断すると、苦笑いを浮かべて呟いた。

　自分達に時間がない事はリオネ自身も理解している。

　だが、亮真一人くらいなら法術を使えないとしても周りが何とでもフォローできる。

　ましてや、亮真は御子柴男だん爵しやく家の当主。

　チェスに例えればキングに等しい。

　そして、王は最前線で戦えなくても困りはしない。

　正直に言って亮真が今そこまで法術の習得に固こ執しつする必要は本来であればないのだ。

　だが皮肉な口調とは裏腹に、リオネは内心嬉しかった。

　当主である亮真が法術の習得に固執する。

　それはつまり、彼が自分達と同じ目線で生きていると言う証あかし。

　自らの手を血で汚けがそうと言う覚かく悟ごの表れと言えるだろう。

　亮真の性格は短い付き合いだが十分に理解している。

　だが、こうして目の前で気を失った亮真の姿に、彼の覚悟の強さを改めて見せ付けられたように感じるのだ。

（坊や……アンタに賭かけて良かったよ……アンタなら……アンタならきっと変えてくれる。アタイ達の運命を……）

　傭よう兵へいの運命など先が見えていた。

　依い頼らい人にんに裏切られるか、戦場で敵に殺されるか。さもなければ怪我けがをして傭兵を辞やめざるを得ない状じよう況きように追い込まれるか。

　どちらにしても決して明るい未来にはならないだろう。

　因果な商売から足を洗い、平へい穏おんな老後を暮らせる傭兵などほんの一ひと握にぎりにも満たない。

　吟ぎん遊ゆう詩人の歌に出てくるような成り上がり等、本当に限られた強運の持ち主にしか訪れないのだ。

　だから、傭よう兵へい達たちは死を恐れない。

　死を恐れるような人間に傭兵など務まりはしないのだから。

　だが、無む駄だ死じにだけはゴメンだ。

　避さけられない死なら、せめて意味のある死が欲しい。

　そしてリオネは今、改めてその意義を見み出いだした。

（アンタなら……アンタの為になら……）

　リオネは腕うでの中で気絶したままの亮真を抱だきしめ、髪かみを優やさしく撫で付ける。まるで、愛いとし子ごを慈いつくしむ母親の様に。







第三章　東部侵しん攻こう







　御み子こ柴しば亮りよう真まがイピロス郊こう外がいで法ほう術じゆつの習得に向けて修練に打ち込んでいた丁度その頃、隣りん国ごくザルーダ王国には新たな戦雲が立ち込めていた。

　大陸中央部の覇は者しやオルトメア帝てい国こくが遂ついにその牙を剥き出し、東部侵攻を開始したのだ。

　片方は国の発展と覇は権けんの為に。片方は国の存続と安定の為に。

　オルトメア帝国とザルーダ王国との国境に広がるノティス平原を舞ぶ台たいに、決して敗北が許されない戦いくさが始まろうとしていた。




　後方の本ほん陣じんで指揮を執とるシャルディナは、テーブルに広げられた巨きよ大だいな地図を睨にらみつけながら傍かたわらに立つ斉さい藤とうへ声を掛けた。

「各部隊の状況はどうなっているのかしら？」

　地図の上には、赤と黒に色分けされた駒こまが陣じん形けいを組んで配置されている。

「はい、伝令の報告によりますと我わが主力軍は予定通りのルートを進んでいます。また現在、物見として派は遣けんした部隊がノティス平原の東に陣じん取どるザルーダ王国の騎き士し団だんと交戦中との報告が入っています」

　そう言うと斉藤は、帝てい都との上にひと固まりで置かれていた赤い駒を東の国境付近へと置いた。

　この駒の一つ一つが敵と味方の部隊を表すらしい。

　赤がオルトメア帝国、黒がザルーダ王国の部隊を表しているのだろう。

　ノティス平原と書かれた場所に置かれた赤い駒の数は十五。そしてその主力部隊からかなり離はなれた北と南にそれぞれ五個ずつ。

　一つの駒がおよそ一千の部隊を表しており、その総兵力は二万五千にも及およぶ。

「敵の兵数は？」

　その問いに、斉藤はノティス平原と山さん岳がく部ぶの境目辺りに黒い駒を並べていく。

　その数は全部で二十。

　ちょうどオルトメア帝国軍の主力部隊の進行方向を遮さえぎる様な位置だ。

「全すべて騎士で構成された軍団で、数はおよそ二万との事です」

　斉藤の答えにシャルディナは唇くちびるを吊つり上げ、嘲ちよう笑しようを浮かべた。

　それは、馬鹿な獲え物ものが罠わなにかかった事を確信した猟りよう師しの笑えみだ。

「そう……やはりザルーダ国王の命令で直すぐに動かせる全兵力を叩たたきつけてきた訳ね……良いいわ。こちらの想定通りよ」

「まぁ、他の選択肢が選べないように、我々でコントロールしていますからね……」

　シャルディナの言葉に、斉藤は肩かたを竦すくめて見せる。

「宣戦布告から今日までの日数はわずか五日。農民を徴ちよう兵へいするにしても時間が足りないものね」

　徹てつ底てい的てきな情報封ふう鎖さを実じつ施しした結果、ザルーダ王国側にはオルトメア帝国軍の動向が全く掴つかめていなかった。

　ザルーダ王国は、峻しゆん険けんな山々に守られた天然の要害。

　だが、今回の様に敵国の動向を掴んでいない状態で侵しん略りやくを受けると、その天然の要害が逆にザルーダ王国の動きを封ふうじる。

　峻険な山々に分ぶん割かつされた領土は、豊富な鉱石を産出する宝の山でもあるのだが、兵を運用するには不向きな土地だ。

　要害もそれを活いかす為の備えが無ければ逆に足あし枷かせにしかならない。

　特に、大部隊を展開するのが困難と言える。

「わざとこちらの主力部隊の兵数だけを漏らし、ザルーダ王家直属の騎士団を総動員すれば五分に持ち込めると錯さつ覚かくさせた事に因り、軍を野戦に引きずり出す……流石はシャルディナ殿でん下かです」

　斉藤は心の底からシャルディナの智ち謀ぼうを称しよう賛さんした。

　オルトメア帝国の姫ひめ君ぎみでありながら、シャルディナが軍を率い戦に出るのはこの才あっての事。

　その事を斉藤は嫌いやと言うほど理解している。

　ザルーダ王国の総兵力はおよそ七万。

　但ただし、これは農民兵や貴族達が所有する私兵も含ふくんでの数である。

　ザルーダ王国が直ぐに動員できる戦力は、王家直属の騎士およそ二万五千。

　勿論、国の興亡が懸かかった戦というのにもかかわらずザルーダ王国の総力を結集できなかったのには理由がある。

　シャルディナは御子柴亮真を取とり逃にがして以来、今回の戦にその存在の全てを賭けて来たと言っていい。

　己の直属部隊である夢魔騎士団サキユバスナイツを駆く使しし、徹底的に情報の秘ひ匿とくを行ったのも今回の戦を勝利で飾かざる為だ。

　シャルディナの狙ねらいは二つ。

　宣戦布告から開戦までの時間を極力短縮する事で、ザルーダ側に兵を集める時間を与あたえない事。

　そして、わざと敵側へ情報を流し侵攻するオルトメア軍の兵数を少なく誤解させる事で、野戦に勝機があると思わせる事だ。

　それは本来、戦の常道からは外れた動きだろう。

　戦略的観点で見た場合、敵国の領土に侵しん入にゆうして開戦するのが最善。

　戦が起これば、その付近の産業や経済状況は大きく悪化するからだ。

　だが今回、シャルディナはザルーダ軍を野戦に引きずり出す事を選んだ。

（とりあえずここまでは予定通りね……後は）

　そして、その策略は見事にはまる。

　事前に帝国の動向を掴んでいなかったザルーダ王国は、貴族達に伝令を走らせ兵を整える時間が無かった。

　それはつまり、王都に存在する王家直属の騎士団のみで防衛しなければならないという事を意味していた。

　その事を知るザルーダの軍部は焦っただろう。

　そして必死で敵軍に関しての情報をかき集める。

　敵を知る事に因って、苦境を打開する突とつ破ぱ口こうを求めたのだ。

　帝国軍を率いる将の名前。兵数。予想される進軍経路。

　無数に集められる情報。それらを分ぶん析せきし、対策を練る。

　その結果、彼らは気が付いた。

　シャルディナの率いている兵数がそれほど多くない事に。

　そして、王の直ちよつ轄かつ軍を全て動員したならば、十分に勝機が見込める事を。

　自国内へ兵が侵攻して来れば、最終的に勝ったとしてもザルーダ王国には大きな傷が付く。

　初め、ザルーダの軍部は多少の犠ぎ牲せいを覚悟した上で、国内へオルトメア軍を引き込む事を考えていただろう。

　しかし、シャルディナが率いる兵数が多くないのなら話は変わってくる。

　野戦、それも国境付近での戦ならば、ザルーダ王国の国力に傷は付かない。

　誰だれでも損は嫌だ。

　まして、損しないかもしれない選択肢があるのに、確実に損をする選択肢を選ぶ人間は居ない。

　ザルーダの軍部は僅わずか五千の騎士を王都に残し、残りの全軍をノティス平原へ進めた。

　だが、彼らをそう考えるように誘ゆう導どうしたのはシャルディナの罠。

　彼らが思おもい描えがいた必勝の未来は、わざと目の前にぶら下げられた決して実現する可能性の無い希望なのだ。

　そして、もし仮にシャルディナの狙いに気が付く事が出来たとしても勝敗は変わらない。

　既すでに必殺の毒がザルーダ王国の内部を侵食し始めているのだから。

「北と南の別働隊はどう？　予定通りに進んでいるのでしょうね？」

　シャルディナの鋭するどい視線が斉藤を射い貫ぬく。

　今のところ罠は完かん璧ぺきに作動していた。

　だが、少しの油断が状況を逆転させてしまう事を、シャルディナは過去の経験から身を以もつて理解している。

　だからシャルディナは決して油断しない。

　元から豊富に備わった才覚と戦場での経験。そして、亮真を逃がした事に因って味わった挫ざ折せつと教訓。

　それらがシャルディナの中で混じりあい、彼かの女じよを細心にして大だい胆たんな、まさに理想的な指揮官へと成長させていた。

「はい。両部隊とも予定の場所に待機しているとの連れん絡らくが来ております」

　シャルディナは斉藤の答えに満足したのだろう。笑みを浮かべると小さく頷いて見せる。

「良いでしょう……手て筈はずは分かっていますね？」

「はい。お任せください」

　斉藤の口調はいつもと変わらない。

　穏おだやかで丁てい寧ねいな口調。そして、シャルディナへ一礼すると彼は天幕の外へと出て行った。

　とても、これから戦の渦か中ちゆうへ飛び込もうとしている人間とは思えないほどの落ち着きぶりだ。

　だが、シャルディナには斉藤の秘ひめられた闘とう志しが手に取る様に伝わる。

　彼の背中から発せられる激しい炎ほのおの幻げん影えいを、シャルディナはその瞳ひとみにハッキリと捉とらえていた。




「皆みんな、準備は良いか？」

　馬上の人となった斉藤が、周りの側近達へ声を掛けた。

「「「「「は！」」」」」

　短く力強い言葉が鼓こ膜まくを震ふるわす。

　斉藤の後ろに付き従うのは重装備の騎士達。

　その数一万。物見として先行している三部隊を除いた主力部隊の全て。

　後に残るのは本陣を守るシャルディナの護衛として僅か二千あまりの小勢があるのみ。

　主将の警護を最低限まで減らした、まさに乾けん坤こん一いつ擲てきと言える戦力。

　この戦、そして今後の侵しん略りやく戦争の全てが斉藤の双そう肩けんに掛かっていた。

　斉藤の目には、先せん鋒ぽう部隊が必死でザルーダの騎士達と矛ほこを交えている姿が映し出されている。

「副団長。ご命令を」

　側近の一人が、斉藤へ出しゆつ陣じんの命を求めた。

　斉藤は無言のまま腰こしの剣けんを抜ぬき放つと、高々と天を指す。

（さて、それではシャルディナ殿下の為ためにも一仕事するとしますか……）

　表向きの主人であるシャルディナ・アイゼンハイトの立場を確保する意味でも、裏の主人の思おも惑わくの為にもこの戦を落とす訳にはいかない。

　だが、そんな理由など今の斉藤には何の関係もなかった。

　狂おしい程の渇かつ望ぼうが斉藤の心を駆かけ巡る。

　誰もが無言で、次の命令を今や遅しと待ちわびる。

　彼らは誰もが酔よっていた。斉藤の無言の気き迫はくにだ。

（久しぶりの戦だ……楽しませて貰もらうとしよう）

　そして、兵達の全身に闘志がみなぎった事を感じた斉藤は、無言のまま剣を下ろすと前方の敵を指し示した。

「「「「「うぉぉぉぉぉおおおぉ！」」」」」

　斉藤の傍らを鯨げい波はを上げながら駆け抜けていく兵士達。

　限界まで引ひき絞しぼられた矢が、遂に放たれたのだ。




　騎き馬ばに乗る獅し子しの紋もん章しようを掲かかげた騎士達が敵てき影えい目がけて突とつ進しんしてゆく。

　全身を鋼鉄の鎧よろいで覆おおった重装備の騎士達だ。

　馬にまで鎧を着せた彼らは、まさにこの世界における戦車である。

　武法術によって身体能力を人馬共に強化された彼らは、徒歩の騎士を踏ふみつけ、撥はね飛とばし、槍やりで貫つらぬいてゆく。

「殺せぇぇ！　皆みな殺ごろしにしろぉぉ！」

「逃げるな！　オルトメアの犬に後ろを見せる事は許さん！」

「クソ！　腕が……俺おれの腕が……」

「うっせぇぇ！　喚わめいている暇ひまが有るなら剣を振れぇぇ！」

　戦場のそこかしこから放たれる野や蛮ばんな怒ど号ごうと悲鳴。

　徒歩の騎士達による白兵戦が主体だった戦場へ飛び込んだ帝てい国こく騎き馬ば騎き士し達たちの戦果だ。

　彼らは、ザルーダの騎士達を存分に蹂じゆう躙りんしてゆく。

　だが、そのまま蹂躙されているほど、ザルーダの騎士は甘あまくなかった。

「徒歩騎士は陣形を組め！　敵の騎馬を食い止めろ！」

「良いか！　所属小隊にこだわるな！　直ちに陣形を組むのだ」

　機転のきく部隊長達が素す早ばやく状況を察知して声を張り上げた。

　騎馬に騎馬をぶつけるより、徒歩騎士達で陣形を整え騎馬に因る攻こう撃げきを防ぐつもりらしい。

　指揮系統が混乱したザルーダの騎士達は、指揮官の命に従って素早く陣形を組み直す。

「こちらも徒歩騎士を前へ！」

　騎馬部隊の一いち撃げきに因って生じた混乱を、敵の指揮官が立てなおした事を察し、斉藤は突とつ撃げきした騎馬部隊を後方へ下げた。

　そして代わりに徒歩騎士達を全面へと押おし出す。

　重装騎馬は非常に強力な兵だが、幾いくつか難点が有った。

　日本の馬に比べて体格が大きく馬力の有る大地世界アースの馬だが、その体力には当然の事ながら限界が存在する。

　それは付ふ与よ法術を施ほどこされた馬具によって疲ひ労ろうの軽減や速度強化などさまざまな効果を付与されている馬であっても変わらない。

　騎馬の持つ最大の利点は重量と速度。

　逆に言えば、走れない馬は格好の標的にしかならない。

　兵はいわばジャンケンと同じ事なのだろう。

　残念な事に最強の兵種など存在しないのだ。

「良いか！　オルトメアの侵しん略りやく者しやをこの地で葬ほうむり去さるのだ！　引く事は許さん！　進めぇぇぇえ！」

　ザルーダ側の前線指揮官が、騎士達の準備が整ったのを確かく認にんすると声を張り上げた。

　隊列を整えたザルーダの徒歩騎士達が、足並みを揃そろえて前進していく。

　流石さすがは尚しよう武ぶの国と名高いザルーダ王国の騎士達。

　個こ人じん技ぎはおろか集団戦にも長たけているらしい。

　もっとも、それはオルトメア帝国側でも同じ事。

　この場に集められたのは西方大陸中部の覇者として広大な領土を誇ほこる帝国全土より集められた選よりすぐりの精せい鋭えい達たち。

　前線で部隊を率いる隊長達は、めぐるめく変化を続ける戦せん況きように柔じゆう軟なんに対応して見せる。

「ザルーダの騎き士し等らにひるむ事は許さん！　我らは誇り高たかきオルトメア帝国の騎士！　敵を蹴け散ちらすのだぁぁぁ！」

　部隊長の指揮の下もと、次々と前線へ飛び込んでいく騎士達。

　初めは整然と整えられていた隊列も、両者がぶつかるごとに歪み崩くずれていく。

　両軍共に騎士のみで編成された部隊である。

　分厚い鉄の板で作られた鎧。

　鋭い剣や槍。武法術に因る身体強化。

　騎士一人の戦力に大きな差は存在しない。

　両軍互角であるために、敵を一人殺す毎ごとに味方が一人死んでいく。

　それはまさに不毛な消しよう耗もう戦せんの筈はずだった。

　だが、戦の勝敗は既に決まっていた。

　指揮官の持つ能力の差が、両軍の運命を分ける。

　シャルディナの目的は、ザルーダ王国の主力部隊の撃げき滅めつ。

　王家直属の騎士を潰つぶす事が出来れば、残るのは各地方の貴族が持つ私兵のみだ。

　オルトメア帝国のザルーダ王国平定は飛躍的に進む事となるだろう。

（そう、北の巨きよ獣じゆうが眼めを覚ますその前に……少しでも早くザルーダ王国全土を占せん領りようする為に……）

　その為に、シャルディナは幾つかの謀ぼう略りやくを実行してきたのだ。

　そして今、勝利は彼女の手の中に落ちようとしている。

（でも……本当に……）。

　本陣の大天幕の机の上に広げられた地図を凝ぎよう視しするシャルディナ。彼女の脳裏に一人の男の顔が浮かんだ。

（私はあの時油断してしまった……あそこまで御子柴亮真と言う男の行動を予測しておきながら、最後の最後で詰つめを誤ってしまった……でも、ある意味あれは良い教訓になったわね。どれほど有利な状況を作ったとしても、小さな油断が命取りになる場合があるという事を身をもって思い知らされたのだから……）

　彫ほりの深い老ふけ顔の青年。

　一見したところ穏やかで人の良さそうな印象を与える男だが、その奥底に隠かくされた素す顔がおは獰どう猛もうな野獣だ。

　シャルディナと斉藤が対たい峙じした時の彼かれの眼は冷たく冷れい酷こく。

　彼は鋼の強さを纏った男であり、シャルディナの張はり巡らした包ほう囲い網もうを力で食い破った挙句、帝国の追手から無事に逃げ延のびた唯ゆい一いつの男だ。

（もしアイツが敵の指揮官だったら……？）

　意味の無い仮定が、シャルディナの心を埋うめ尽つくして行く。

　何度も何度も精査し実行された必勝の策。

　だが、シャルディナの心を居る筈のない男の影かげが縛しばり付つける。

「殿下……そろそろ頃ころ合あいかと……合図を送ってもよろしゅうございますか？」

　思考の海を漂ただよっていたシャルディナは、側近の言葉を聞き我に返る。

「えっ、えぇ……そうね……合図を送りなさい」

　内心の動どう揺ようを悟さとられないように、シャルディナは平静を装よそおって命じた。

（ダメよ……同じ過あやまちを繰くり返かえすつもり？　今は戦況に集中しなくちゃ）

　戦の勝敗は既に決している。

　その為に様々な手を打って準備してきているのだ。

　しかし、少しの油断が戦況をひっくり返してしまう可能性は常にある。

　戦が終わらない限り、勝った事にはならないのだから。

　過去の教訓がシャルディナの心を慎重にする。

（私は……負けない！　絶対に……負けられない……）

　優勢であるはずのシャルディナ。彼女の巡らせた必勝の策は、ここまでは順調に進んでいる。
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　後は最後の仕上げをするだけの筈なのに、彼女の心は激しく揺ゆれ動いていた。




「副団長！　合図です！　本陣より合図の銅ど鑼らが鳴らされました！」

　傍そばにつき従う側近の一人が、本陣から鳴なり響ひびく銅鑼の音に気がつくと声を上げた。

　斉藤は無言のまま小さく頷うなずくと耳を澄すます。

　敵と味方入り乱れての喚かん声せいと、剣けん戟げきの音によってかなり聞き分けにくいが、側近の言葉通り、後方の本陣からの銅鑼の音が彼の耳にも届いた。

「えぇ、間ま違ちがいありません……事前に命じられたシャルディナ殿下の合図の銅鑼です。みなさん、手筈は分かっていますね？」

「「「は！　直ちに」」」

　斉藤の鋭い眼光を受け、側近達が方々へと散らばっていく。

「良いか！　このまま後方へ引くぞ！　引き上げの鐘かねを鳴らせぇぇぇえ！」

　斉藤の叫さけびの後、退たい却きやくを知らせる鐘の音が戦場に響き渡わたる。

「引け！　退却だ！」

「良いか！　慌あわてるな！　お互たがいに庇かばい合いながら引くのだ！」

　連れん携けいを意識しないとはいえ、戦場において完全に単独で行動する事はありえない。

　組織立ってはいないものの、彼らは互いに庇いあいながら後方の本陣へ向かって退却を始める。

　周囲に気を配り、敵に殺されそうな味方が居れば、最も近くに居る騎士が助けに行く。

　別に敵を殺す必要など無い。

　退却の号令が出た段階で、攻こう撃げき側がわと守備側が明確に分かれてしまっているのだ。

　退却するオルトメア帝国の騎士達にとって最も重要なのはただ一つ。少しでも多くの仲間が無事に後方まで退却できる事。

　それに対し、ザルーダの騎士にとって大切なのは、少しでも多くの騎士をこの場で殺しておく事。

　相反する目的の為に、両国の騎士達は互いに剣を振るう。

「ベルハレス将軍！　オルトメアの侵略者共が撤てつ退たいを始めました！」

　前線から駆け戻もどってきた伝令の声が天幕の中に響いた時、天幕の中を支配していた喧けん騒そうがその瞬間ピタリと止まった。

　そして、伝令の言葉の意味を中に居た人間達の脳が理解すると、再び天幕の中は活気と喧騒を取り戻す。

「何！　それは本当か！」

　国の興亡をかけた一戦だと、天幕の中に居る誰もが理解している。

　オルトメア帝国とザルーダ王国の国力差から考えて、それは圧あつ倒とう的てきに不利な戦の筈だった。

　それなのに敵が退却を始めるという。

　降ふって湧わいた予想外の好機。

　今賭ける以外に勝機は無いと側近達が色めき立つのも当然だった。

「オルトメアが兵を引いただと！　それが本当なら好機だ！　直ぐに追つい撃げきを掛けるべきだ！」

「ベルハレス将軍、是ぜ非ひとも追撃のご命令を！　これこそ神が我がザルーダ王国を見放さなかった証でしょう」

　次々と浴びせかけられる威い勢せいのよい言葉。側近達の言葉に頷きながらも、ザルーダ王国軍の最高指揮官であるアリオス・ベルハレスは、顎あごに蓄たくわえられた白く長い鬚ひげをしごきながら考え込んだ。

　周囲に待機した側近達が盛んに進軍を進言する中、彼だけが一人瞑めい想そうしたまま微び動どうだにしない。

「親父おやじ殿どの……どうするつもりだ？」

　一人の男が、ベルハレス将軍へ問いかけた。

　その言葉の方向性は他ほかの側近達とは違っていた。

　自分の意見を言うと言うよりは、ベルハレス将軍の意見を聞きたいと言うスタンスから発せられた言葉のようだ。

　ベルハレス将軍に話しかけたのは、将軍を若返らせたかのような容姿をした、二十代前半の男。

　その男が口を開いた瞬しゆん間かん、天幕の中に満ちていた喧騒がピタリと止やんだ。

　ただし、決して良い意味ではない。

　側近達は黙だまり込むと、その若い男へと刺とげ々とげしい視線を向けた。

　侮ぶ蔑べつ、嘲笑、その視線には、人間の負の感情が溢あふれんばかりに込められていた。

　普ふ通つうの神経を持った人間がこんな視線を受ければ、萎い縮しゆくしてしまうのが普通なのだが、この男は悪い意味で図太いらしい。

　側近達の視線を受けても全く動じる様子が見えなかった。

　いや、萎縮するどころか自分に向けられる以上の侮蔑を周囲に向けて撒まき散ちらしている。

「お前はどう思っているんじゃ？　ジョシュア」

　将軍は末席に座すわってふんぞり返る三男へと視線を向け問いかける。

「フン！　今いま更さら言うまでもない。親父殿が本気で追撃を選ぶつもりなら……全ぜん滅めつ覚かく悟ごでシャルディナの首を落とすしかないぜ？」

　そう言い捨てると、ジョシュアは口に咥くわえた葉巻へ指先を近づけた。

「「「え？」」」

　ジョシュアの言葉に、側近達は思わず間ま抜ぬけな言葉を発してしまった。

　それほど、彼の言葉は側近達にとって予想外だったのだ。

　だが、驚おどろきの表情を浮うかべる側近達を横目に、ベルハレス将軍は満足げな笑みを浮かべて頷く。

　指先に灯ともした火で葉巻に火をつけたジョシュアは、禁きん煙えんである筈の軍議の場で悠ゆう然ぜんと煙草たばこの煙けむりを吸い込む。

　そのあまりにも平然とした態度が逆に、ジョシュアの言葉を不気味に感じさせた。

「ふむ……それでお前はどうする？　此処ここで引くか？」

　父親であるベルハレス将軍の試ためす様な問いかけに、ジョシュアは肩を竦すくめて答えた。

「生き残りたいなら引くべきだな……少なくとも国内に引き入れてから持久戦に持ち込めば直ぐに国が亡ほろぶ心配はないだろうな」

　此処でジョシュアは言葉を区切ると、周囲に鋭い視線を向けた。

　先ほどまで彼の体からにじみ出ていたやる気の無さは完全に消え去り、その代わりに彼の体から発せられるのはむせ返るような殺気と闘志だ。

「だが、本気でザルーダ王国を守りたいなら……此処は勝負するしかないだろうぜ」

　誰かの唾つばを飲み込む音が天幕内に響く。

　幾いく多たの戦場を生き抜いてきた側近達が、目の前に座る若造に気け圧おされた証だ。

「ジョシュア殿どの……失礼ですがそれはいったいどういう事なのでしょうか？」

　ジョシュアの言葉に側近の長老格が恐おそる恐る問いかける。

　今まで、軍議に参加していた幹部達にとって、ジョシュア・ベルハレスという男は単なる邪じや魔ま者ものでしかなかった。

　年長者を敬わず、酒と金に汚きたないジョシュアの悪名は王都で生活していれば嫌でも耳に入ってくる。

　毎晩のように貧民街の酒場に繰り出し、博打ばくちに喧けん嘩かと武勇伝には事欠かない。

　女を取った取られたと言った醜しゆう聞ぶんで刃にん傷じよう沙ざ汰たを起こしたのも一度や二度ではないのだ。

　いわば犯罪者予備軍とも言うべき人間と言えるだろう。

　では、なぜそんな鼻つまみ者がこの軍議に参加しているのか。

　それはひとえに父親であるアリオス・ベルハレスの意向。

　今回の出陣に際して、父親であるベルハレス将軍がジョシュアへ従軍を命じた事はこの場に居る側近全員が知っている。

　だが、それは将来の無い鼻つまみ者の三男に、何とか箔はくをつけたいと言う親心の表れだと、側近達たちは考えていた。

　だから彼らは、今まで軍議にジョシュアが参加していても、彼の意見を聞いた事などない。

　ただの生きた粗そ大だいゴミとしか思っていなかったから当然だろう。

　また、ジョシュアの方にも責任はある。

　周囲の考えを理解していながら、歩み寄りを考えるどころか、居い眠ねむりをするか煙草を吸うかという態度だったのだから。

　そんなジョシュアが初めて軍議の場で己おのれの意見を口にしたのは、周囲にとって衝しよう撃げき的てきとさえいえるだろう。

「分からないのか？　罠だよ……ワザとこちらの軍を引き込んで挟きよう撃げきする。使い古された手だがそれはその手段が有効だって証拠さ……俺は逆にアンタ達に聞きたいんだが、敵の指揮官はあの獅し子し帝ていライオネルの片かた腕うでともいわれるシャルディナ・アイゼンハイトだぞ？　第一皇女でありながら一軍の将でもあるあの女を相手にしていて、本当にこのまま勢いに任せて追撃するつもりか？」

　ジョシュアの眼には側近達への侮蔑の色が浮かんでいた。

「馬鹿な……何を根こん拠きよにそのような……」

「考えすぎだ！」

「将軍！　所しよ詮せん戦いくさを知らない素人しろうとの戯たわ言ごとです。千せん載ざい一いち遇ぐうの好機をみすみす見み逃のがされるおつもりですか？」

　側近達は矛ほこ先さきをベルハレス将軍へと変えた。

　内心、ジョシュアの指し摘てきを受けてオルトメア側の策の可能性を考こう慮りよした人間も居た。

　歴戦の戦士である彼かれ等らも愚おろかではない。

　あまりに予想外の幸運に我を忘れ勢いから追撃を進言したものの、ジョシュアの言葉によってその熱も下げられた。

　だが、それを素す直なおに認める事は難しい。

　今まで陰かげで馬鹿にしてきた人間の言葉に何の不満も持たずに従える人間など居る筈もなかった。

　彼らはオルトメアとの戦に勝つ為ではなく、自らのプライドを守る為、追撃に固執する。

「皆は少し黙れ……ジョシュア。お前は先ほど二つの選せん択たく肢しを口にしたが、あれはどういう意味だ？　何故なぜ罠わなだと知っていながら追撃を容よう認にんするような発言をした？」

　ベルハレス将軍の言葉に、騒さわいでいた側近達も押し黙る。

　罠だと予測したのなら、選択肢は軍の撤退以外にはありえない。一度、陣じんへ戻り、仕切りなおすのが戦場の常識と言える。

　それなのにジョシュアは追撃を容認するような発言をしている。しかも、ザルーダ王国を守りたいならばなどと言う、意味深な言葉を添そえてだ。

　冷静に考えれば興味を惹ひかれない筈がなかった。

「親父おやじ……それは俺が言う必要はないだろう？　アンタだって十分に分かっている筈だぜ？」

「もう一度言う。皆に説明せよ」

　どこかあきれたような口調で首を振ふるジョシュアの言葉を切り捨て、ベルハレス将軍は鋭い視線をジョシュアへ向けた。

「ふぅ……良いぜ……なぁに話は簡単。戦略的観点から見れば、このオルトメアとの戦は既に負けてしまっているって事さ」

　ジョシュアの言葉に天幕の中は静まり返る。誰もが彼の言葉に耳を疑ったのだ。

「き……貴様！　自分が何を言っているのか分かっているのか！」

　静せい寂じやくを破り、側近の一人が怒いかりの叫びを上げる。

　彼は椅い子すを蹴け倒たおすと、今まで取り繕つくろっていた将軍の息子むすこに対する礼れい儀ぎを完全に無視し、ジョシュアへ食くって掛かかった。

　前線では今も血みどろの戦が繰り広ひろげられている。

　誰もが祖国の平和の為に、命を懸かけて侵略者の手から国土を守ろうと必死で戦っているのだ。

　それを既に負けていると言い放つのは、死んでいった騎士への侮ぶ辱じよくに他ならない。彼の手が腰の剣に添えられたのもある意味当然といえた。

「待て！　何をするつもりだ！　此処は軍議の場だぞ！」

　男の手が剣の柄つかを握にぎった事に気がついた同どう僚りよう達たちは、咄とつ嗟さに彼を羽は交がい締じめにして押しとどめる。

　勿もち論ろん、彼の怒りはその場に居る誰もが理解できた。

　だが、だからと言って軍議の場で味方を切り殺すのを黙って見ている訳にもいかない。

　ましてや相手は如何いかに鼻つまみ者であろうとも将軍の息子なのだ。

　誰もが無言だった。口を開けば罵ば声せいしか出てこない事を誰もが理解していたから。

　ジョシュアの言葉を聞いて表情を動かさなかったのはただ一人、ベルハレス将軍のみ。

　彼はただ一人満足げに小さく頷く。

「ふむ……まぁ、礼儀を弁わきまえていない言葉だが……間違ってはいないか……」

　それは小さな呟つぶやきだった。だが、静まり返った天幕の中に将軍の言葉はやけに大きく響く。

　まるで死の宣告の様に……

　ベルハレス将軍の言葉に側近達の顔は青ざめた。

　まさか、最高指揮官がこの場で負けを認める様な発言をするなど、誰が予想出来ただろう。

「か……閣下……」

　ベルハレス将軍の名を口にした側近の声は、あまりの衝しよう撃げきに震えていた。

　この世界の戦争は肉体を使った白兵戦が主流であり、その勝敗を決めるのは兵の士気が重要なポイントになる。

　そして、その士気を保つためには指揮官への信しん頼らいが何よりも大事だ。

　指揮官が勝利すると思うからこそ、兵は命を懸ける事が出来る。

　逆に言えば、勝てない指揮官の為に命を懸ける事ができる人間は圧倒的に少ない。

　それにベルハレス将軍はこの戦いくさにおいてザルーダ王国軍の最高責任者でもある。

　それはつまり、勝敗は彼の考え方一つに掛かっているという事だ。

　どれほど兵を失おうと、指揮官が負けを認めない限り勝敗は決しない。戦意さえ失わなければその戦場では負けたとしても、戦そのものは終わらないのだ。

　しかしそれは同時に、戦意を失ってしまえば兵が幾ら残っていても負けるということを意味する。

　つまり、軍の指揮官に求められる最高の資質は不ふ屈くつの精神力と言う事になる。

　軍略の才は部下を選べば補うことが出来る。しかし、兵士の心を高こう揚ようさせ自分の命令に従わせる事が出来るかは指揮官個人の力量に掛かっている。

　そういった意味で、ベルハレス将軍はまさに最高の指揮官だったはずだ。

　西方大陸中央部の覇者であるオルトメア帝国と、彼かの国に匹ひつ敵てきする北部の覇者エルネスグーラ王国。この二大強国の東部地方侵攻を長年阻はばんできた英えい雄ゆうこそ、アリオス・ベルハレスその人なのだから。

　ローゼリア、ミストといった東部の王国と連合し、幾いく度どとなく大国の野望を阻そ止ししてきた歴戦の名将。

　彼の評価は、【ローゼリアの白き軍神】と謳うたわれたエレナ・シュタイナーにも匹敵する。

　まさに護国の守護神ともいうべき男。

　その名将の口から、負けの言葉を聞いた側近達の心はまさに絶望としか言えない。この場に居る幹部達の脳のう裏りから、ジョシュアの傲ごう岸がん不ふ遜そんで言葉を選ばない態度を責め立てようとする気持ちはとうに消え去っていた。

「閣下……それは、それはあまりのお言葉ではありませんか！　前線ではいまだ多くの騎士達が勝利を信じて命を削けずっております……それなのに、今此処で閣下が負けをお認めになるなど！」

　側近の一人が、顔を真っ赤に紅潮させてベルハレス将軍へ詰め寄よる。

　本来であれば決して許されない暴挙だったが、彼を止めようとするものは誰も居ない。

　皆同じ思いだったからだ。

　だが、ベルハレス将軍はゆっくりと右手を上げて彼を制止すると、周囲に鋭い視線を向ける。

「誰が戦の負けを認めた？」

　低く落ち着いた声だ。

　幾多の戦を勝かち抜いてきた戦士の自負と威い厳げんが、ベルハレス将軍の声ににじみ出ている。

　その言葉には怯おびえも揺らぎもない。ただ確固たる意思だけが存在していた。

「え？　しかし先ほど閣下は……」

「私は戦に負けたなどとは一言も言っておらん。それは……ジョシュアも同じだ」

　側近達は皆、将軍の言葉の意味が理解できなかった。

　確かに彼らはその耳で、将軍の口から負けたという言葉を聞いた。

　それは決して聞きき間違い等などと言う事ではない筈だ。

「私等らは戦略で負けたと言ったに過ぎん……まぁ、戦略の段階で大きく劣れつ勢せいに傾かたむいてしまっていては、勝敗の行方ゆくえはほぼ決まってしまうがな」

　此処で大きくため息をつくと、どこか自じ虐ぎやく的てきな暗い笑みを浮かべたベルハレス将軍は静かに語り始めた。

「オルトメアは今回の戦に戦略レベルで様々な手を使い、こちらの行動を制限してきた……どういう意味だか理解出来る者は居るか？」

　誰も口を開く者は居ない。皆、押し黙ったまま言葉の続きを待つ。

　彼らが理解出来ないのは、ある意味仕方の無い事だった。

　戦場で命を散らす事が仕事の騎士に、国家の戦略レベルの視野を持てと求める事の方がそもそも無む茶ちやなのだから。

　ベルハレス将軍は周囲に理解出来るよう、少しずつ語り始めた。

「そもそも、我々が野戦による決戦を選せん択たくした理由はなんだ？」

「それは……オルトメアの動員兵力が思ったほど多くなく、陛下直属の騎き士し団だんを総動員すれば勝てる可能性があったからです」

「うむ、その通りだ。では、過去に我わが国くに単独でオルトメアと戦をしたことがあったか？」

　その問いに皆は首を横に振った。

　過去、ザルーダは単独でオルトメアと戦った事はない。常に隣りん国ごくからの援えん軍ぐんと連合した上で迎むかえ撃うってきたのだ。

　守勢であるザルーダ側に地の利があるとはいえ、国力差を考えればそれは当然の事だろう。

「それでは何故なぜ、今回は援軍を求めなかったのかな？」

　その言葉を聞いた瞬間、彼等の脳裏にある可能性が浮かび上あがった。そして、それは将軍の言葉と結びつき一つの結論へと辿たどり着つく。

「「「あっ！」」」

「まさか……ローゼリアの内乱は……」

　側近の一人がベルハレス将軍へ探さぐるような視線を向ける。

「そのとおりだ……無論、確証が有る訳ではない。だが、今度の侵しん攻こうはあまりにもオルトメア側に有利すぎる……おそらく、何年も前から準備した上での策だろう……わが国へ援軍を派兵させない為のな」

　国土、人口、経済力。全ての点で、ザルーダ王国はオルトメア帝てい国こくに劣おとっている。

　それでもザルーダ王国が今まで独立を維い持じできてきたのは、東部地方の同盟国の存在だ。ローゼリア、ミスト、両王国が有事の際には常に援軍を差し向けてくれた。だからこそ、今までザルーダ王国は存続できた。

　無論それは善意からではない。

　ザルーダ王国が滅ほろびると言う事は、東部地方に大国の領土が広がる事を意味する。

　そして、それはローゼリアとミストの両王国へも侵略の魔まの手が伸のびてくると言う事に他ならないのだ。

「ローゼリア王国は今回、先に起きた内乱の後こう遺い症しようでとても他国へ援軍を派は遣けんする余よ裕ゆうはない……出だしたくとも、物理的に不可能なのだ。そしてローゼリア王国が混乱している以上、ミスト王国はローゼリア国内を通って兵を派遣する事が出来ない……しかし、だからといって、海路を使うのも難しいだろう。南回りの航路ではあまりに時間を喰くい過ぎるし、北周りにはウォルテニア半島と言う難所が有る……いったい誰が考えた策かは知らぬが、ローゼリア一国を内乱に陥おとしいれる事で残りの二国の行動を封じ込めた……まさに大したヤツよ」

　両国よりの援軍が送られてこない事をこの場に居る誰もが十分に理解していた。だが、それが全すべてオルトメア帝国の策さく謀ぼうによる結果だったとなれば……

　ベルハレス将軍の説明に側近達は息を呑のんだ。此処まで説明されれば、彼らにも自分達が如何に危険な立場なのか理解できたのだ。

「では……先ほどジョシュア殿が言われた罠わなと言うのは……」

　側近の一人が恐る恐る口を開く。

　親の七光りと蔑さげすんできた男の言葉に真実の可能性がある事を悟ったのだろう。その声はか細いものだった。

「それほどまでに綿密な準備をしてきた敵が、そう簡単に退却などすると思うか？　まず間違いなく、兵を伏ふせているだろうよ……こちらの息の根を止める為にな」

　ベルハレス将軍の言葉に彼らは異を唱えようがなかった。

　オルトメア側の退却を聞き、予想していなかった勝機に己を見失いはしたが、冷静さを取り戻せば、今回の一連の動きが罠である事を理解できないほど、彼らは愚かではなかったのだ。

「では……もはや戦の勝敗は決したと言われるのですか……この戦は無む駄だだと……そういう事なのですか？」

　悲ひ壮そうと絶望に彩いろどられた言葉だ。

　勝つと思うからこそ戦える。

　大事な者を守れると思うからこそ命を懸けられる。

　ベルハレス将軍の勝利を信じて戦ってきた人間にとって、将軍とジョシュアが突つきつけた現実は過か酷こくだった。

　この言葉を呟いた側近はきっと断腸の思いで口にしたのだろう。

　だが、ベルハレス将軍はその言葉に首を振る。

「そうではない。今までの話はあくまでも有利不利と言うだけの話。まぁ、絶望的なまでに不利な状じよう況きようではあるが、まだ勝機はある……」

「本当ですか！」

「それはどのような！」

　絶望した人間ほど、希望と言う甘かん美びな誘ゆう惑わくに弱い。

　勝機の見込めない現実を認にん識しきさせられた上で突とつ然ぜん出だされた希望。

　彼等がそれに飛びついたとしても誰が責められるだろう。

　だが、彼等の前に示された道はあまりにも過酷な死への道だった。

「敵軍の最高指揮官であるシャルディナ・アイゼンハイトの首を狙ねらう……」

　ベルハレス将軍の言葉に天幕の空気は凍こおりついた。

　それはあまりにも可能性の低い、殆ほとんど自殺行こう為いに近い策だ。

　確かに敵の最高指揮官を討うち取とる事ができれば勝利はザルーダの物だ。

　戦略的な敗北も、シャルディナの首を取るという戦術的な勝利によって覆くつがえす事が可能で有る。

　確かに理論的に将軍の言葉は間違ってはいない。

「しかし閣下……それはあまりに無む謀ぼうでは……」

　年配の側近が意を決しベルハレス将軍へ問いかけた。

　伏ふく兵へいはほとんどの場合、獲え物ものである部隊の側面や後方に配置されている事が多い。

　普通であれば伏兵を喰らった時点で混乱が生じ効果的な指揮が執とれなくなるだろう。

　だが、伏兵の存在を事前に知っていれば話は別だ。

　追撃の勢いを殺す事なく包囲網の一点を食い破れば後方にいるシャルディナ・アイゼンハイトの首を取る事も可能。

　そういう意味から言えば、このまま勢いに任せて力で押しのけようという提案は、一いち概がいに馬ば鹿かげた作戦とも言えない。

　ある意味では高いレベルでリスクとリターンが釣つり合あっていると言っていいだろう。

　しかし、敵の罠を逆手にとって敵司令官の首を狙う。

　言葉にすればとても容易たやすいが、実行するとなればそれは針の穴を通すほどに僅かな可能性だ。

　だが、側近達はベルハレス将軍の体から漂う決意を感じ、黙り込んだ。

「分かっている……敵の罠を力で噛かみ破ろうと言うのだ……こちらも全ぜん滅めつを覚かく悟ごせねばなるまい……だが、ほんの僅かだがこの国を救う可能性が残る……今のままでは、仮に我ら全軍がこのまま退却してもオルトメアは困らぬ。温存した兵力を使って、侵しん略りやく拠きよ点てんをザルーダ国内に作るだけの事……元々の国力差を考えれば、ザルーダ国内に前線基地を作られた段階で、我らはそれを取り戻す事が出来なくなる」

　峻しゆん険けんな山々に守られた天然の要害であるザルーダ王国。

　敵国からの侵しん略りやくを阻む地形の険しさ。

　国内に敵国の拠きよ点てんを作らせてしまうと、その険しさがザルーダの領地奪だつ還かんを困難なものにしてしまう。

　まして、オルトメア帝国の国力はザルーダ王国よりも大きい。もし拠点に大量の兵を守備兵として動員されたら、ザルーダ側は打つ手がない。

　砦とりでを攻せめるのに必要な兵力が守備側の三倍以上と言われるのは兵ひよう法ほうの常識と言える。

　だが、オルトメア帝国に対して国力そのもので劣るザルーダ王国に、それだけの兵力は存在しないのだ。

　そうなれば、ザルーダ王国は波に削られる砂の城の様に時間と共に溶とけていくだろう。

「それに策士は策に溺おぼれ易やすいもの。此処までは全て相手の戦略どおりに展開しているのだ。どれほど用心深くとも勝利を確信している筈……故ゆえにその油断を突く」

　その言葉に側近達が小さく頷いた。

　既すでに他の選択肢は存在していない。

　唯一、残された希望に彼らは縋すがるしかなかった。

「閣下は……既に決断されているのですね？」

「うむ、済まぬが皆には死んでもらう事になる……」

　ベルハレス将軍の言葉は非情だった。

　生きて戻る可能性が殆どない戦術を選択し命じたのだから。だが、将軍の命を聞いて怯えを見せた人間は誰だれも居ない。

　初め、側近達の心は絶望で満たされていた。誰だって負けが決まった戦に命など懸けられるはずもない。

　そこを上手うまくベルハレス将軍は操あやつった。

　死を覚悟した人間ほど強く恐ろしいものは無い。

「良かろう……これより本ほん陣じんに残る全部隊にて追撃を行う。退却は無い！　良いな！」

「「「はっ！」」」

　彼らの体からは、悲壮なまでの闘とう志しが火の様に激しく噴出していた。自らの窮きゆう地ちを自覚した事によって、ただ無む駄だ死じにをするより、祖国の為に命を捨てると覚悟した人間の意思の表れだ。

　ザルーダとオルトメア。両国の戦は今、最終局面を迎えた。




「「「突撃ぃぃぃぃいいい！」」」

　雄お叫たけびを上げながら、騎馬にまたがった騎士達が槍を構え、次々とオルトメアの戦列へと突進してくる。

　その後から徒歩の騎き士しが続き、騎馬の突撃に因よって生じた隙すき間まを広げようと槍を振り回まわす。

「何をしている！　槍を構えろ！　このまま取り囲んで殺すのだ！　決して逃にがすな！」

　前線を任されたオルトメアの指揮官が怒ど鳴なり声ごえを上げた。

　馬の突撃に怯えた混乱した部下達へ的確な指示を与あたえる。その彼の叫びが、浮き足あし立だった騎士達の頭を冷やしていく。

　前線指揮官の命は次々と伝令に因って各部隊長にまで伝えられた。

「取り囲め！　離り脱だつさせるな！」

　状況を把は握あくした部隊長達が口々に部下を叱しつ咤たする。

　兵達の槍がザルーダの騎き馬ば騎き士し達たちへと向けられた。

「戦の常道を知らぬ馬鹿め！　騎馬の真価は機動力と突進力よ！　足の止まった馬など目立つ的に過ぎぬ！」

　ザルーダの騎馬を逃がさぬように退路を塞ふさいだ部隊長の一人が、獰どう猛もうな笑えみを浮かべた。

　騎馬は攻こう撃げき力りよくや機動力が優すぐれている反面、持久力や防ぼう御ぎよ力りよくには難が有る。

　全身を金属の鎧で固め、武器を構えた人間を乗せて走るのだ。如何に馬の体力が優れていようと所しよ詮せん生き物。当然限界が存在する。まして、敵てき陣じんに飛び込んだまま離脱せずにその場で戦うのは決して賢かしこい選択とはいえないはずだった。

　事実、その場で槍を振り回すザルーダの騎士達は一人、また一人と馬の足を刈かられ落馬して行く。

　馬を走らせようにも、接近戦に持ち込まれ距きよ離りが取れない彼らは、その場で槍を振るうしかないのだ。

　そして、無謀ともいえる突撃の代だい償しようは大きい。騎馬の後ろに付き従っていた徒歩の騎士達も数に圧されその数を半数にまで減らしていた。

「よし！　このまま押し潰してしまえ！　勲くん功こうは思いのままだぞ！」

　オルトメアの部隊長は欲望に歪ゆがんだ笑みを浮かべて叫ぶ。

　騎士の中でも馬に乗れる者は身分が高いと決まっていた。そういった人間を討ち取る事は、戦後の論功行賞に大きく影えい響きようする。

　彼の表情が弛ゆるむのも無理はない。だが、彼の期待は残ざん酷こくな形で裏切られる事になる。

「部隊長、新手です！」

「何だと！」

　部下の報告を聞いた部隊長の脳が一いつ瞬しゆんフリーズを起こす。

　それはあまりに予想外な報告だったからだ。

「どうしますか？　このままでは前後を挟はさまれる事に！」

　部下に言われなくても、彼は自分の置かれた危険な立場を十分に理解していた。

　新手の部隊を相手するには、部隊の方向を後方へと向けなければならない。

　だが、それをしてしまえば、せっかく取り囲んだザルーダの騎士に隙すきを見せてしまう事になる。

（仕方が無い……部隊を前後で分けるしかないか……）

　前後に敵を持ってしまった場合に取れる手段は少ない。そして彼の判断は決して間違ってはいなかった。だが、彼には現実を打破するだけの策も時間も残されてはいない。

　部下の言葉に気をとられ対応策を思考したその時、彼は取り返しのつかないミスを犯おかした。

　彼の腹を冷たい何かが抉えぐる。

　周囲の騒そう音おんが彼の耳から消えた。そして、わき腹の辺りから生温かい何かが肌はだを滑すべり落おちていく感覚。

　痛みはない。

　ただ、驚きと体中の力が抜ぬけていくような倦けん怠たい感かんが彼の体を支配した。

「貴様……」

　次の瞬間、彼の腹に槍やりが強く押おし込まれる。

　途と切ぎれゆく意識の中で彼の眼が最後に捉えたのは、全身を返り血で真っ赤に染めたザルーダの騎士の憎ぞう悪おに燃え上がる瞳ひとみと、その騎士の体に襲おそい掛かる部下達の姿だった。

　千名ほどの部隊が新たにオルトメアの前線部隊へ襲い掛かった。

　彼らは先に突とつ入にゆうした部隊と合流すると、オルトメア側の思おも惑わくに反して陣の奥おくへと再び突とつ進しんしてくる。

　斉藤の思惑に反して、彼らは取り残された部隊の救出に来た訳ではないらしい。

「くっ！　何故、兵を引かない？　どういうつもりだ！　ヤツら命を捨てるつもりか！」

　ザルーダの騎士達はただ一心不乱に前へ前へと突き進すすんでくる。

　彼らはまるで、猛たけり狂くるった猛もう牛ぎゆうのように猪ちよ突とつ猛もう進しんを繰り返す。どれだけ傷つけ殺しても彼らはひるむ様子を見せない。

　本来、一度突とつ撃げきした部隊はすぐさま前線を離脱し、態勢を立て直すのが普通だ。

　敵に取り囲まれて引けない場合も当然存在するが、自らの意思で離脱を選択しない事は先まずありえない。騎き馬ばを運用する場合は特にだ。

　無論、戦は勝つことが全てだ。勝つために手段を選ぶ必要はない。

　だが、斉藤の目にはどうしてもザルーダの攻こう撃げきが常じよう軌きを逸いつした凶きよう行こうにしか見えなかった。彼の目にはザルーダ王国の指揮官は勝つことを放ほう棄きして、ただオルトメアの兵を殺す事を選択したように映るのだ。

「一体どういう事だ？　何故連中の進軍速度が下がらない。このままではシャルディナ殿でん下かの策が狂いかねんぞ！」

　斉藤は忌いま々いましげに前方を睨にらみ付けた。

　彼の役目は、兵を伏せているポイントまでザルーダの部隊を引き付ける事にある。

　適度にザルーダ軍をあしらいながら兵を誘ゆう導どうするこの任務は、如何に自軍の兵を温存できるかが重要。

　敵側に不自然と思われない程度に戦いながらも、決して乱戦に持ち込まれることなく兵を引く事を要求されるのだ。

　それなのに、斉藤とザルーダ軍は泥どろ沼ぬまとも言える乱戦を繰り広げていた。

　兵を引きたいオルトメア軍。喰らい付いて離はなれないザルーダ軍。

　特に問題なのは、ザルーダ全軍が突進してきている訳ではない事だ。

　横一文字に布ふ陣じんしたザルーダ軍だが、突撃を繰り返しているのは中央に布陣したおよそ四千程ほど。

　左右に展開する部隊は前に進むと言うより、オルトメアの部隊をその場に釘くぎ付づけにしようとしているように感じられる。

「斉藤副団長！　左さ翼よく右う翼よくともにダメだ！　中央へ援軍を出すどころか、逆に増ぞう援えんを求めて来てる！　ザルーダの奴やつら、部隊を前に進軍させてこないがこっちの部隊が引こうとするとしつこく食い下がって来る。完全にこっちの足を止めさせるつもりだ！」

　夢魔騎士団サキユバスナイツに所属する団員の一人が、死しに物もの狂ぐるいで前線を駆かけ抜けてきた伝令達の報告を聞き、叫び声を上げた。

「チッ、一体何を狙っている？」

　斉藤の目から見て、この状況はあまりに不自然だ。

　命を捨てる覚悟で突進してくるザルーダの中央部隊。

　後退させまいとオルトメアに食い下がる左さ翼よくと右う翼よくの部隊。

　意図せずにオルトメアは鶴つる翼よくの陣じん形けいに、ザルーダは魚ぎよ鱗りんの陣形へと姿を変えていた。

（まさか……こいつら……）

　斉藤の脳裏に有る仮定が浮かんだ。

（まさか、殿下を狙っている？）

　その事に思い至った斉藤は思わず身み震ぶるいした。

　ザルーダ側の壮そう絶ぜつにして強固な戦意を感じたからだ。

（正気か？　殿下を狙う……確かにシャルディナ殿下を討ち取ればこの戦にザルーダは勝利する。だが、それを実現できる可能性は数％もあれば良い方だろう。それに、成功してもしなくてもザルーダの兵は殆ど壊かい滅めつする事になるはずだ……それでも賭けに出た……何故だ？　いや、理由はどうでもいい。先ずは戦線を立て直さなくては……）

　斉藤は湧きあがる疑問を振り払はらうと、対応策へと思考を進める。

　どちらにしても、ザルーダの中央部隊の狂きよう気きともいえる特とつ攻こうのせいで、横一文字に並んでいた陣形は真ん中からくの字の形へ折れ曲がってしまっていた。

　早さつ急きゆうに態勢を立て直さなければ、オルトメアの中央を貫つらぬかれ、後方に布陣しているシャルディナに危険が及およぶ。

　そこまで考えが及んだ斉藤は素す早ばやい決断を下す。

「伝令！　策の一部を変へん更こうし、このままこの地でザルーダ軍を迎え撃つ。直すぐにシャルディナ殿下へ状況を伝えろ！　良いな！　ザルーダの狙いが殿下の首かもしれない事も伝えるんだ」

　北と南から平原を大回りで迂う回かいしてきている味方部隊との合流地点は西に三キロほど離れた場所だ。

　西北南の三方向を小高い丘おかで囲まれたその土地は、奇き襲しゆうにはうってつけと言える。

　そこへザルーダ軍をおびき寄せるのが斉藤の仕事であり、もし実現すれば、文字通りザルーダ軍を皆みな殺ごろしに出来る筈はずだ。

　だが、この状態でザルーダ軍をその地点まで引き連れていく事を斉藤は諦あきらめた。

　勢いづく敵に押され、偽ぎ装そう退たい却きやくである筈が本当に敗走しかねない状況まで追い込まれてしまっている。

　万が一にも戦線を突とつ破ぱされるような事にでもなれば、後方に布陣しているシャルディナに危険が及びかねない。無論、精兵で固めた直属部隊に警護されてはいるが、それを破られないと言う保障はないのだ。

　となれば、残る選択は一つしかない。退たい却きやくを止め、ザルーダの攻こう勢せいを防ぎきるのだ。

（殿下へ状況を報告すれば、殿下は必ず別働隊をこちらに廻まわしザルーダの後方を襲う筈……襲う場所が変わるだけの事だ……だが……損そん耗もうは予想以上に激しくなる……クソっ！　悪あがきを）

　この戦はただ勝つだけではダメなのだ。

　出来るだけオルトメア軍の損耗を減らさなければならない。

　それが出来なければ、オルトメア帝国は真の敵に対して備える事が出来なくなる。

　その事を十分に理解している斉藤は、心の中でザルーダの指揮官を罵ば倒とうした。

「中央で待機している全ての予備部隊に伝えろ！　この場でザルーダの連中を迎え撃つ！　直ぐに殿下が援軍を差し向けてくださる！　それまで絶対にザルーダの連中に突破されるな！」

　斉藤は普ふ段だんの落ち着いた雰ふん囲い気きをかなぐり捨て大声で命じる。

　それだけ切せつ羽ぱ詰つまっていると言う事なのだろう。

　また、その言葉を聞いた部下達も事の重大さを理解し緊きん張ちようで顔が強こわ張ばっていた。

「絶対に此処で喰い止めるのだ！」

「「「はっ！」」」

　斉藤の言葉に部下達は一いつ斉せいに頷うなずくと、一斉に持ち場へと散って行った。

　こうして、ザルーダとオルトメア。両軍の戦は総力戦へともつれ込んでいく。




「やってくれたわね……流石さすがはベルハレス将軍と言ったところかしら……直ぐにこちらから伝令を出して別働隊を向かわせる。一時間……良い？　一時間だけ持たせるように斉藤へ伝えなさい！」

　斉藤からもたらされた伝令を聞きシャルディナは小さく舌打ちをすると、目の前に広げられた地図を凝ぎよう視ししながら叫さけんだ。

　伝令からもたらされた情報を聞いたシャルディナは、瞬しゆん時じにベルハレス将軍の意図を察していた。

（斉藤の言うように私の首を狙ってきている……いいえ、多分それだけじゃない……ベルハレス将軍の狙いは……）

「はっ！　直ちに」

　彼かの女じよの剣けん幕まくに圧され、伝令は脱だつ兎との如く天幕の外へと駆け出す。

「誰か！　別働隊へ伝令を走らせなさい！　直ぐに斉藤の下もとへ援軍に向かうよう伝えるのです！」

「ご安心ください、殿下。既に私が命じて走らせております」

　シャルディナの叫びに続き、落ち着いた男の声が天幕に響ひびいた。

　何時の間にやってきたのだろうか。声のした天幕の入り口へと視線を向けたシャルディナの眼めに、にやけ面をした須す藤どうの顔が映る。

　ローゼリアに対しての謀ぼう略りやくが一段落した須藤は、今回の戦に参加するにあたって一時的にシャルディナの護衛部隊を率いていた。

　裏工作が得意な須藤は戦でも軍師的な役割を担になっていた。

　須藤に斉藤。

　シャルディナがこの有能な日本人である彼かれら二人を投入したと言う事は、それだけこのザルーダ侵攻に懸けている証あかしだった。

「須藤……そう、アナタが……ありがとう」

「いえいえ、殿下の為ためならこの須藤、いかなる事でも」

　そう言うと須藤はいつものようにおどけた表情で肩かたをすくめた。

　状況を理解していない訳ではないだろうに、この男の表情は何時いつもと変わらぬままだ。

「フゥ……ずいぶんと余裕ね？　須藤」

　言いがかりである事は十二分に理解していたが、シャルディナはついつい皮肉を口にしてしまった。

　自分の置かれている状況を理解していればいるほど、心の奥おく底そこから湧きあがってくるのは不安と焦しよう燥そうだ。

「焦あせったところで状況は変わりませんからねぇ……まぁ、殿下が焦るお気持ちはこの須藤、痛いほど理解しておりますがね」

　シャルディナの皮肉を聞いても須藤の表情は変わらない。

　それどころか、彼の口調はより一層落ち着いて聞こえる。

「まぁ、ザルーダ軍もまんざら馬鹿ではなかったようですな……軍の指揮官はベルハレス将軍だとか。流石さすがに歴戦の勇士だけあるといったところですか。王や大臣達の意向に振り回された感じを受けていましたが、最後でこんな手段をとってくるとは……いや、大したものです」

「それは私の首を狙ってきた事を言っているの？」

　須藤の言葉にシャルディナは探るような視線を向けて尋たずねた。

　彼女の言葉を聞き、須藤の唇くちびるが釣りあがる。

「ご冗じよう談だんを……私が褒ほめているのはその先の話ですよ。ベルハレス将軍とて本当に殿下を討ち取れると思って突撃を命じた訳ではないでしょうからね」

　須藤の答えに、シャルディナは自分の感じた予感が正しかった事を確信した。

「やはり……それが狙いだとアナタも思う？」

「えぇ……連中の戦い方はどちらかと言えば相打ち狙い。完全に消しよう耗もう戦せんを望んでいるようにしか思えません。我が国とザルーダの国力差を考えれば本来ありえない選択の筈。それを自ら選択したという事は……」

「第三国……エルネスグーラ王国の参戦を望んでいると言う事ね」

「恐らくは……」

　シャルディナの言葉に須藤は深く頷く。

　その表情には、今までのような笑みはかけらも残ってはいない。

　冷たく鋭するどい刃やいばのような視線。それは幾いく多たの戦場を生き抜いてきた人間だけが持つ、他ほかを圧あつ倒とうする威い圧あつ感かん。

「戦略的な劣勢を覆す事が出来ない事を悟さとり、捨て身の策を選択したわけね……全く、無茶な事をするものね……」

「恐おそらくはベルハレス将軍の独断でしょう。ザルーダの国王や大臣達がこれ程危険な賭けを許可するとは思えませんからね」

　須藤の言葉に、シャルディナも頷く。

「そうでしょうね……何処どこの国の国王だってこんな策に許可なんて出せる筈がないもの……自国内にエルネスグーラを引き込んで私達と噛み合わせようだなんてね」

　シャルディナは忌々しげに吐はき捨すてた。

「後はどれだけこちらの損耗を抑おさえられるかに掛かっています……もし、半数近くまで減らされたとなれば……」

「分かっているわ……もし仮に半数まで兵力が落ちてしまえば、ザルーダの国内制圧に時間が掛かる。そうなれば……」

「北のエルネスグーラが黙だまってはいないでしょうな……ザルーダに侵攻して漁夫の利を狙ってくるか、さもなくば逆にザルーダを援えん助じよするか……連中にしてみればザルーダがどうなろうと我々に対して抵てい抗こうしてくれれば良いい訳ですからねぇ」

　ザルーダ王国そのものを占せん領りようする事は、実のところそれ程難しくはない。いや、オルトメア帝国の国力を考えれば比ひ較かく的てき容易と言えた。

　仮にローザリア、ミストの両王国が援軍に来たとしても十分に勝利を見込む事が出来る。

　だが、それはあくまでもオルトメア帝国が、その持ちえる力の全てを使用する事が出来るのであればという条件が付く。

　そして、現実的にそれは不可能なのだ。

　今は亡なきオルトメア帝国主席宮きゆう廷てい法ほう術じゆつ師しであったガイエス・ウォークランドが、長い時間を掛けて策を巡めぐらせて、戦略的に有利な状況を演出したのは全て北と西に隣りん接せつする二大強国の影かげを意識したからに他ならない。

　西のキルタンティアはともかく、北のエルネスグーラはザルーダ王国と国境を接している。

　オルトメア帝国がザルーダの占領に時間が掛かった場合、エルネスグーラは必ずオルトメアの領土拡大を嫌きらい妨ぼう害がいしてくることが眼に見えていたからだ。

「エルネスグーラの女め狐ぎつねはどっちを選択すると思う？」

「そうですねぇ……あの方は己おのれの手を汚よごさずに結果だけを横取りする様な方ですからね……」

　シャルディナの問いかけを聞き、須藤の脳裏にエルネスグーラの若き女王の姿が浮うかぶ。

　容姿は、まぁ普ふ通つうだ。

　ローゼリアのルピス女王やシャルディナ殿下と比べれば極きわめて凡ぼん庸ようと言える水準。

　月とすっぽんとまでは言わないが、容姿を比べるだけ無駄と言うものだろう。

　しかし、そんな凡庸な見み掛かけとは裏腹に、エルネスグーラ王国の女王はあまりにも恐ろしい存在だった。

　冷れい酷こくで冷れい徹てつ。

　目的の為には平気で身内すらも切り捨てる事が出来る生まれながらの帝てい王おう。

　事実、エルネスグーラ王国の女王グリンディエナ・エルネシャールはその額に王おう冠かんを戴いただく為、己の親兄弟を始めとした親族達たちを文字通り切り捨ててきた。

　無論、当時のエルネスグーラ王国の状況ではそれは致いたし方かたのない判断ではあったのだが、その苛か烈れつともいうべき決断は未いまだに彼かの国を語る上で見過ごす事の出来ない歴史だ。

　過去に二度ほど面会したことがあるだけだが、その強きよう烈れつな個性は須藤の頭に焼き付いている。

　北の女狐と謳われる知略に優れた女王。そんな彼女が、絶好の機会を見み逃のがす筈がない。

「まず間ま違ちがいなくザルーダへ兵を進めてくる事でしょう……我らにだけ領土を増やされまいとして……まぁ、侵略か調停かは分かりかねますが」

「その過程で、我々とエルネスグーラは必ずぶつかる事になる。そうなればザルーダにも交こう渉しようの余地が生まれるか……全く、なんてしぶといのかしら」

「弱い国は弱い国なりに、国を存続させるために必死なのですよ」

　苛いら立だつシャルディナの言葉に、須藤は静かに首を振った。

「まぁそれはいいわ。とにかくこの戦に勝つ。それが大前提なのだから」

　今問題なのは、ザルーダの軍に勝つ事だ。勝利した後で初めて、今までの仮定が意味を持つ。

「えぇ、可能性は低いですが、戦意で圧倒されてザルーダに敗北すると言う可能性も無い訳ではありませんからね」

　最大の懸け念ねんはそこだ。勢い盛んなザルーダ軍に前線を突破されるか否いなか。

「私も……前に出ます」

　シャルディナは緊張と恐きよう怖ふで強張った顔のまま、須藤を見つめた。

　選択としては愚ぐ策さくと言ってよい。態わざ々わざ、敵の目の前に目標を差し出す事に他ならないからだ。

　だが、須藤は彼女の言葉を聞いても、頭から否定はしなかった。

　シャルディナの瞳に宿る強固な意志を感じたためだ。それに、彼女の提案に大きな利点があることも須藤は理解していた。

「なるほど……賭けに出られますか……」

「私が前線に進めば、私の護衛についている二千の兵力も前線へまわす事が出来るわ……それに、私が前線に出れば兵の士気は上がるでしょう？」

　オルトメアが兵数で互ご角かくの筈のザルーダに圧されている理由はただ一つ。

　ザルーダ王国の騎士達が、自らの死を恐れないという士気の高さ。

　それは高揚感と言ってもいいし、熱ねつ狂きようという言葉でも正しいだろう。あるいは、血に酔ようと言ってもいいかもしれない。

　どちらにせよ、彼らは他に選せん択たく肢しがないという危機感と、祖国ザルーダの為と言う使命感に心が支配されている。

　心・技・体の言葉通り。勝負の場において心は最も重要な要素。

　心が負けていれば、どれほど卓たく越えつした技量を誇ほころうが、強きよう靭じんな肉体を持っていようが意味はないのだ。

　今のザルーダに勝つ為に取り得うる手段はただ一つ、オルトメアの騎士達の折れそうな心を再び燃え上がらせる事。

「殿下が前線に出れば確かに士気は上がるでしょう……護衛部隊も戦に投入できますから十分に別働隊がやってくるまで持ちこたえられるとは思いますが……」

　此処ここで須藤は言葉を濁にごした。

　確率的に言えば、勝算は十分に有る。

　最高指揮官が前線に出ることで、オルトメアの将兵は決死の覚悟で戦う事だろう。

　だが、参さん謀ぼうと言う立場で考えたとき、シャルディナの提案はあまりに危険が大きすぎた。

　安全か冒ぼう険けんか。

　どちらを選択しても絶対はない。

　絶対に勝つとも、絶対に負けるとも言えない状況。

「危険は承知のうえよ……」

　須藤はこのシャルディナの言葉を聞き軍師として覚悟を決めた。

（こういうところがこの方の良いところですねぇ……組織としてもオルトメアがこの初戦でザルーダに負けるのは少しばかりまずいですし……私も腹を括くくるとしますか）

　このまま、決断を先延ばしにして何も選択しないうちに負けてしまうなど馬鹿げている。

　後は、最高指揮官であるシャルディナの決断を信じ付き従うだけの事。

「かしこまりました。直ちに護衛部隊を前線へ援軍に差し向けます」

　須藤はそう答えると、静かにシャルディナへ頭を下げる。

　それは、指揮官の勇気有る決断に対しての最大の敬意だった。




　その日、ノティス平原を舞ぶ台たいにしたザルーダ王国とオルトメア帝国の戦いくさは、オルトメアの別働隊による挟きよう撃げきによってオルトメアの勝利に終わった。

　だが、決してオルトメアによる完全勝利だった訳ではない。

　ザルーダの指揮官である、ベルハレス将軍を討ち取ったことによって、オルトメアが勝利を掴つかんだ事は事実だが、シャルディナの思惑が大きく外れる結果となったからだ。

　ザルーダの戦死者数一万六千に対し、オルトメアの戦死者数一万七千。

　ほぼ同数の損害を出した事により、オルトメアは一時的にザルーダ侵攻を停止するより他に選択肢はなかった。

　国境付近のザルーダ貴族領を制圧したシャルディナは、そこを拠点に戦力の回復を図はかる事になる。

　だが、シャルディナは直ぐにザルーダへの侵攻を再開する事が出来なかった。

　当初からの懸念どおり、北の巨きよ獣じゆう・エルネスグーラ王国がザルーダ北部の国境線を越こえ、その牙きばをむき出しにしたからだ。

　此処に、ザルーダ、オルトメア、エルネスグーラ、三国による三みつ巴どもえの戦いが開始されたのだ。

　そして、ザルーダ王国が動乱の坩る堝つぼと化した事により、御子柴亮真は貴重な時間を手に入れることになる。

　自らが生き残る為に必要な時間を……







第四章　半島へ







　水気を含ふくんだ果物を踏ふみ潰つぶしたような鈍にぶい音が、薄うす暗ぐらい森の中に響く。

　森の木々が放つ青あお臭くさい匂においの中に、鉄の錆さびた様な異い臭しゆうが混ざりサーラの形の良い鼻を刺し激げきした。

「亮りよう真ま様……調子の方はいかがですか？　体に異変を感じられたりはしていませんか？」

　そう言いながら、サーラは手にしたタオルを眼の前に立つ黒い影へと差し出す。

「あぁ……今のところは全く問題ないな。たいしたものだぜ、武法術ってのは。まるで自分の体が猛もう獣じゆうにでもなったような気分だ」

「既に亮真様は武法術の基本を習得されています。後は実戦を重ねて経験を積んでいくだけです」

「経験を積む……か。素す手ででこんな猛獣を殺せるんだ。鍛きたえ上げればどれだけのことが出来るかな」

　そう言うと、亮真は唇を吊つり上げ笑みを浮かべた。その姿はまさに悪あつ鬼きの如ごとき様相を呈ていしている。

　彼の顔に飛び散った赤黒い飛沫しぶきは明らかに血の跡あとだ。

　両りよう腕うでは肘ひじの部分まで真っ赤に染まり、今も地面にポタリポタリと雫しずくを落としている。

　そんな彼の足元に横たわるのは、獰猛な狼おおかみの死し骸がい。

　それが全部で五匹ひき。

　体長は一メートルを軽く超こえ、体重も六十キロを超えるような巨きよ体たい。

　そんな、この森の中で強者の部類に入る筈の狼達が今、亮真の足元で静かに大地に横たわっている。

　それは生存競争に負けた敗者の姿であった。

　地面に伏したその体からは、赤い液体が止とめ処どなく溢あふれ地面を浸ひたし、凶きよう暴ぼうな顔は無残にも踏み砕くだかれていた。

「正直に言ってこれ程ほど容易たやすく素手で殺せるようになるとは思わなかった。単純に腕わん力りよくが強くなっただけじゃない。感覚が鋭くなっているし、体の切れも段だん違ちがいだ」

　どこかあきれたような口調で、亮真は足元に横たわる狼達の死骸へ目を向ける。

　体の奥底から湧わき上あがる高こう揚よう感かんとは別に、目の前の事実がどこか自分の空想によって生み出された幻まぼろしのように感じられて仕方が無いのだ。

　人間の持つ筋力は動物に著いちじるしく劣おとる。

　本来、銃じゆうや刃は物もので武装していたとしても、絶対に勝てるとはいえない。

　人間と動物との間にはそれだけの差が存在しているのだ。

　それを己の肉体のみで殺せた。しかも、複数を同時に相手取っての結果だ。

　さらに、手にしたタオルで拭ふいた亮真の体には目立った外傷が見当たらない。

　それは、武法術を使用した亮真の肉体が、野生の動物以上である事を示している。

　狼の腹に突き入れた手刀が感じた内臓の生温かい温度。

　噛み付つこうと大きく口を開けた狼の顎あごに手をかけ、上下に引ひき裂さいたときの感かん触しよく。

　ましてや、亮真が殺したのはただの野や獣じゆうではない。怪物モンスターに分類される凶暴な生物だ。

　今まで出来なかった事が出来るようになったことによる達成感。

　そういった感情が、亮真の体を支配していた。

「勿もち論ろん、誰もが出来る事ではありません。亮真様の肉体そのものが鍛え抜かれている事。そして、実戦経験を持っていらっしゃる結果です」

　サーラの言葉通り、亮真の肉体は祖父御み子こ柴しば浩こう一いち郎ろうの手によって鍛え抜かれていた。また、地球では経験しようのない命のやり取りも潜くぐり抜けてきている。

　そういった様々な要素が武法術と言う新たな力を得た事で絡からみ合い、相乗効果を発揮した結果なのだろう。

「実際、同じ様に武法術を習得した子供達ですが……そのぅ……かなり苦戦していると聞いていますし……」

　そう言うと、サーラは薄暗い森の奥へと視線を向ける。

　表現を濁してはいる。だが、彼女の言葉には珍めずらしく亮真に対してどこか非難の色が窺うかがえた。

「苦戦ねぇ……サーラは不満か？」

　サーラの言葉に亮真は眉まゆを顰ひそめてサーラへ視線を向けた。

　彼女の言葉に含まれた自分の選せん択たくに対しての不満を、敏びん感かんに感じ取ったからだ。

　自分の選択が絶対に正しい等などと思い上がる程、亮真は愚おろかではない。

　だが、今回の選択は仮に正しくないとしても絶対に必要な事だ。

　たとえサーラから非難されたとしても、他に選択の余地はない。

　今の亮真に、弱者を救う余地などないのだから。

　亮真の揺ぎ無い瞳に真正面から見み据すえられ、思わずサーラは視線を逸そらす。彼女自身も理解してはいるのだ。

　問題は頭で理解していても、感情的には割り切れないと言う点だろう。

「勿論、亮真様があの子達を此処へ連れてきた理由は理解しています……その必要性に関しても当然……分かってはいるんです」

　サーラは心の奥底に淀よどんだ想おもいを口にする。

　姉のローラはさほど感じてはいないようだが、サーラは自らが経験した奴ど隷れい生活に対して強いトラウマを持っていた。

　奴隷商人達の欲と色に染まった卑いやしい顔つき。何時売られていくのかと言う不安。そして、自らが家か畜ちくも同然に扱あつかわれる事への絶望。

　そういった感情が、戦うために鍛えられている子供達を視界に入れるたびに彼女の心の奥から湧きあがってくる。

　それでも、彼女が子供達へ戦う術すべを教え込むように命じた亮真を表だって批判しないのは、彼に対して恩を感じていると言う事以上に、他に選択肢がない事を彼女自身が嫌いやという程に理解しているからだ。

　大地世界アースの根幹は弱肉強食。

　生きる権利すら自らの力によってでしか得られないこの世界で、弱いと言う事は文字通り罪でしかないのだ。

　いや、他人の力に虐しいたげられて構わないのなら弱者のままでも良い。

　奪うばわれ、犯され、殺される。

　それらが自らや自分の守りたい人間の身に降りかかってくる可能性がある事と理解し許容するのであれば、別に強くなる必要はない。

　野盗の襲しゆう撃げきを受け財産を根こそぎ奪われる事も、貴族の横暴で妻や娘むすめを犯される事も、怪物に襲われ幼い息子むすこが食い殺される事も、全すべて覚悟の上ならば無理に戦う手段を学ぶ事なく弱者のままで居ればいい。

　事実、大地世界の平民を始めとした大多数の人間達がそれを選んでいる。

　いや、選ばざるを得なかったと言うべきだろうか。

　だが、自分が人としての権利と誇りを持って生きて行きたいのなら、大切な何かを守りたいのなら、選択肢は一つだ。

　強くなる事。

　金でも良い。暴力でも良い。知ち恵えでも良い。権力でも良い。

　ただ、力だけが正義だった。

　それを理解している人間から見て、亮真の行動は優やさしいとすらいえる。

　弱者である奴隷の子供達へ読み書きを教え、武術を仕込み、法ほう術じゆつという力を与えた。

　それは、弱者に一筋の希望を与えたのだ。

　たとえその選択が亮真自身の為であったとしても、それが何だというのだろう。

　その行こう為い自体は非難されるようなものではない筈だ。

　子供達は幸運なのだ。弱者から強者に変わる機会を与えられただけ。

　そして今、彼らは生死の境を彷徨さまよいながら弱者から強者へと生まれ変わろうとしていた。

　この怪物が徘はい徊かいする森の中を生き抜く事によって……

　サーラは視線を暗い森の奥へと向けた。

　そして、静かに子供達の無事を祈いのる。

（神よ、ほんの少しだけあの子らにお力を……）

　一人でも多くの子供が無事にこの試練を生き延びる事。それがサーラの願いだった。




「メリッサ！　何をやっているんだ、ぼさっとすると死ぬぞ！　剣けんを構えろ！　また、突っ込んでくるぞ」

　少年の叫びに、メリッサは反応する事が出来なかった。彼女の目には、牙を剥むいて走りよってくる黒い獣けものの姿が映し出だされている。

　それは、黒い毛皮を持つ虎とら。

　口元からは刀のように湾わん曲きよくした鋭い牙が二本突つき出でており、メリッサの体を引き裂こうとしていた。

　三メートルを超える巨体が、風のように駆け抜けてメリッサを襲う。

「きゃあああぁぁぁぁあぁ！」

　メリッサの口から恐怖の叫びが零こぼれた。

　思わず、剣の柄つかを握にぎる彼女の手に力が入る。

　だが、メリッサは恐怖でそれ以上の行動を取る事が出来なかった。

　虎の放つ眼光。鋭い二本の牙。そして、自分の体を遥はるかに超える巨体。

　その事実が、実戦経験のないメリッサの心と体を縛しばり付け動きを封ふうじる。

「馬ば鹿か野郎！　クラン！　メリッサを後ろに下げろ！　コイル！　俺おれとこいつを防ぐぞ！」

　棒立ち状態のメリッサを押しのけると、少年は手にした剣を構え虎を威圧した。

　少年の体から虎に対しての殺意が放たれる。

　それは、虎にとってさほど脅きよう威いになるようなものではない。

　だが、ただの餌えさとして見えていた少年達への評価を変えるには十分だった。

　虎は足を止め、ゆっくりと隙を窺うように少年達の周りを回り始めた。

「メリッサ！　早く下がれ！」

　クランと呼ばれた少年が、メリッサの体を掴み強ごう引いんに後ろへ引きずる。

「え！　痛い！　まって、ちょっと待って」

　力ちから一いつ杯ぱい引かれたメリッサが思わず抗こう議ぎの声を上げる。

　そして、虎とにらみ合いを続けていた少年は思わずその声に反応してしまった。

　張はり詰つめられていた空気に生じる一瞬の間。

　虎はその瞬しゆん間かん、引き絞しぼられた弓から放たれる矢のように少年へと襲い掛かかる。

「クソッ！」

　次の瞬間、飛とび掛かかってきた虎の口へ少年の握り締しめた剣が突き入れられた。

　そして、少年をその巨体で押し倒たおした虎の腹をコイルと呼ばれた少年の剣が抉る。

　虎に襲い掛かられた瞬間、少年は思わず剣を前に突き出した。

　それは、自分の身を守ろうとする本能的な行動だったのだが、運命の女め神がみは少年の命を惜おしんだのだろう。

　大きく開いた虎の口に突き出した剣が突き刺ささったのだ。

　だが、数百キロの虎の巨体に圧おし掛かられ、彼の姿は完全に虎の下した敷じきになった。

「無事か！　ケビン！」

　コイルは、虎に押し倒された少年の名を叫ぶ。

　自らの剣によって虎は既すでに絶命しているが、それを誇ろうなどという余よ裕ゆうはない。

　ただひたすらにコイルの心はケビンの無事だけを心配していた。

「クラン、手伝え！　虎をどかす！　メリッサは周りを警けい戒かいしろ！　良いな、別の怪物が襲ってこないとは限らないんだ。絶対に見逃すなよ！」

　目の前の敵を倒したからと言ってそれで終わりとは限らない。

　この森の中には、幾いくらでも怪物が徘徊しているのだ。

　倒した虎の血に惹ひかれ、別の怪物が襲い掛かってこないとは限らない。

「う……うん」

　力なく頷くメリッサの言葉を聞いているのかいないのか。

　コイルとクランはメリッサへ背を向けると虎の死体に手を掛けた。

「クソ！　なんて重さだ……クラン！　力を入れろ！」

「分かった！」

　少年達は、互たがいに声を出しながら虎の巨体を持ち上げる。

「ケビン！　ケビン！　今だ。這はい出せ！」

　虎の死体とケビンの体の間に隙すき間まが生まれた瞬間、クランがケビンへ呼びかける。

　幾ら武法術で身体強化を行っているとはいえ、十二歳さいから十五歳前後といった年ねん齢れいの彼らは肉体的にまだ成熟しきってはいない。

　奴隷生活によって厳しい生活を送ってきた所為せいもあって、彼らの筋力は決して優すぐれているわけではないのだ。

　その彼らが虎の体を僅わずかでも動かす事が出来たのは、数すうヶか月げつにも及ぶ訓練の成果と言えた。

「クソっ、ダメだクラン！　ケビンの奴、気絶しているのかも知れない！」

　何時までも動かないケビンの姿に、コイルは叫んだ。

「メリッサ！　ケビンを引き出せ！　急げ」

「えっ!?　まって」

「早くしろメリッサ！　クランも俺も、こんな重たい死体を何時までも支えられないんだ！」

　少年の怒ど声せいがメリッサを打うち据すえる。

「何をしている！　ケビンを殺すつもりかよ！　早く引き出せ！」

　動けないメリッサに少年達は苛いら立だちを隠かくせなかった。

　あの運命の日から数え、既に四ヶ月以上も彼らは苦楽を共にしてきたのだ。

　その結束は固い。

　別にメリッサに対しても含むところはない。あくまでもケビンの安否を優先させているからこその言葉だ。

「だ……大だい丈じよう夫ぶだ。今抜けでるから……もうチョイ持ち上げていてくれ」

「ケビン！」

　虎の体の下から響く言葉に、コイルは思わず叫び声ごえを上げる。

　やがて、ケビンは少しずつ体を揺ゆらしながら虎の下から這い出してきた。

「怪我けがをしているのか？」

「あぁ……肩を少し……だが、それ以外は大丈夫だ」

　コイルの言葉にケビンは左ひだり肩かたを押さえながら答える。

　彼の左ひだり腕うではダランと垂れ下がっていた。

　虎に圧し掛かられたときに関節を外したか、最悪肩の骨を砕いたのだろう。

　まぁ、虎に襲おそわれて致ち命めい傷しようを負わなかっただけでも運が良かったと言うべきなのかもしれないが、この森の中で戦える人間が減ると言うのはそれだけ生存の確率が減る事を意味する。

「メリッサ、見張りは俺おれ達たちがやる。お前はケビンの肩を見てやってくれ」

　クランはそう言うと剣を握りなおし、周囲へ視線を向ける。

　それは、この数ヶ月叩たたき込まれてきた、兵士としての行動。

　仲間が心配でも、周囲への警戒を怠おこたる訳には行かない。

　コイルも無言で頷くとクランとは反対方向へと足を進めた。

　ただ立ちすくんでいたメリッサも慌あわてて背せ負おい袋ぶくろから医薬品を取り出すと、ケビンの肩を確かく認にんしはじめる。

　どうやら彼女が確認したところ、幸運にもケビンの肩は脱だつ臼きゆうしただけで済んだらしい。

　応急手当の手段として傭よう兵へい達たちから教えられたように肩へ当て木をし薬を飲んだので、数日で彼の肩は普段どおりに動かす事が出来るようになる筈だ。

　戦力低下は最小限に抑えられたと言えた。

　だが、メリッサの心は晴れなかった。

　自分の失敗でケビンに怪我をさせたと思い込んだからだ。

「ごめんなさい。ケビン……」

　ケビンの肩に包帯を巻きながらメリッサは謝罪の言葉を口にした。

　虎に襲われた瞬間、恐怖で身がすくみ動けなくなった事。

　ケビンを虎の下から引き出す事が出来なかった事。

　そういった事を全てひっくるめて、メリッサはケビンに謝あやまりたかった。

　だが、彼女の言葉を聞いたケビンは逆に顔を顰しかめて答える。

「馬鹿、何で謝るんだよ？　俺達は仲間だろ？」

　ぶっきらぼうな言葉だ。

　だが、彼の言葉には親愛の情が含まれていた。

「で……でも……」

「言ったろ？　俺達は一つのチームだ。生きるも死ぬも一いつ緒しよだ……だろ？」

　ケビンは笑え顔がおでそう言うとメリッサの頭を撫なでる。

　それは、絶対の信しん頼らいと親愛によって裏打ちされた優しさだった。




「出発！」

　部隊の先頭で馬にまたがっていた赤い髪かみの女が大声で叫ぶ。そして彼女は手にした槍やりを高々と掲かかげた。

　その声に従い、一団が城じよう塞さい都市イピロスの北門を抜ぬけ、一路ウォルテニア半島へ歩み始める。

　百や二百ではきかない人数が、無言のまま街かい道どうを進む。

　それは厳げん粛しゆくで荘そう厳ごんな光景だった。

　道の両りよう端たんを行き交う商人や農民達も、その部隊の姿を眼に入れると足を止め黙り込んでしまう。

　誰だれも口を開こうとする人間は居ない。

　歓かん声せいをあげたりする余地が無いほど、彼らは気け圧おされてしまったのだ。

　その部隊の装備はかなり特とく殊しゆで人の目を釘くぎ付づけにした。

　黒黒黒……

　彼らが身につけた革の鎧よろい以下、シャツも靴くつも、いや、剣の鞘さやや槍の柄の部分でさえも、その全てが黒い。

　馬具の金属ですら黒く塗ぬられているのだ。

　馬だけは黒毛の馬のみで揃そろえてはいなかったが、それにしてもその装いは異様と言えた。

　そして、そんな中で彼らの掲げる旗が更さらに人の目を釘付けにする。

　黒地に一本の剣。それに巻きついた金と銀の鱗うろこを持つ双そう頭とうの蛇へび。

　その蛇じやの目めの部分だけが赤く縫ぬい取とられ、周囲を鋭く威圧している。

　別段、それぞれ単独で見ればそれほど奇き抜ばつとはいえないデザインだ。

　剣も蛇も、紋もん章しように幾らでも使われている。

　それなのに、この一団が掲げる旗はその姿を眼にした人間の心を縛り付けた。

　まるで大地の奥底から湧き出して来た闇やみの様な、そんな印象を人々へ強烈に与あたえるのだ。




「あれがあの男の側近の一人ですか……名はたしかリオネとか。歴戦の傭よう兵へいと聞いていましたが……なるほど。所しよ詮せんは女と言いたい所でしたが……大したものですな」

　イピロスの城じよう壁へきの上に設置された物見台の上から、白はく髪はつの老人が呟つぶやく。

　温和な表情の老人である。

　そして、明らかに富ふ裕ゆう層そうの人間でもある。

　絹製の衣服に宝石のついた指輪。そして、大きく前へせり出した恰かつ幅ぷくの良い腹が何よりの証しよう拠こだ。

「義父殿どのはユリアと同じく心しん配ぱい性しようですなぁ……無能ではないでしょうが、そこまでわれらが気にする必要等ありますまい？」

　老人の傍かたわらで同じく眼下を見下ろすザルツベルグ伯はく爵しやくは、どこかあきれたような口調で言い返す。

　実際、彼は老人の言葉にうんざりしていた。

　妻であるユリア夫人からも散々に御子柴亮真への警戒を促うながされている。

　御子柴亮真がイピロスの町で募ぼ集しゆうした傭兵の中に、ザルツベルグ伯爵の息の掛かった人間を紛まぎれ込ませたのもユリアの提案だ。

　ザルツベルグ伯爵としてはそんなまどろっこしい事をするくらいならば、いっそ軍を動かし討うち取ってしまえば済むと提案したのだが、ユリアはそれを決して認めようとはしない。まるで御子柴亮真と敵対する事を恐れるかのように彼女は慎しん重ちようだった。

　だが、ザルツベルグ伯爵からみれば亮真の勢力などゴミの様なものだ。何しろ、自らの拠きよ点てんすらない状態なのだ。

　自分の妻の能力を決して軽かろんじている訳ではないのだが、ザルツベルグ伯爵としては何故なぜそこまで慎重な対応が必要なのかが理解出来ない。

　その疑問は不満を生み、不満は少しずつザルツベルグ伯爵の心を慢まん心しんで埋うめ尽つくしていく。

　しかし、そんな伯爵の言葉に老人は静かに首を横に振ふった。

「果たして本当にそうでしょうか？　あの部隊の兵士は元々素人しろうとの奴隷共です。それがあれほど整然と隊列を組んでおるのですぞ？　御子柴男だん爵しやくが奴隷共を購こう入にゆうし、教育を始めたのは僅か数ヶ月前の事。それであれほどの錬度とは……ザルツベルグ伯爵閣下。私は正直に言って恐怖すら感じるのですが」

　老人は自分の鑑かん定てい眼がんに絶対の自信を持っていた。

　イピロスの町で決して有力とはいえなかったミストール商会を北部有数の有力商会にまで育て上げ、イピロス商会連合の長おさにまで上のぼり詰めたのはこの老人の持つ才覚の結果。

　その事実が、己の力量に対しての絶対的な自負をもたらしている。

　その彼の目から見て、眼下を北へと進む一団は脅威に見えた。

「くだらんですな。確かに義父殿から買い付けた武具は良い物でしょうが、使う兵が傭兵上がりと奴隷どもの混成部隊ではタカが知れているでしょう。あの黒で統一された装いはこけおどしとしては大したものですがね。まぁ、実戦経験のない義父殿から見れば、あのような子こ供ども騙だましでも効果があるようですがな」

　ザルツベルグ伯爵はそう言うと、老人へ蔑さげすむような視線を向ける。

　自分の妻の父親である。

　普通であれば敬意を向けて当然と言える。

　だが、ザルツベルグ伯爵はこの目の前に居る老人を見下していた。

　その理由の何割かは、自分に対して決して崩くずさない敬語にあるのかもしれない。

　無論、目の前の老人が義父として権利を主張した所で、ザルツベルグ伯爵がそれを考こう慮りよする事はないのだが、だからと言って娘むすめ婿むこである自分に対してあまりにも他人行ぎよう儀ぎな態度。

　それに、ザルツベルグ伯爵にとっては亮真が作り上げた部隊など評価に値あたいしない。

　奴隷を買い集めイピロスで傭兵を募つのった様だが、ユリア夫人からの報告では、その数は五百名にも満たないのだから。

　それでも頭数だけで言えばそこそこの部隊とは言える。

　だが、その中身が傭兵と子供の奴隷で編成された部隊となれば、ザルツベルグ伯爵はおろか他の貴族が見ても同じ評価を下す事だろう。

　唯ゆい一いつ、ザルツベルグ伯爵が評価に値すると素す直なおに思えたのは、兵士達の鎧の色を黒く染めた事ぐらいしかない。

　だが、それはこけおどしにはなっても、決して軍の強さには結びつかないのだ。

　そんな当たり前の事を理解できないこの老人に対して、伯爵の態度が冷れい淡たんになるのも当然と言えた。

　だが、老人の考えは違ちがうらしい。

「閣下はそうは言われるが……あの統とう率そつの取れた隊列は中々の物では？」

　確かに一いつ切さい乱れのない行軍である。

　無論、数百名程ほどの部隊であるから、指揮官の意向が届きやすいことは事実だ。

　だが、それだけで数ヶ月前まで素人だった人間に、あれほど整然とした行軍は出来ないと言うのが老人の評価だ。

「まぁ、行軍だけを数ヶ月仕込めばアレくらいはできるでしょう」

　自らもまた一軍の将であるがゆえに、数ヶ月で兵がモノになる筈はずがないという先入観がザルツベルグ伯爵の思考を曇くもらせていた。

　隊列を組み街道を歩く。ただそれだけの事を素人に教え込むだけでも、それなりの労力を必要とする。

　実際、戦に際して兵を徴ちよう兵へいするとまず隊列を組ませることから始めるが、これがまずまともに出来はしないのだ。

　そんな彼かれ等らが戦場で陣じん形けいを組んでぶつかり合うなど夢のまた夢。

　大たい抵ていは勢いに任せて攻せめ掛かるくらいが関の山だろう。

　まぁ、それはある意味で致し方のない事。

　彼等は秩ちつ序じよだって行動するという事を学んだ事がないのだから。

　普通の平民達でそれなのだ。

　それに対して御子柴亮真が教え込んだのは奴隷の子供達。

　確かに大人よりも従順ではあるだろうが、意思なき生ける屍しかばねとすらいえる奴隷である彼かれらに教え込むのは、相当に手間のかかる作業だった筈。そう考えると、確かに目の前の軍がまともな戦力として数えられるとは考えにくいのだ。

（確かに伯爵の言い分も分かる。だが、それでも私には……）

　その程度の事は軍事の素人である老人にも理解出来ている。問題なのは、理解しても尚なお募つのるこの言い知れぬ不安。

　だが、老人はこれ以上ザルツベルグ伯爵の機き嫌げんを損そこねるような事を言うのを止やめた。これ以上抗こう弁べんしても、伯爵は自分の意見を変えないと理解したからだ。

「まぁ。素人の他愛たわい無ない感想ですので、御お気きになさらないでください」

　そう言う老人の言葉にザルツベルグ伯爵は軽く頷うなずくと踵きびすを返した。

「では、これで失礼しますよ。私も暇ひまではないので……あぁ、今度折を見て屋や敷しきの方へ訪ねてください。たまにはユリアと共に夕食を取るのも良いでしょう？」

「えぇ。では、後日……」

　老人の言葉にザルツベルグ伯爵は満足そうな顔で頷くと、階段を降りていった。

「困った男だ……能力はあるがどうにも詰めが甘あまい。それに平民や奴隷を侮あなどりすぎる。まぁ、それでも他ほかの貴族達に比べればまだましだが……まったく、今アヤツに潰れてもらっては私らが困ると言うのに……」

　ただ一人物見台の上に取り残された老人は、周囲に誰も居ない事を確認した後、小さく呟いた。

　今、老人の顔つきは変わっていた。

　ザルツベルグ伯爵と話していた時の彼の顔は、温和で何処どことなく頼たよりなげな雰ふん囲い気きを纏まとっていた筈だ。

　自分の娘婿に対してですら敬語を使い、一歩も二歩も引いた情けない男。

　それが、今は一変している。

　ザルツベルグ伯爵が今の老人の顔を見たら、彼は老人に対しての評価を改めただろう。

　それほどまでに、厳しく油断のならない光を老人の目は放っていた。

「あの軍は油断ならん……短期間であれほどの練兵を行うとは……だが、今の段階では確かにユリアの言うとおり監かん視しに留とどめて置く方が利口の様だ。下手に干かん渉しようしてこちらと敵対する事にでもなればかなり厄やつ介かいな事になる」

　そう呟きながら、老人の脳は高速で働く。

　北へと進む黒い部隊を睨にらみつけながら。




「お父様。よろしいでしょうか？」

　机の上に覆おおいかぶさるように眠ねむっていた老人は、自分へ掛けられた声に驚おどろき飛び起きた。

　いつの間にか眠ってしまったのだろう。

　老人の記き憶おくではまだ日中の筈だったが、執しつ務む室しつの窓から青白い月の光が室内へと差し込み、蝋ろう燭そくの代わりに室内を照らし出している。

　余よ程ほど深い眠りに陥おちいっていたのだろう。

「ユリアか……」

　女の手にした蝋燭の光が、彼かの女じよの顔を照らし出す。

　黒いローブにフードを被かぶった彼女の姿は、とてもザルツベルグ伯爵夫人とは見えない。

　普ふ段だんの彼女の服装から考えれば信じられないほど地味な格好だ。

「はい。およびと聞きましたので……お邪じや魔までしたか？」

　余程、気がかりな事があるのだろう。

　老人はどこか疲つかれたような声でユリアへ尋たずねた。

「いや、お前の方こそ急に呼び出して済まなかった。早めに話し合いたい事があってな……人ひと払ばらいはしているか？」

　老人の問いかけにユリアは無言で頷くと、後ろ手に執務室の扉とびらを閉めた。

　今日、この執務室に呼び出された事の意味を理解しているユリアにとって、改めて言われるまでもない事だ。

「一体どうされたのですか？　あの人に疑ぎ惑わくの目を向けられない為ためにも、連れん絡らくは定期的にする以外は行わない筈だったのでは？」

「済まんな……どうしても早めに話すべきだと思ったのだ」

「御子柴亮真……ですか？」

　机の前に立ち尽くしたままどこか不安げに問いかけるユリアの言葉に、老人はゆっくりと首を縦に振る。

　それだけで、ユリアは目の前に座すわる父の心理をすばやく察した。

　彼女自身も感じていた不安。

　それと同じものを、イピロスの経済を支配する父親が感じたのだ。

「お父様もアレを危険だとお考えで？」

　その問いに老人は深いため息と共に答える。

「危険だろうな……まぁ、誰にとって危険かは分からないが……少なくともザルツベルグ伯爵にとっては危険だろう。数日前、食糧を納品する際に御子柴男爵と言葉を交わした時にも感じたが、今日、部隊を見た時により一層強く感じた」

　もし他人にそれが何なのかと尋ねられても、二人はその問いに相手を納なつ得とくさせられるだけの回答など持ってはいなかった。

　ただ単純に、商人としての勘かんが警報を発しているのだ。このままでは危険だと言う事を。

「夫は愚痴っていましたわ……義父殿は私に似て臆病だと」

　屋敷に帰ったザルツベルグ伯爵から見張り台の上で老人と交わしたやり取りを聞かされたのだろう。

　そんなユリアの言葉に老人は苦笑いを浮うかべた。

「どうもザルツベルグ伯爵は金や武力と言う目に見える力しか認めない傾向があるな……」

「現実的ともいえますが……」

「それは分かっている。ザルツベルグ伯爵は決して無能ではない。無能ならお前を嫁に差し出しはしなかった……差し出す必要などなかった」

　吐き捨てるかのように老人は、顔を伏ふせると両手を握り締める。

（そう、トーマス・ザルツベルグ伯爵が無能だったら、誰があんな男へ可愛い娘を嫁に差し出すだろう）

　老人はイピロスの経済を支配している。

　だからこそ、ザルツベルグ伯爵の素行の悪さはイヤと言うほど耳にしていた。

　女癖の悪さ、金の汚きたなさ。傲慢さ。そのどれもが愛まな娘むすめの婿に相応ふさわしいとはとても言えない。

　それでも娘をザルツベルグ伯爵の嫁に出したのはただ一つ。

　どうしても出さない訳にはいかなかったのだ。

　決して自らが望んだ結婚ではない。だからこそ老人は決してザルツベルグ伯爵と共に沈む訳には行かない。

　老人が沈むという事は、娘であるユリアも共に沈むという事なのだから。

「まぁ、今はいい。ウォルテニア半島は名高い魔ま境きよう。開発には時間が掛かる。御子柴男爵が直すぐに動く事はないだろう。それに何人か密偵を紛れ込ませている。お前の方も同じだろう？」

「はい。屋敷のメイドを何人か男だん爵しやくの身の回りの世話をする為にと押おし付けました。今後、彼かの女じよ達たちから定期的に手紙が来る予定です。本職ではありませんので重要な機密を盗むという様な事は無理でしょうが、それなりの情報は得られるかと」

　先日、亮真がザルツベルグ伯爵の屋敷を訪ねた時から密かに準備されていた娘達だ。

　彼女達の親族がザルツベルグ伯爵領内の村々で生活している以上、彼女達が裏切る事はない。

　格好の密偵である。

「うむ、今表立ってアレと敵対するのは下策だ……だが、放置は危険すぎる。監視と情報収集をするしかないだろうな。その娘達の手紙を向こうがどう扱うか……それで向こうの考えがいくらか分かるだろう」

　別にものすごい秘密を知らせてくる必要は無い。

　水や食糧はあるのか、半島の気候や天気に関して、御子柴亮真が誰と会ったかなど等。欲ほしいのはそれ単体ではあまり意味を持たない情報。

　彼女達たちに求められるのはそんな日常的な情報なのだ。

　だが、きちんと整理しその価値を知る者が聞けば、千金にも値する貴重な情報源となるだろう。

　そして、もし仮に御子柴亮真が彼女達の手紙を差し止めるなどの対応を行えば、それは彼が自分達を敵視しているという一つの判断基準にもなる。

　どちらに転んでも損はない。

　ユリアは自分の父親の持つ冷静な判断力に安あん堵どしながらも、恐おそる恐る心に秘めて来たある事柄を口にした。

　それは、ザルツベルグ伯爵の妻になってからずっと彼女の心の奥おく底そこに秘ひめられた思い。

「もし仮に御子柴男爵の思おも惑わくが私達の想像通りだとしたら……お父様……その場合……」

　探さぐるような視線を向けるユリアに老人は無言で頷く。

「分かっている。だが、今の段階では分からんとしか言えない……どちらにせよ、今はまだ動けない。済まない。ユリア」

　そう言うと老人は腰こし掛かけていた椅い子すを立った。

　そして無言でユリアの体を抱だきしめる。

　それは、泣きじゃくる幼子をあやすかのような、優しさと力強さに満みち溢れていた。




「此処ここまでは予定通りに来られたか」

　念を押すかのような亮真の言葉に、机を囲んで座る誰もが強く頷く。

　彼らに浮かんでいるのは不敵で獰どう猛もうな笑えみだ。

　自分達の領土。自分達の国。

　そういった物へのあこがれや渇かつ望ぼうとは別に、彼らの心には危険地帯を無事に切り抜けたという絶対の自負が存在していた。

　半島に入り、彼らが怪物の襲撃を受けた回数は実に十数回を数えた。

　意図的に獲え物ものを追う狩人であったとしても、一日で獲物に出会う事が出来る機会は片手で数えられる程度。

　それと比較すれば、半島内での遭そう遇ぐう率りつは驚異的な数字と言えるだろう。

　また、襲撃してきたどの怪物をとって見ても、冒ぼう険けん者しやギルドの分類において中級か、もしくは上級に属する様な危険な生物ばかり。

　それを、数人の負傷者を出したとはいえ、死者を出す事なく殲せん滅めつしたと言う事実が、成果として目の前に出たのだ。

　高揚するなという方が無理と言える。

「明日はいよいよ……例の場所だな」

「はい、このままの速度であれば恐らく明日の昼頃ごろには」

　亮真の問いに厳げん翁おうが静かに頷いた。

　ウォルテニア半島へ入って既に三日が過ぎようとしていた。

　イピロスから続いていた街道はすでに途絶え、亮真達は人じん跡せき未み踏とうの奥おく地ちへと足を踏み入れているのだ。

　草深く、木々の枝葉は密集して人の進入を拒絶する。

　行軍するにも、一々枝を払い足元を注意して進まなければならない。

　だが、それほどまでに過か酷こくな環境でありながら、彼らは水の補給にも野営地の選定にも困る事はなかった。

　本来なら最も苦労する事であっただろう。

　しかし、亮真は数ヶ月と言う時間を掛けて、事前にウォルテニア半島内部の地形を調査している。

　その結果、効率の良い行軍路を選択する事で、適度に休息を取りながら半島奥地へと進んで来る事が出来たのだ。

　そして今、彼らは厳翁によって作られたウォルテニア半島の地図を広げながら、机を囲み今後の方針を話し合っていた。

「行軍が予定通りに進んだのは、兵の質が高い事もありますが、やはり事前に地形の把は握あくを命じていたのが大きいのではないでしょうか？　イピロスのギルドで調べた情報だけでは不足でしたから」

　サーラの言葉に誰もが頷く。

　人跡未踏の奥地ではあるが、全く人が入らないと言う訳ではない。

　冒険者が金目当てにウォルテニア半島へ赴く事もない訳ではないのだ。

　そういった人間からもたらされた情報は、イピロスの冒険者ギルドへ保管されていた訳だが、亮真は厳翁の進言によって、彼の一族である伊い賀が崎さき衆しゆうの手て練だれにウォルテニア半島の詳細な調査を命じていた。

　その成果は大きい。

　皆みんなの前に広げられた地図には、森や谷、河の大まかな流れと言った情報が記載されている。

　この地図がなければ、どれほど行軍に苦労を強いられた事だろう。

　少なくとも、一人の脱だつ落らく者しやも出さずにここまで来る事は出来なかった筈だ。

「そうだねぇ。厳翁の方で水場や野営地の場所を確かめてくれていたのが大きかったねぇ。厳翁、助かったよ」

　実際の所、一グループが多くても数十人を超こえない冒険者と、少ないとはいえ数百名を超える軍隊とでは求める水場の大きさが異なってくるのは当然と言える。

　岩の間から零れ落ちる湧き水だけで、亮真の率いる軍の全員の喉を潤す事は難しいだろう。

　野営地にしても同じだ。

　人数によって、必要とされる場所の条件は当然ながら異なってくる。

　そういった情報を事前に聞き取り、条件に合わせて最適な行軍経路を調査した厳翁にリオネが感謝の言葉を投げかけたのも当然の事だ。

　もっとも、水の確保に関して言うと、文法術を使う事によって安定した量を得る事は出来るし、野営地にしても同じ事が言えるのだが、手間が少ない方が良いのは言うまでもない。

「一族の者でも手練れを使いましたからな……ですが、やはりこの地は一筋縄ではいかないようですな……奥地へ向かわせた二組は未いまだに怪我けがが回復しきってはおりません。海賊の件もそうですが、例のアレには注意が必要かと」

「例のアレ……亜あ人じんの事ですね？」

　厳翁の言葉にサーラが問いかけると、その場の穏やかだった空気が一いつ瞬しゆんで引き締まる。

　既に報告されている情報ではあるのだが、ウォルテニア半島に入ってから改めて聞かされるのは、やはり衝しよう撃げき的てきだった。

「亜人ですかい……何処ぞで生き残っていると言う噂は聞いていやしたが……まさか本当に居るとは思いやせんでした」

「それはアタイだって同じだよ、ボルツ。まさか本当に生き残っているなんてねぇ……それも集落単位って話じゃないか？」

　奴ど隷れい達たちの調練に掛かりきりであったボルツやリオネにとって、今後の方針に関しては大まかな所までしか聞いていない。

　物資の補給、野営地の選定に行軍経路の選択。

　訓練の指揮を執とる以外にも、彼らにはやるべきことが幾らでも存在している。

　だから、御子柴亮真が亜人に対してどう考えているかを、二人は知らなかったのだ。

　そもそも亜人とはなんだろうか。

　それは、人の様に二足歩行をし、一定の文化水準を持つ人間以外の種族の総称。それがこの大地世界における亜人だ。

　獣の頭を持った獣人も、ドワーフやエルフと呼ばれる存在も言葉を話し一定の文化を持っている人間以外の種族であれば、全てひっくるめて亜人である。

　だが、ファンタジーの世界で有名な種族である筈の彼らを、この大地世界で町に住む一般の人間が見かける事はない。

　いや、西方大陸各地に残る秘境へ日常的に足を踏ふみ入れる冒ぼう険けん者しや達たちですら、その姿を見る事はほぼ皆かい無むといえる。

　何故なら彼らは、遠い昔に人間の手によって絶滅させられた伝説の住人であるのだから。

　絶滅の要因は複数あるのだが、その最大の理由は光こう神しん教団の存在だろう。

　大地世界を創造したとされる六柱の一柱。その神々の中で光を司るとされる光神メネオース。

　かの神を信しん仰こうする教団こそが光神教団と呼ばれる宗教組織である。

　彼らの教義は単純だった。人を創り出したとされる光神メネオースを最高神とし、その最高神によって創られた人間と言う存在を至上の物としたのだ。

　とはいえ、それらはどんな宗教であっても多かれ少なかれ入ってくる要素だ。

　宗教とは、人と言う種が自分達に都合が良いように作り出す物であるのだから、人間を特別な存在として位置づけるのはある意味当然な事ともいえる。

　そして、本来であればさほど気にする必要は無い要素だ。

　選民意識を多少持った宗教が存在する所で、大きな問題にはならない筈だったのだ。

　事実、この光神教団が設立されてから資料上は一千年以上の歴史を数えている。

　そして、亜人が穢れた存在として駆り立てられ滅亡へと追いやられたのは、亮真達が生きる時代から見ておよそ四百数十年前の事。
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　つまり、光神教団設立当初からそれまでの間、教団は亜人廃絶へと動いていなかったということになる。

　そう、今から四百数十年前に二人の男が西方大陸の歴史に現れなければ、この大地世界は現代日本人が夢見るエルフや獣人といった種族が繁栄する世界のままだったのかもしれない。

　しかし、現実は違う。

　亜人と言う種族は遥か昔に絶滅したものとされ、大陸の秘境と呼ばれる場所の更に奥地に、僅かな数が生存していると言う噂が囁かれる程度でしかないのだ。

「それで……攻めるつもりかい？」

　リオネにしてみれば当然の疑問だろう。

　だが、そんなリオネの問いに亮真は首を横に振った。

「亜人の方は静観の一手かな。今の所はこちらから何か働きかけるつもりはないよ。既に厳翁には話したけれど、彼らの集落がある北部の森に手を出す気はない」

　亮真の答えにリオネとボルツは軽く眼めを見開く。

　どんな形であれ、半島調査に向かった自分の配下が怪我を負って戻ったのだ。

　それを何の手も打たずに見過ごすと言うのは、リオネ達から見て不自然な決定に感じられた。

　亮真の性格や考え方から考えると、実力行使に出ないまでも、使者を送り抗議するくらいの事はして当然と言えるのだ。

「それに、正直に言って今連中を刺し激げきするのは得策じゃないからな……ザルツベルグ伯爵とルピスの動向の方に注意しなくちゃいけない今、あまり敵を増やしたくないのさ。それに、連中の集落へ勝手に近づいた俺達の方にも責任は有る。まぁそういう訳で暫しばらくは連中を放置する事にした」

　そう言うと亮真は、机の上に開かれた地図上に赤い大きな丸を書き込む。

　ウォルテニア半島の北東四分の一近くを占める大きな丸だ。

　つまりこの丸が亜人と自分達との境界線を示しているのだろう。

　亮真の言葉にリオネは深く頷いた。

「まぁ、それもそうか……ザルーダ王国の情勢も混沌としている今、あまり敵対勢力ばかり作ってもしかたがないかねぇ？　こちらが不用意に連中のテリトリーへ近づいたって考えれば、それほど腹も立たないか……」

　光神教団の教えによれば亜人は穢れた存在であり、見つけ次し第だい滅ぼすという事になってはいるが、リオネ自身は亜人に対して特に嫌けん悪お感かんを持っている訳ではない。

　必要なら戦いもするだろうが、自ら進んで敵対しようとは思っていないのだ。

　それに亮真の考え方は、非常に論理的で公平な物だった。

　自らの非を認め自分の部下が攻こう撃げきされた事だけを問題にしないという態度は、リオネから見ても好感の持てる判断といえる。

「だが海賊の方はどうするつもりだい？　シモーヌの準備が終わっても受け入れる港がなければ困るだろう？」

　亜人に対しての対応を確認したところで、リオネはもう一つの懸け念ねんを口にした。

　亮真とシモーヌの間に交わされた密約には、どうしても海賊達の存在が邪魔になる。

　懐柔するにせよ殲滅するにせよ、彼らの扱いは大きな問題だった。

　今までは仕事の忙しさにかまけていた部分ではあるが、半島へ入った今、リオネが亮真へ明確な方針を尋ねるのは当然の事だった。

「そっちに関しての結論は一つさ。はっきり言って俺おれの国に彼らは必要ないよ」

　リオネの言葉に亮真は肩かたをすくめながらあっさりと答える。

　天幕の中は、火が焚たかれ適度な温度に保たれている筈だ。

　だが、亮真の言葉を聞いた全員の背筋に冷たいものが走る。

　亮真の言葉は普段と何も変わらない、落ち着いた穏やかな口調だ。

　しかし、その言葉の意味を取り違える人間はこの天幕の中には居ない。

「つまり殲滅と言う事……だねぇ」

　リオネの呟きがやけに大きく天幕の中に響ひびいた。




「メリッサ、どうかしたか？」

　手に持ったシチューの入った深皿をスプーンでかき混ぜるばかりで一向に口へ運び込もうとしないメリッサへ、コイルが心配そうに声を掛けた。

　彼らは焚き火を囲みながら、暖かい夕食を口へと運ぶ。

　行軍中の緊きん張ちよう感かんはすでに弛み、周囲からも年相応の笑い声が聞こえてくる。

　珍めずらしく酒も少量なら飲む事を許されているので、羽目を外して騒ぐ者も多い。

　そんな喧けん騒そうの中で、メリッサの周りだけが静かだった。

　いや、静か過ぎると言ってもよい。

「ううん……別になんでもないよ」

「何でもないか……当ててやろうか？　ハンナの事を考えているんだろう？」

　メリッサの言葉にコイルは探るような目つきで問い返した。

「何でそれを……！」

　自分の心の内側を見透かされ驚きの眼で見返すメリッサに、コイルは大きくため息をつく。

　彼女の心の動きなど、数ヶ月もの間同じ班として共同生活を送ってきたコイルから見れば一目瞭然だった。

「今いま更さら逃げ出だした奴やつの事をどうこう考えたって仕方が無いだろう？　運が良けりゃどこかの町で生き延びられるだろうさ」

　コイルはあきれた口調ではき捨てる。

　彼にとって、逃亡したハンナは恩知らずで裏切り者だった。

　追いかけてまで殺したいとは思わないが、町の路上で行き倒れたとしても気にならない程度には恨んでいるのだ。

　その感情が、彼の言葉の端々ににじみ出ていた。

「そんな言い方って……」

　コイルの言葉にメリッサは思わず語気を荒らげる。

　ハンナはメリッサと同じ班に居た奴ど隷れいの少女だ。

　だが、今彼女の姿は此処にはない。

　訓練が辛つらく、彼女は同じよう訓練に耐たえ切れなかった仲間と共に逃げ出したのだ。

　悪いのは誰であろう、逃げ出したハンナだ。

　それはメリッサも分かってはいる。だが、自分の目の前に出された温かいシチューなど、今のハンナは口に出来る筈がない。

　いや、逃亡奴隷の末路などすでに確定していると言っていいのだ。

「仕方ないだろう。アイツは訓練が辛くて逃げたんだぜ？　それともメリッサは俺達を解放してくださった御子柴様の恩を忘れて、逃げ出した奴らの肩を持つ気かよ」

　メリッサの言葉にコイルは感情を高ぶらせていた。

　今夜はウォルテニア半島と言う魔境を踏み分け、遂ついに明日は目的地へ到着するという、自分達の主あるじである御子柴亮真にとって節目となる夜だ。

　夕食に配られたシチューの具材を見ても、飲酒が許された事を見ても、今夜は特別な配慮がされている事が明らかだ。

　その祝いの日にメリッサは主の配慮を無視し、主を裏切り逃げ出した少女の事を思い沈みこんでいる。

　コイルにはとても許せなかった。

「アイツらは裏切り者だ！」

　コイルは吐き捨てるように叫さけんだ。

　余程その叫びは大きかったのだろう。一瞬周囲の喧騒がやむと、周囲から探るような視線が突つき刺ささってくる。

　だが、コイルはその視線を無視した。

　普段は押し隠かくしていた感情が、メリッサの態度を見て沸々と心の奥おくから湧わきあがってくる。

　辛い訓練だった。実戦の恐きよう怖ふを乗り越えられなかった奴もいる。

　誰もがクリア出来る物ではなかった。それはコイルだって理解している。

　だが、それでも自分達を奴隷と言う身分から人にしてくれたのは、御子柴亮真なのだ。

　勿もち論ろん、それが全くの善意でない事はコイルも理解している。

　それでも、這い上がる機会をくれた事に変わりはない。

　この世界で、弱者が這い上がる機会を得る事など殆ほとんどないのだ。

　だからこそ、コイルは逃げ出した仲間達が許せなかった。

　稀少な機会を得ながら、それを活かせず逃げ出した仲間達が……

「それは……」

　コイルの冷れい徹てつな反論にメリッサは返す言葉がなかった。

「おい、コイル。その辺にして置け」

「ケビン……」

　コイルの言葉が感情的になってきたのを察したのだろう。

　それまで黙だまって二人の会話を聞いていたケビンが、静かに割ってはいる。

　この班のリーダーはケビンだ。

　その彼に止められればコイルとしても矛ほこを収めるしかない。

　コイル自身、メリッサを責めるつもりだった訳ではないのだ。

「悪い……言い過ぎた……」

　コイルはそう言うと立ち上がった。

「何処に行く？」

　ケビンは、訝しそうな目でコイルを見る

「他の班のヤツラのところに行って来るよ」

　コイルはそう言うと、ケビンを見返す。

　揺ぎ無い眼だ。その視線に含ふくまれた意味をケビンは瞬しゆん時じに悟った。

「分かった……クラン、お前もコイルと一緒に外せ」

　コイルの言葉の意味を察したケビンは、ただ一人黙ったままシチューを口に運んでいたクランへ矛先を向ける。

　この場はどうしてもメリッサと二人きりで話をしなければならない。

　ケビンの強い視線から、クランは無言のまま立ち上がると、コイルの後に続く。

　二人の背中が、見えなくなったのを確かく認にんしたケビンは、言葉を濁にごしながらも意を決しメリッサへ問いかけた。

　それは、口にするのも憚られる疑惑。

　もし仮にその疑惑が的外れであったとしても、そんな疑いをもたれたと周囲に知られただけで全すべてを失いかねない程の……

「お前……恨んでいるのか？」

　ケビンの表情は硬くとても冗じよう談だんを言っているようには見えなかった。

「え？」

　ケビンの言葉を聞き逃す筈はない。

　低く周囲を憚るような口調だったが、ケビンの言葉はメリッサの耳にしっかりと届いている。

　それでも彼の言葉の意味が理解できず、メリッサは問い返してしまった。

「お前は……ハンナの……逃げ出した連中の事で、あの方を恨んでいるのかって聞いたんだよ」

　躊躇ためらいがちに再び告げられたその言葉を聞き、メリッサは思わずケビンへ驚きの視線を向けた。

　ケビンの問いかけは、メリッサにとってあまりにも予想外だったのだ。

　だが、だんだんとケビンの言葉の意味が彼女の脳の中に染み込んで来る。

「そんな！　何で？」

　メリッサは思わず叫び声ごえをあげた。

（何で？　何であの方を恨むの？）

　それはメリッサの本心。

　彼女にとって御子柴亮真とはまさに奴隷の身分から解放してくれた恩人であり王。

　その王を恨むなどメリッサには考えられなかった。

　メリッサの体が怒いかりで小刻みに震ふるえていた。恐らく、それは彼女の人生の中で一度として感じた事のない激しい怒り。

　そんなメリッサの顔をケビンは無言のまま見つめる。

　まるでメリッサの心の奥底まで見通そうとするかのように、その視線は鋭するどく揺ぎ無い。

　どのくらい二人は見つめあっただろうか。

　メリッサの耳に焚き木の爆はぜる音がやけに大きく響く。

「本当に恨んでいる訳じゃないようだな」

　そう言うと、ようやくケビンは強こわ張ばった表情を緩めた。

　メリッサの顔から、彼女の本心を察したのだろう。

　しかし、メリッサはそんなケビンの心情を無視して叫んだ。

　それも致いたし方かたないのかもしれない。

　彼女にとってそれはあまりにも予想外な嫌けん疑ぎだったのだから。

「何で？　何でそういう事になるの？」

　普段のメリッサからは考えられないほどの勢いで、彼女はケビンへと食って掛かかる。

　だが、そんなメリッサの剣けん幕まくにケビンは大きくため息をついた。

「メリッサ……やっぱりお前、分かっていなかったのか」

　メリッサの反応を見たケビンは、呆あきれた様な、それでいてどこか納得したような表情を浮かべる。

「どういう意味？」

「言葉通りの意味さ……お前は自分の置かれた立場を分かっていないって事」

　メリッサは、ケビンの言葉に眉まゆをひそめた。

「私だって御子柴様のご恩は十分に理解しているわよ？」

　最後の試練を耐え抜ぬき、兵士の一員として認められたあの日の事を、メリッサは決して忘れはしない。

　最初は三百数十名いた仲間達はその日、二百五十名近くにまで減っていた。

　大よそで二割近い奴隷が姿を消した計算になる。

　そして、最後まで残った彼らに、御子柴亮真は約束どおり奴隷身分からの解放を行ったのだ。

　広場に集められた彼らの目の前で、彼らを縛る奴隷の契けい約やく書しよは灰となった。

　それは彼女にとって、いや、この場に今いる彼ら全員にとって、どんな事にも勝まさる絶対的な恩義である。

　文字通り、彼らは人生を取とり戻もどせたのだから。

　それを一瞬たりとも忘れた事など無い。

　だが、ケビンはそんなメリッサの言葉に首を振ふった。

「そうじゃない……俺が言いたいのはその先さ……」

「その先？　……」

　メリッサにはケビンの言葉の意味が判わからない。

　御子柴亮真から恩を受け、それを自覚している自分達。

　その先にいったい何があるというのだろう。

「良いいか？　御子柴様は慈悲深い方だ。俺おれ達たちを奴隷の身分から解放し、ただの労働奴隷でしかなかった俺達に戦う術すべと教育を与あたえてくださった。衣食住を提供してくださってもいる……だが、それはまったくの善意からじゃない。無論、善意が無い訳じゃない。だが、きちんとした目的があってあの方は俺達に力をくれたんだ」

　それは、メリッサとて薄うす々感じていた点だ。

　わざわざ安くない金額を奴隷商人に払い、手間と時間をかけて奴隷だった子供に戦う術を教え込んだ。

　勿論、それが御子柴亮真の哀あわれみや同情といった感情から行われた行動で無い事は、メリッサ自身も理解していた。

「あの方は今、俺達を試している……」

「試している？　何を試しているというの？」

　ケビンは周囲に目を配ると、小さかった声をさらに潜ひそめてメリッサの言葉に答えた。

「俺達が本当に御子柴様に従うかどうかをさ」

　奴隷に戦う術を教えるという事は、主に歯向かう手段を与える事に等しい。

　だからこそ、通常は奴隷に教育など施ほどこさないし、戦いくさ奴ど隷れいには厳重な封印が施され、主の許しが無ければその力を振るう事が出来ないように制限されている。

　だが、御子柴亮真は、イピロスで買った子供達へ何かの制限を加えた事は無い。

　実際、訓練が始まった当初は、逃亡を防止するような手段を講じていなかった為に、訓練の過酷さから逃亡してしまった奴隷も多い。

「俺達は初め、子供だけで五人で一班だっただろ？」

　ケビンの言葉にメリッサは無言で頷く。

　亮真は当初、子供達を五人一組にして基き礎そ訓練を施していた。

　五人で常に行動させ、寝起きも五人一組である。

「だが今は俺達四人にイピロスで雇った傭よう兵へいを一人加えて五人一班だ。この意味が分かるか？」

　法術の習得を始めたあたりから、班の編成が変わったのは事実だ。

　子供だけで作られた五人班は解体され、新たに子供四人に対して新たに雇った傭兵一人という編成に変わっている。

　単純に実戦経験を持った小隊指揮官を配置するという話だったのだが、事はそう単純な物では無いらしい。

　メリッサの心にある予感が過よぎる。

「ひょっとして……監視？」

　メリッサの呟つぶやく様な言葉に、ケビンは無言で頷く。

　それを見たメリッサは、ようやくケビンやコイルがこれほどまでに、何を気にしているのかを理解した。

「いいか、俺達は篩ふるいに掛けられたんだ。そして、今も篩に掛けられている」

　ケビンの言葉が、メリッサの心へ楔くさびのように打ち込まれた。

（少し言い過ぎたか……）

　黙り込んだメリッサの打ちひしがれた様子にケビンは罪の意識を感じた。

（いや……メリッサには悪いが、言わない訳にはいかなかったのは事実だ）

　ケビン達にとって、御子柴亮真とはまさに己おのれの命を懸かけて尽つくすに値あたいする王なのだ。

　ケビン達が奴隷として売られていた時、一体誰だれが彼らに手を差し伸べてくれただろう。

　イピロスの裏通りにある奴隷商人の店の前を通る人間がケビンに与えてくれたのは、憐あわれみ、蔑み、嘲ちよう笑しようくらいのものだ。

　だが、そんな中で御子柴亮真だけは違ちがった。

（俺達はあの日誓ちかったんだ……あの方が名前を呼んでくださったあの日に……）

　ケビンの脳のう裏りにあの日の出来事が鮮やかに浮かんでいた。




　翌日。

　晴れ渡る青空の下、御子柴亮真率いる一団は目的地である入り江へとたどり着いた。

　鬱うつ蒼そうと茂る森の木々を掻かき分け、四百メートル近い川幅を誇ほこる大河のほとりを西に進むと、急に目の前の景色が切り替わる。

　まず目に入るのは延々と南北に広がる白い砂浜だ。

　その先に広がるのは、海の底まで見通せるほどの透明度を誇る蒼あおい海。

　浜辺に打ち寄せる波は穏おだやかで、潮風が亮真達の鼻を優やさしく擽くすぐった。

　遥か湾の奥には、幾いくつかの島しま影かげが微かすかに見える。

　人の手が全く入っていないこの土地は、自然の荒々しさと美しさの両方を見事なまでに具現化していた。

　三方を切り立った小高い山に囲まれたこの地は、まさに天然の要害であると同時に、森を切り開けば、海へと流れ込む大河を引き入れる事で、十分に食糧の自給も可能である。

　そして何より、全長十キロを超える海岸線は、少し手を入れれば十分に港として活用する事が出来るだろう。

「なるほど……報告は受けておりましたが、これは実に良い土地ですな」

　浜辺に突き出た丘おかの上で、二人の男が眼下の浜辺を見下ろしていた。

　彼かれらは、周辺の地形を確かめる為に此処へやってきたのだ。

　厳翁は馬上で、強きよう烈れつに降り注ぐ太陽の光に目を細めながら、傍かたわらの亮真へと話しかける。

　その顔には、一族の者が持ち帰った情報の確かさに対し、誇らしげな表情が浮かんでいた。

「あぁ。これ以上無いってくらい最高の立地だ……彼らには上等の酒を振る舞ってやってくれよ」

　亮真はそう言うと、周囲の地形に目を走らせる。

　大河と森、そして浜辺の境目あたりに存在する少し開けた場所。

　そこで、多くの人間が蠢うごめいているのが見えた。

　野営の準備だろうか。

　次々と丸太が大地に突き立てられ、天幕が張られていくのが見える。

　その光景を見ながら、亮真は満足そうに頷うなずいた。

　湾に流れ込む大河は飲み水や農業用水と、幅広い利用が出来る上に、城を造る際には水堀としても活用が出来る筈はずだ。

　木材は周囲の森から切り出す事で、いくらでも手に入るし、木々を切り出せば切り出すほど農地に利用する土地が出来る。

　イピロスから四日程ほどの距きよ離りというのも手頃だ。

　今後の発展性や防衛の容易さ。どれをとっても完かん璧ぺきといってよい立地条件である。

　亮真の言葉を聞き、厳翁は嬉しそうに顔をほころばせた。

　主に仕事の成果を認められる事ほど誇らしい事はない。

　そして、御子柴亮真は部下の功績に報いる事が最も大切だと知っていた。

　別に金を払はらう事だけが報いる事ではない。
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　大切なのは達成までの苦労を理解しねぎらう事。

　ご苦労様。良くやってくれた。ありがとう。

　そのちょっとして気き遣づかいの言葉が、人と人との付き合いには大事なのだ。

「ありがたきお言葉。彼あ奴やつ等らも御お屋や形かた様のお言葉を聞けば喜ぶでしょう」

「何しろ、拠きよ点てんの場所を自由に選べるのは数少ない利点の一つだからな。最高の土地を求めるのは当然さ。だが、正直これ程の場所とは思ってなかった。これなら直ぐに村を造れるな」

　人の手が入っていない未開の土地という事は、逆に言えば亮真の好きな場所に拠点を作る事が出来るという事だ。

　もし小さな村がこの未開の半島に一つでも存在していたら、亮真には選せん択たくの余地が無かった。

　領民の安全を保障するという観点から考えても、たとえその村がどんなに不利な立地条件であったとしても、まずはその村を拠点として開発を進めるしかない。

　新たに自分の拠点を構築しながら、村の安全を保証するだけの兵力を、今の亮真は持っていないからだ。




「若！　天幕の準備が出来やした。どうぞ、こちらへ」

　どうやら、野営の準備が出来たらしい。

　ボルツの声が丘の上に響いた。

　明日からはいよいよ、森を切り開き、村造りが始める。

「全ては此処から……か」

　亮真は挑むような視線を南へと向けた。

　まだ姿なき敵を睨み付けるかのように。







第五章　無情の業火







「おい……俺の目はどうかしちまったのか？」

　そう呟くと、男は手にした望遠鏡から目を離す。そして、自分自身が目にした光景を信じる事が出来ず、何度も手で瞼まぶたをこする。

　潮風に晒され続けた髪かみは薄茶色に変色し、その肌はだは強い日光の所為せいで赤黒く日に焼けている。その姿は、何処どこからどう見ても熟練した船乗り。

　そして、それはこの小さな船の舵を取る船尾の男も同じだ。

　男達の傍そばに近寄れば、その体から発せられる強い潮の香かおりが鼻につくだろう。

　彼らが長い時間を海で過ごしてきた結果だ。

　そして、潮の匂においと共に彼らの体からほのかに発散されるのは鉄臭い血の臭におい。この二人が普ふ通つうの船乗りではない証あかしだった。

「いや、俺の目にも同じ物が映っているぜ……自分の目が信じられねぇけどな」

　船尾で舵を握にぎる男が、海岸線を睨み付けながら答える。

　海岸線から二キロ以上離はなれた海原からの偵察とはいえ、数十年も海で生きてきた男達だ。

　二人の視力は仲間内からも高い評価を得ている。

　その二人が共に自分の目を疑ったのだ。

　牛の角のように海へ突き出た岬みさき。その角の間から見えるのは、どう見ても町だった。

　いや、少し小さな港湾都市と言っても過言ではないのかもしれない。

　夜の闇やみに抵てい抗こうするかのように、その港はかがり火が盛大に焚かれ、二人が港の全体を確かめるのに不足は無かった。

「だがよぉ……本当にこんな事が有り得るのか？」

「有り得るもクソもないだろう。目の前にある以上な……」

　そう船尾の男は吐はき捨すてた。

「それはそうだけどよぉ。頭かしらに何て言えば良いんだ？　絶対信じちゃくれねぇぜ。こんな話」

　今、実物を目の前にしても信じられない話だ。ありのままを報告したところで、信じて貰もらえるとはとても思えない。それこそ、酒でも飲んで夢でも見たんだろうと言われるのがオチだ。

「だからと言ってお前……頭に嘘うその報告でもする気か？　ばれたら生皮を剥はがれて鮫さめの餌えさにされるぜ……俺は巻き添えを喰らうのは御免だぞ」

　それは身の毛もよだつほど残ざん酷こくな私刑。

　掟おきて破やぶりや裏切り者に科せられる見せしめの刑。実際に幾いく人にんもの人間が、この残酷な私刑の餌え食じきとなっている。

　過去の情景が脳裏に浮うかび、男の体が恐怖で震える。

「ならどうすりゃいいんだ!?　お前だって他人ひと事ごとじゃねぇんだぞ？」

　自分達たちが頭と戴いただく男の冷れい酷こくさは身に染みて理解している。特に部下の嘘を彼は決して許さない。

　しかし、だからといってありのままを報告しても、報告する自分自身が信じられないのだ。他人に話して信じてもらえるとはとても思えなかった。

（畜生め……なんて貧乏くじを引いちまったんだ）

　自分が傍観者であるなら何も問題は無い。運の悪い奴だと鼻で笑えばそれで済む。

　だが、当事者となれば話は別だ。自分の命に関わってくるのだから。

「方法は一つしかねぇ。明日の朝一番にあの岬に上って、もっと間近から確かめるしかねぇな」

「正気かお前。頭に命じられたのは様子見だけだぞ？」

　頭の命令に背そむけば鮫の餌にされる。それが彼らの掟だ。

　だが、船尾の男は首を横に振った。

「どっちにしろ今のままじゃ鮫の餌にされちまう。なら、頭の命に背いても確実な情報を調べるべきじゃねぇか？　それともいっその事、逃げ出すか？」

「馬ば鹿か言え……こんな小船で逃げ出せる訳ねぇだろうが」

　彼らの乗る船は、上陸用に母船に備え付けられた小船の一つ。

　沿岸部を移動する分には困らないが、遠距離を航海するのは不可能。

　第一、水も食糧も残りは一日分しかない。北の湾に停泊している母船へ戻る片道分のみだ。

　これが普通の場所であれば、それほど悩む必要は無いが、ここは魔ま境きようとも言われるウォルテニア半島。

　下手な場所に上陸すれば怪物モンスター共の餌になるだけだ。

　国の権力から隔絶された場所であるが故ゆえに、海賊である彼らは警けい吏りによる捕ほ縛ばくの心配をしなくて良い。

　だが、それは同時に、彼ら自身もまた限られた手段でしか外界と交われない事を意味している。

「なら、道は一つしかねぇ。頭だって、キチンと理由を言えば、そう無下にはしねぇさ」

　船尾の男はそう言うと、肩を竦すくめて見せた。

「本当にそう思ってるのか？」

「他に選せん択たく肢しがあるのか？」

　質問に質問で返され、男は言葉に詰まる。彼もまた、他に選択肢が無い事は十分に理解している。

　問題なのは、どちらを選択してもあまり明るい未来は望めないという事。彼は視線を足元へ落とすと、黙り込んだ。

（クソったれ！　どっちにしてもこのままじゃ俺達は……しかたねぇ、頭の命令を無視してでも、確認するしかないか）

　大きなため息をつき、男は顔を上げた。

「分かった。船を岬に寄せろ。夜が明ける前に岸に着けるんだ」

　男の声に無言のまま頷くと、船尾の男が錨いかりを引き上げる。

（畜生め……）

　己の運の無さを嘆く男を乗せて、船は静かに岸へ向かって動き出した。




「こいつは……俺達の見み間ま違ちがいでもなんでもねぇ。信じられねぇ、一体どうやってこんな短時間でこんな……」

　北の岬に船を着けた二人は、夜の闇にまぎれて斜面を登った。そして、かがり火に照らし出された町並みに思わず息をのむ。

「町？　いや、こりゃ小さな地方都市くらいの整備はされてやがる……」

　西側の海岸線は全て石いし畳だたみで補修され、港としての機能を完全に有している。

　東側は深い堀が掘られ、北側に流れる川の水を引き込み、都市と森とを完全に隔てていた。南側には、城じよう壁へきらしき影が見える。

　万全では無いにしても、港湾都市としての機能は十二分に果たせそうである。だが、それだけならば、二人は此処ここまで驚おどろきはしない。

　問題なのは、此処がウォルテニア半島と言う魔境であり、この眼下に広がる都市は少なくとも此処二ヶか月げつ程ほどの間で創られたからだ。

「あれは石か？　少なくとも木じゃねぇな……一体どうやって建てたんだ？　イピロスから運び込んだのか？　まさか、そんな事は……だが、他にどうやって」

　望遠鏡を覗く男の口から呟きがもれた。

　海の上から見た時より、格段に得られる情報は多くなったが、疑問は逆に深まってしまった。

　全てが木造というのならばまだ理解は出来る。

　労働力をどうやってこの魔境で確保したのかという疑問にさえ目を瞑つぶれば、周囲は鬱蒼とした森だ。決して不可能ではない。

　だが、石材を使っているとなるとこれは問題になる。

　この湾を囲むように小高い山はあるが、どう見ても石切り場を造れるような地形には思えない。

　海岸の岩場から切り出すというのも考えられない事はないが、それにしても限度という物がある。

　それに、もしその推測が正しいのであれば、海岸付近に石切り場が無くてはならないのだが、そんな様子はどこにも無い。

　となれば、何処かの都市から運んできたと考えるのが普通なのだが、あいにくのところ此処は普通の場所ではない。

　イピロスにつながる街かい道どうは未いまだ整備されておらず、とても資材の輸送など不可能だった。

　いや、大部隊を護衛に付けてなら可能かもしれないが、そんな様子があれば、イピロスに潜り込んでいる仲間から連れん絡らくが来ない筈が無い。

「海路をつかって……いや、それなら俺らが気づかない訳はねぇか」

　男の呟きに答えるかのように、舵を取っていた男が自問自答する。

　彼の考えたとおり、海路を使うと言う事も可能性としては考えられるのだが、それでも目の前に広がる都市を造り上げるには一度や二度の輸送では無理だろう。

　そして、もし、そんな大船団が繰くり返かえし組まれていたとしたら、彼らが気づかない訳が無い。

　何しろ、隣りん接せつする海域にまで網の目のような警けい戒かい網もうを敷しいており、航行する船せん舶ぱくは勿論、沿岸部に存在する町にまで監かん視しの眼を光らせているのだから。

「クソ！　どうなっていやがる。あの野郎が半島にやって来てまだ二ヶ月足らずだぞ？　どうやったらそんな短期間でこんな都市が造りだせるって言うんだ」

　望遠鏡を掴つかむ手に力が入った。

　イピロスに潜り込んだ仲間から、ウォルテニア半島がとある貴族に与えられたという報告が齎もたらされたのは、今から半年以上前の事だ。

　その報告を聞いた時、彼らはその貴族の運の無さを嘲あざ笑わらった。

　ウォルテニア半島が持つ特とく殊しゆな環境を嫌いやというほど理解している彼らにとって、この半島を領地にするなど夢物語にしか思えなかったのだ。

　事実、半島を貰った貴族はイピロスに到着した後、何時いつまでも半島内へ入ろうとはしなかった。

　それを聞いた彼らは、当然だと思った。

　貰ったは良いが、領地としての価値など微み塵じんもない事に気がつき、イピロスに留まっているのだろうと考えたのだ。

　だが、彼らの考えは間違っていた。それは目の前に広がる都市が何よりも雄弁に語っている。

「一ひと先まず帰るぞ……お頭に信じて貰えるかどうかは正直に言って分からねぇが、見た事を有りのままに言うしかねぇ……」

　背筋を冷たい汗あせが滴したたり落おちる。彼の望遠鏡を握る手が震えていた。

　だが、それが何に対しての恐怖なのかは彼自身も理解してはいない。

　彼らは逃にげるように岬を駆け下りると、岩場に泊めていた小船に転がるように乗り込む。

　そして、母船目指して一路北へ進路を取る。

　だから、彼らは気がつかなかった。

　彼らの動向を闇の中からジッと窺うかがう者達の存在に……

　夜が明け、朝日が町を照らし出す。

　怪物の襲しゆう撃げきを避さける為ために煌こう々こうと焚かれたかがり火はその役目を終えた。

「おはようございます。亮りよう真ま様」

　夜が明けたとはいえ、時間にすれば午前五時を少し過ぎた辺り。まだベッドから抜け出すには早い時間だ。

　だが、亮真は既すでにローラの来訪を承知していたかのようにはっきりとした声で答えた。

「あぁ、おはようローラ。何かあったか？」

「咲さく夜やが参っています」

「獲え物ものが喰くいついたかな？」

　その言葉だけで、亮真は何が起こったのかを正確に予想した。と言うよりも、そのために彼は何ヶ月も準備してきたのだから、餌に喰いついてくれなくては困ってしまう。

「恐おそらく」

　淡々と答えるローラの言葉を聞き、亮真は人の悪い笑えみを浮かべる。

「なら、さっそく半島の大掃除と行きますかね」

　亮真の呟きにローラは無言で頷いた。




「なるほどねぇ……それで、あんたはノコノコと戻ってきたと言う訳かい」

　そう言うと、女は手にしたジョッキのエール酒を呷あおる。

　塩風に晒され、くすんだ金髪。醜いと言うほどではないが、顔の造りは極きわめて平へい凡ぼんだ。小こ柄がらな上に胸も小ぶりで、女としての魅力はお世辞にも高いとは言えない。

　しかし、それを理由に彼かの女じよを侮あなどる男はこの町には居なかった。

　男社会の中で生き抜いてきたと言う自信。それが瞳ひとみから鋭い刃やいばとなって周囲を威い圧あつする。

　彼女の名はルイーダ。

【海うみ蛇へび】の異名を持つ彼女は、ヘンリーと同じこの町を支配する頭の一人である。

「鮫もヤキが回ったようだ。そんな話をこの場に出して来るとはな……」

　ヘンリーの向かいに座すわる禿はげ頭の男も、ルイーダの言葉に同調するかのように呟いた。
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　男の名はアンドレ。

【津波】の異名を持つこの男は、女性の腰こし周りにも匹ひつ敵てきする太い二の腕うでが自慢の巨漢だ。

　彼は、綺き麗れいに剃そりあげられた頭を叩たたきながら、ヘンリーへ探さぐるような視線を向けた。

　この円卓を囲む三人こそが、この町の支配者であり、各おの々おのが率いる海賊団の船長である。

　彼らはガレオン船を旗き艦かんとし、キャラベルやキャラックと呼ばれる中型、小型の船を数隻せきずつ持っており、ウォルテニア半島とその周辺海域を荒らしまわっていた。

　今日は、月に一度開かれる定例会議。

　この町の行く末を決定する大事な会合である。

　そして今、この会議で最大の懸案が、半島を領有する事になった御み子こ柴しば亮真の動向だった。

　長年、国から見捨てられた土地だからこそ彼らは拠点にしてきたのだ。その半島に今更公的権力が介入してくる。とても見過ごす事は出来なかった。

「本気でそう思うのか？」

　低く落ち着いた声だ。

　普ふ段だんの彼であればこんな舐なめた口を叩かれて黙っているほど甘あまくはないが、今日の彼は普段と違うらしい。

（まぁ、こいつらが不審に思うのも当然だ。もし立場が逆なら、俺もこんな話を聞かされて不審に思わない訳がねぇからな）

　そんな思いが、ヘンリーの心を落ち着かせる。

　ヘンリー自身、この話を持って来た部下達の言葉が信じられず、軽く背中の皮を数枚削けずってやった上で、泣き叫ぶ彼らにその場所へ案内までさせた結果、目の前に広がる光景が現実のものであるとようやく納なつ得とくした位なのだから。

「もう一度聞く。本気で今の話がつまらないホラだと思うのか？」

　ヘンリーの言葉にルイーダは肩かたを竦めて見せ、アンドレはそのまま沈ちん黙もくを守る。

　確かに突拍子のない話ではある。

　何しろほんの二ヶ月足らずの間で、この魔境と呼ばれるウォルテニア半島に街が出来たというのだから、そんな話をいきなり聞かされて素す直なおに信じる方がどうかしている。

　だがその一方で、二人はヘンリーの実力を十分に理解している。

　ヘンリーはこの不毛な町を力で取り仕切るボスの一人なのだ。

　彼の実力を疑う必要は無い。

　貴族のような生まれ持った特権に守られている訳ではないのだから。

　もし、ヘンリーの力が他人より衰えれば、彼は直すぐさま物言わぬ死体となって海へ捨てられている事だろう。

　ヘンリーが生きてこの場に居る。その事実が、彼の実力を明確に示しているのだ。

「俺おれは、現状出来るだけの事はした。確かに上陸して調べる事も考えたが、罠わなの可能性も捨て切れなかったからな」

　俺の判断に文句があるかと問い掛けるかのように、ヘンリーは椅い子すに腰こし掛かける二人を睨にらみ付つけた。

　三人の視線が卓上で交差する。

「罠か……確かにな」

「備えをしている事自体、御子柴の野郎が用心していると言う表れだものね」

「そう言う事だ」

　ヘンリーの言葉を最後に、三人はそのまま押おし黙った。

　アンドレやヘンリーもまた、御子柴亮真という男を自分達である程度調べていたのだろう。

　長い沈黙がこの部屋を支配する。

　問題なのは、この後どうするかだ。それ次し第だいで、彼らの運命が決まりかねない。

「思い切って襲おそう……か。人数的には、三百から四百ちょいって話だろ。俺達全員を合わせれば五百を超こえるんだ。力押しでも勝算はあるんじゃねぇか？」

　この中で一番交戦的で血の気の多いアンドレが、力押しを提案した。

【津波】の異名は彼の襲撃の仕方に由来している。

　波が静かに引くかのように獲物へと忍び寄り、圧あつ倒とう的てきな物量で押し潰つぶすのだ。

　単純な力押しではない。

　綿密な下調べと準備をした上で、一気に奇き襲しゆうを掛ける。そう簡単に出来る事ではないだろう。

　それを実現できる力を持つからこそ、アンドレはこの町に君臨する事が出来るのだ。

　だが、アンドレの提案にヘンリーは首を振った。

「いや、下手に手を出だすのは不味まずい……備えの無い相手を奇襲するならともかく、相手が備えている可能性がある以上、そいつは下策だ。数は少ないが、歴戦の傭兵も居るらしいからな」

　普段なら迷わずアンドレの提案にヘンリーも乗るところだが、今回はダメだ。

「不確定要素が多すぎるか……確かに、陸上戦に関しては本職とは言えないか……だが、それならばどうする？」

　アンドレ自身も思うところがあったのか、ヘンリーに否定されても、あまり気にした様子は無い。

　確かに人数はヘンリー達の方が多いし、実戦経験も豊富。

　しかし、彼らの実戦経験は基本的に海上での物。

　国や同業者達と繰り広げる海の上での戦いならば、彼らは幾いく度どと無く潜くぐり抜けてきた歴戦の猛も者さ達だが、陸の上の戦せん闘とう経験は村や町を略奪する程度の経験しかない。

　彼らは奪う事が目的であって、戦う事が目的ではないのだから。

　それに、彼らの最大の武器は奇襲だ。

　警けい戒かい心しんが緩んだ一般人を襲う事には慣れていても、真正面から備えのある町を力で攻せめ落とすだけの戦力は無いだろう。

「ならどうするの。このまま黙って不ふ干かん渉しようを貫つらぬく気かい？」

　黙ったまま成り行きを見守っていたルイーダが口を挟んだ。

　同じ半島に居るとはいえ、亮真達が拠点にしている入り江と、この町の間には、怪物の蠢うごめく森林地帯が広がっている。

 この町自体が、周囲を切り立った崖に囲まれた入り江につくられており、人の眼めから隠かくされるように造られた町である以上、そうたやすく見つける事は出来ない。

　ルイーダの提案は消極的ではあるが、決して間違ってはいない。

【海蛇】の異名を持つ彼女は執念深く、何より待つ事が出来る人間だ。

「それで機会を窺うかがう……か」

　ヘンリーの言葉に、ルイーダはニヤリと笑いを浮かべて頷く。

　動く事を選択できる人間は多いが、ジッと機会を待ちながら動かない事を選択する事が出来る人間は少ない。

　ルイーダが実力者として君臨出来たのも、静かに当時力を振るっていた先代の力が衰えるのを待つ事が出来たからだ。

　それもただ待つだけではない。

　少しでも早くその機会が訪れるようにと、自らの力を蓄えるのと同時に、先代の力を削そぎ落とす事に従事してきたのだ。

　毒が徐じよ々じよに体を蝕むしばんで行くかの様に……

　ルイーダが【海蛇】と呼ばれる由縁である。

　だが、再びヘンリーは首を横に振ると、自らの考えを口にした。

「確かに、それも一つの手ではあるだろう。だがこの際、俺は御子柴男だん爵しやくと交こう渉しようを持つ方が良いと考えている」

　その言葉を聞き、アンドレとルイーダは訝いぶかしそうにヘンリーを見つめる。

　二人にとって、彼の言葉はあまりにも予想外だったからだ。

「交渉……ねぇ。御子柴を油断させて襲おうって腹かい？」

「案としては悪くないが、御子柴は俺達を警戒していると考えた方が良い。それに、そんな誘いに乗って警戒を緩ゆるめる様な男では無いだろう……奴やつに関しての噂うわさが本当ならばな」

　大男総身に知ち恵えが回りかねと言う言葉があるが、アンドレは人並み以上の知恵を持っている。

　それは、大陸間を行き来する交易商人であった彼の前身を考えれば当然の事。季節外れの大おお嵐あらしで交易船が沈没し、多額の借金を負うと言う不運さえなければ、彼が海賊などにその身を落とす事は無かった筈だ。

　まぁ、その際に借金を回収に来た人間を素す手でで三人程殺して逃げるような男では、彼の境遇に同情する人間も居ないだろう。

　ただ、今でこそ荒っぽい手段を使う事を厭いとわなくなってはいるが、元々は口先一つで巨万の富を築いたほどの男だ。

　幾いく多たの商談を纏まとめた経験から、彼の人を見極める目は三人の中で一番確かだった。

　そんなアンドレが部下に調べさせた情報を組み合わせて導き出した結論から見て、御子柴亮真と言う人間は、基本的に他人を信じない謀はかりごとに長たけた人間の様に思えた。

　しかも、周囲に自分の牙きばを見せないように動く慎しん重ちようさもある。

　アンドレの商人時代の経験から言って、味方に出来れば最高の友になれるが、一旦敵となったら命のやり取りをせずには終わらない、そんなタイプの人間だ。

　そういった人間から本当の意味で信用を得て油断させるのは、容易たやすい事ではないだろう。

　それこそ、謀はかったつもりが、逆に謀られる事にすらなりかねないのだ。

　だが、ヘンリーは再び首を振る。

「そうじゃない……交渉はあくまでも取っ掛かりにすぎねぇ。最終的には御子柴男爵の傘下に入るのさ。本当にな」

「正気……か？」

　アンドレの問いにヘンリーは無言のまま頷く。

「お前達も分かっている筈だぞ……」

　何をとは言わない。

　それはこの町に住む人間ならば薄々感じている事だし、この場に居る三人にとっては、正に御子柴亮真よりも重大な問題なのだから。

「確かに……俺達には後が無い……だが……」

　重苦しいため息がアンドレの口から洩もれルイーダが小さく頷く。

「アタイもどうかと思うねぇ。そもそも、御子柴男爵がアタイ達と交渉を持つかどうかすら怪しいんだよ？」

　しかし、懐疑的な目を向ける二人の視線を、ヘンリーは真っ向から見据えた。

「だが、このまま海賊家業を続けても先は見えている……だろう？」

　その言葉に、二人は押し黙だまった。

　その態度が、ヘンリーの言葉が正しい事を証明している。

　実際のところ、略奪による実入りと言うのはあまり多くないのだ。

　村を略奪すると言うのは確かに短期で見れば大きく稼ぐ事が出来る。

　貴族に搾さく取しゆされているとはいえ、平民は平民でそれなりに貯蓄をするのだから。

　略奪は、そういった蓄えを正に根こそぎ奪うと言う事だ。

　農業で言えば、来年種まきに使う分を残さないで収穫した全すべてを食べてしまう事に等しい。

　結果、継続した収入にはなりえない事になる。

　では、どうするか。

　一つ二つの村や町を根こそぎ奪い、周りの町からは税金と言う形で定期的に金を毟むしり取るのだ。

　血も涙なみだも無い海賊。襲われれば女子供も容よう赦しやなく殺し、犯おかし、奴ど隷れいとして売り払う。

　そんなイメージが、牙を持たない一般人の心を縛りつけ、その恐きよう怖ふから逃れる為に海賊へ金を払う。

　安全の為に……

　そして、これは商船を襲う際にも同じ事が言える。

　航路を通る船が居てこそ、襲う事が出来るのだ。

　海賊が出没し、襲われれば荷も命すらも根こそぎ奪うばわれる。そんな航路を誰が航海するというのか。

　多くの場合、海賊は商人から通行税として積荷の何割分かの荷か代金を貰う代わりに、航路の安全を保障する。

　そうしなければ次が無くなってしまうのだ。

　無論、イメージを維い持じする為に定期的な生いけ贄にえを必要とするが、根こそぎ奪う事が必ずしも海賊の本来の姿ではない。

　しかし、今ヘンリー達三人が率いる海賊団の後には焦土しか残らない。

　文字通り村を襲う際には、奪い尽くし、殺し尽くす。

　商船を襲う際にも同じだ。

　生き残った船員は奴隷として売り払い、積荷は全て奪いつくす。

　十年程前からその頻度は加速度的に増え、今では獲物を見つける度に毎回そんな略奪の限りを尽くすようになった。

「それは分かっている……今では獲物を探しにかなり遠出をしなけりゃならねぇ」

　吐き捨てるかの様に呟いたアンドレの言葉にルイーダが頷く。

　北方地域からの商船は、西方大陸の北回り航路を途と中ちゆうで止やめている。

　現在、定期的に運航しているのはエルネスグーラ東端の港町まで。

　そこからは陸路を使って大陸中央部を横断し、貿易都市フルザードまで輸送するのが交易路の全てと言ってよい。

　船による大量輸送と比べて、手間も人件費も余計に掛かかるが、海賊に根こそぎ奪われるよりマシと言うのが商人達の判断であり、それは正しい認にん識しきだろう。

　全ては、ヘンリー達の荒っぽいやり方が原因なのだ。

「かと言って、今の収益でも暮らしていくのがやっとだ……とても昔みたいに、甘い事をやってるゆとりはねぇ」

　昔、この町にこれほどの住民は居なかった。

　増えても年に数人。十人を超えて増える事などまず無かったのだ。

　それが、十数年程前から徐々に人が流れ込んでくる事になった。

　理由はハッキリとしている。オルトメア帝てい国こくが大陸中央部の支配を確立し、周辺諸国への侵しん攻こうが活発になった結果、西方大陸各地で戦乱が起きた時期だ。

　オルトメア帝国を始めとした大国と呼ばれる国々が領土拡大をしていく中で、西方大陸に点在した小国が、次々と滅ぼされていく事になった。

　その過程で、多くの人間が難を逃れて故郷を捨てた。

　勿もち論ろん、そのまま侵しん略りやく国の国民として生きていく事を選んだ人間は大勢居る。

　だが、敵国の民たみになる事を拒み、新天地を求めた人間も決して少なくない。

　いや、特権階級に属した人間の殆ほとんどが、放逐か処しよ刑けいのどちらかを選ばされた結果、放ほう浪ろうの道を選んだのだ。

　そういった人間の多くは、見知らぬ空の下で土に還かえる事になるのだが、幸運な一部の人間は新天地へと辿たどり着つく。

　そして、その中の一部が、このウォルテニア半島に存在する名も無き町へと流れ込んで来た。

「あの時の判断は間違っていた。それは現状を考えれば間違いねぇ」

「今いま更さらそれを言っても、どうしようもないじゃないか」

　苛いら立だち紛まぎれに吐き捨てるヘンリーに、ルイーダは慰めの言葉を掛ける。

　当時の状じよう況きようを思い返しても、結論は一つしかなかった。結論が見えた今だからこそ、間違いだったと言えるだけの事。

　当時の熱ねつ狂きようを考えれば当然だった。

　数は力だ。

　一人でも二人でも、町の住民が増えれば、それだけ怪物の襲撃に怯おびえなくて済む。

　少しずつ、大きくなっていく町。

　自分の住む町が拡大していく事を喜ばない人間は居ない。

　まして、それまで人の眼を避けるように隠れ住んできたとなれば尚なお更さらだ。

　初めは森林地帯を突とつ破ぱしたごく一部の幸運な人間だけを受け入れていたのだが、それは次第にエスカレートして行った。

　各地の港町に船を向かわせ、これはと見込んだ人間を海賊家業に誘い出したのだ。

　初めは全て順調に行っていた。海賊の頭数が増え、襲える船や町の規模がどんどんと大きくなっていく。

　周辺国から散発的に派は遣けんされた討伐部隊に怯える必要も無くなった。ウォルテニア半島周辺の海域は文字通りヘンリー達の領土となったのだ。

　そう、それが地獄の扉とびらを開く事になるなど、当時のヘンリー達に予想がつくはずが無い。

　町の住民が増える。そのおかげで、半島に生息する怪物からの襲撃は目に見える形で減っていった。

　町の住民が増える。そのおかげで、襲う事が出来る町の規模は大きくなって行く。

　彼らが有頂天になったのも当然だった。

　だから彼らは忘れてしまったのだ。彼ら自身は何も産み出さないという事を。

　通行税にも、村々からの上納金にも限度がある事を。

　だが、無計画に町の住人を増やしてしまった事により、通行税や上納金だけでは町を維持していく事が出来なくなったのだ。

　そして、一度崩れたバランスは二度とは戻らない。

　より大きな収益を上げるために人数を増やし、人数を増やした結果より大きな収入が必要になる。

　終わりの無い自転車操業の始まりだ。

　そして、彼らは次第に略奪の回数を増やしていく事になる。

　自給自足が困難な立地であるウォルテニア半島を根城にしている以上、彼らに他の選択肢は無かったのだ。

「俺おれ達たちはやりすぎた。今、この海域を通ろうって物好きは居ねぇ。海岸線にある町や村もめぼしいところは皆みんな奪い尽つくした後だ」

　ヘンリーの言葉にアンドレもルイーダも黙ったままだ。

　だが、その眼はヘンリーの言葉の裏側に隠された意図を正確に読み取り、強い光を放っていた。

「だが、だからこそ御子柴男爵と交渉の余地がある。俺達の力を売り込む余地がな」

「交渉の余地……か」

　ヘンリーの言葉に、アンドレは顎あご鬚ひげを撫でながら呟つぶやく。

　元商人としての感覚からすれば、ヘンリーの言葉は十分に実現が可能な様に思えた。

　海軍として軍事力を担になう事も、自衛出来る貿易船として交易に携わる事も不可能な事ではない。

　その一方で、問題は御子柴亮真と言う男がそういった利害に聡さとい男かどうかだ。

　海賊と言う、世間一般からは嫌けん悪おされる職業である自分達を使うだけの度量の大きさ。

　善悪に拘こだわるような人間では恐らく交渉は無理だろう。

　清濁併せ呑む事の出来る器量を持つかどうか……

（他の貴族なら可能性はゼロだろうが……こちらの態度次第では可能かもしれんな）

　そんな思いがアンドレの脳のう裏りに浮かんだ。

「何か手土産が要いるねぇ……それに、仮に手土産を渡わたしたところで御子柴の野郎が話を聞いてくれるかは賭かけになるよ？」

　それまで黙って話を聞いていたルイーダが口を挟んだ。彼女の問いにヘンリーは当然だと言うように深く頷うなずく。

　確かにルイーダの懸け念ねんは当然の事。本来なら然しかるべき仲介役を立てるべき話だ。

　勿論、海賊である彼かれらにそれは不可能であるが、せめて心象を良くする為にも手土産は必要だった。

「手土産か……何を出す気だ。金か？」

　アンドレの問いに二人は押し黙った。

　選択肢としては悪くない。

　何のひねりも無い直球であると言う点を除けば、万ばん人にんが必要とするものだし、現金を貰って喜ばない人間は居ないだろう。

　使い道も無限に考えられる以上、持て余す事も無い。

　だが、その一方で現金は送った人間を印象付ける事が無い。

　提案したアンドレ自身、幾度と無く賄わい賂ろという手段を使ってきたからこそ理解できる。

　現金は即効性がある反面、持続力が無い。

　定期的に賄賂を贈り続けるというのならともかく、初対面の人間への手土産としては余り相応しくないのだ。

「出来れば俺達の利点を印象付けられるようなものが良いい。それもなるべく物もの珍めずらしい奴が」

　それなりに見栄えがし、金銭的な価値が高い物。

　滅多に手に入らない稀少価値の高い物が特に良いだろう。

　更さらに言えば、消耗品ではダメだ。なるべく形が残るものが良い。

　そんな思いがヘンリーの言葉に滲にじんでいた。

「珍しくて俺達の利点を印象付けられる物……か」

「どうだ、何か無いか？」

　ヘンリーの問いに、アンドレは考え込んだ。

　倉庫には交易船を略奪した際に得た珍品も無い訳ではない。

　物流が発展していない大地世界アースでは、他の大陸から輸入されてくる品はどんな物でも高値がつく。

　だが、その一方で、今倉庫に眠ねむっている物の多くは実用的ではない上に、本当の意味での珍品だった。

　香辛料、装そう飾しよく品ひん、衣類、武具。

　こう言った物は使い道がはっきりしており、なおかつ需要が高い。

　逆に、書物や絵画、骨董品と言った類たぐいの物は、欲ほしい人間にとっては垂すい涎ぜんの品だが、興味の無い人間にとってはゴミにしかならない。つまり、需要が他の品に比べて少ないのだ。

　捌さばく伝つ手てがあるならば話は変わるが、今倉庫に残っているものと言えば、そういった所謂いわゆる金に換えにくい品物ばかりだった。

「半島を開拓中である今の状態では、美術品などを贈っても持て余すだけだろう……」

　ウォルテニア半島での開拓が終わった後でならば箔はくをつけるという意味で良いかもしれないが、開拓途中である今の状況で美術品などを贈っても邪じや魔まにしかならない事が目に見えている。

　せっかく贈り物をするのに、相手に喜んでもらえないのでは意味が無い。

　沈黙が部屋を支配した。

　御子柴亮真との交渉に自分達の運命が懸かっている事を、ヘンリーもアンドレも十分に理解していたから。

「しかし、あんた達の頭は肝心な時に働かないねぇ……」

　馬鹿にしたような声が、沈黙を破った。

　ヘンリーの鋭するどい視線が、卓に頬ほお杖づえをつきながらニヤつくルイーダへと突つき刺さる。

「どういう意味だ？」

　低く押し殺ころした声。そこに含ふくまれているのは明確な敵意。

　彼ら三人に共通するのは、強きよう靭じんな意志と、強固な肉体。そして、他者を圧あつ倒とうする覇気だ。

　他人に侮られて黙っている事など無い。

「待てヘンリー……どういう意味だ？　ルイーダ」

　敵意の籠こもった視線でルイーダを睨み付け、今にも飛び掛からんとするヘンリーの顔の前に、アンドレは手を突き出して押し止めた。

　その眼は、ルイーダの真意を推し量ろうとしている。

「丁度良いのが有るじゃないのさ。アタイ達の利用価値を示し、尚且つこの半島でしか手に入らない貴重品がさぁ」

　アンドレとヘンリーは顔を見合わせ、ルイーダの言葉を考える。

「半島でしか手に入らないだと？」

　ヘンリーが確かめるように呟いた言葉を聞き、アンドレの脳裏にあるモノが浮かんだ。

「そうか……アレか」

「そうさ。男なら誰だれだってアレを贈られて喜ばない人間は居やしないよ」

　アンドレの言葉を聞き、何処どこか卑しさの混じった笑みをルイーダは浮かべる。

　その笑みを見たヘンリーの脳裏に、ようやく彼女の言う貴重品が思おもい浮かんだ。

「テメェ……アレは俺達が散々苦労して……」

　ヘンリーはルイーダへ食って掛かる。

　それもある意味当然の事だ。アレはそう簡単に手に入るような物ではない。

　多大な労力と、運。どちらを欠いても手に入れる事が困難な品物。

「そんな事は分かっているわ。だからこそ贈る価値があるんじゃないの？　アレならどんな男だって喜ぶもの」

　元々ルイーダは、娼しよう婦ふとしてこの町に連れてこられた奴隷だった。

　しかし、彼女の容姿では客を取れないと判断され、娼婦達の管理という仕事を任されたのだが、これが彼女の才能を開花させた。
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　人を管理し、人を操あやつる。

　この才能にルイーダは長けていたのだ。

　娼婦達を介して次第に彼女は勢力を拡大していった。

　何しろ娯楽等などほとんど無いと言って良い世界の事だ。

　女達を支配するということは、女の肌はだに触れずには居られない多くの海賊達も支配すると言う事。

　そうやって彼女は上り詰つめたのだ。三首領の地位にまで。

「良いだろう。お前を信じよう……どちらにしろ直ぐに買い手を見つけられるような様な品物じゃない。なら、此処で贈り物にするのも悪くないからな」

「チッ……仕方ねぇか」

　アンドレの言葉に、ヘンリーも舌打ちしながらも頷く。

　金に換えられない程ほどの貴重なアレ。

　それほどの物を贈れば、海賊である自分達の話を聞いてくれるかもしれない。

　そんな思いが三人の中に浮うかんでいた。

　朝日の差し込む窓から、木き槌づちを打ち込む音が響ひびいて来た。

　それに、大勢の怒ど鳴なり声ごえや、人の蠢く雑多な音が彩いろどりを添える。

　人口と言う意味では、辺へん鄙ぴな村程度でしかないはずなのに、外から聞こえてくるのはまるで都会の様に活気に満ち溢あふれた躍動だ。

　強固な目的意識を持った人々が、何かを作り上げる途中とはこういうものなのだろう。

　亮真の眼に映る人々の顔には希望がみなぎっている。

（町はだいぶ形になってきた……石畳の道路に大型船も受け入れられる港湾。城壁の方も実用に耐たえられるレベルまで出来ている……問題は例の件か……シモーヌからの積荷は既に届いている。後は咲夜からの連絡待ちだな）

　既に街は移民を受け入れる為の住宅の建築が始まっている。

　最後の問題さえ片がつけば、ウォルテニア半島は新たな姿へと生まれ変わる事が出来るのだ。

　そして準備は既に整っている。後は時期を待つだけ……

「亮真様。よろしいですか？」

「あぁ。ローラか。何かあったのか？」

　窓から見える街の風景をぼんやりと眺めながら物思いに耽ふけっていた亮真は、扉を叩くノックの音を聞くと扉へと視線を向けた。

「ご報告が」

　そう言うローラの顔には、戸惑いと驚きが入り混じったなんともいえない表情が浮かんでいる。

　余よ程ほど、予想外な事が起こったのだろう。

（何か起こったな……）

　亮真は無言のまま眼で先を促した。

　そして彼女の報告を聞いた亮真の顔に、驚きの表情が浮かんだ。




　その部屋は粗そ末まつだった。

　木で造られた柱と壁。

　それらは強固に造られてはいたが、むき出しのままであり、とても貴族の執しつ務む室しつとは思えない。

　部屋は爵しやく位い持ちの人間が使う部屋である為、それなりに広く造られている。

　だが、それも部屋に設しつらえられた家具が木目の粗あらい執務用の机と椅子だけとなれば、逆に粗末さを際立たせてしまう。

　それもある意味当然なのかもしれない。

　亮真がこの部屋を使うのは日に二回。朝と夜の報告を受ける時だけなのだから。

　勿論、シモーヌから購こう入にゆうする品物の一覧や明細の確かく認にんなど、書類仕事もある事はあるが、その件数は圧倒的に少ない上に、そういった細かい仕事の大部分はボルツやマルフィスト姉妹に任せてしまっている。

　亮真が確認するのは、彼らだけでは決済出来ないごく一部の書類だけだ。

　では、亮真は何をしているのかと言えば、毎朝、現場監督として周りに活を入れつつ、率先して街造りに参加していた。

　自らが率先して体を動かす。

　あざとい手段だが、階級社会であるこの世界ではこれが殊ことの外、大きな効果を齎した。

　何しろ、多くの兵士達たちにとって貴族とは支配する者であり、搾取する者なのだ。

　貴族とは、自らは何も産み出さず領民から奪うだけの存在。

　実際には大きな責任と代だい償しようを払はらっているのだが、支配される人間から見れば、そういった負の部分は眼に入らない物だ。

　その支配階級の一人である亮真が、自分達の中に交じって体を使う。

　その試みは亮真と兵士達との距きよ離りを確実に縮めたのだ。

　共に汗を流し、言葉を交かわす。

　同じ食事をし、粗末な木のベッドで眠る。

　亮真のそういった態度は、確実に兵士達の信しん頼らいを得ていた。

　全ては順調に進んでいたのだ。そう、ローラからあの報告が齎されるまでは……

（クソッ。どうする……）

　机の上に置かれた羊皮紙を睨み付けながら、亮真は心の中で舌打ちをした。

　幾度と無く繰り返した問いかけだ。

　既に夜の帳とばりが辺りを支配している。

　ローラの報告を聞いた亮真は、一日中部屋の中に籠り続けた。

　昼食もとらず、亮真はひたすら自問自答を繰り返している。

　いや、実のところ結論は既に出ているのだ。

　問題は、結論を実現する為にどうするかと言う事……

（亜あ人じん……か）

　海賊から届けられた交渉を求める手紙。その中に書かれた贈り物こそ、亮真を半日の間苦しめる事になった原因だった。

　亜人。

　それは、ウォルテニア半島に存在すると噂される、一般的には絶滅したはずの種族。

　今朝、湾の中に入り込んできた一艘そうの小船が齎したのは、亮真との交渉を求める手紙と一人の亜人だった。

　彼女の肌は艶つやのある褐色。髪かみは透き通るような銀髪で、耳は人間より尖とがっている。

　一般的に黒ダークエルフと呼ばれる種族だ。

　生きた宝石。

　そういう形容詞が相応ふさわしい程ほどに彼女は美しい。

　男なら誰でも彼女の放つ魅力の虜とりことなるだろう。

　いや、女ですら例外ではない。

　ローラやサーラはもとより、ボルツやリオネと言った人生経験豊富な人間も、彼女を目にした瞬しゆん間かんからその美貌に眼を見張ったのだ。

　確かに、彼女はウォルテニア半島という特とく殊しゆな土地ならではの贈り物と言えるだろう。

　亮真も男である以上、美しい黒エルフなどを贈られて喜ばない筈はずが無かった。

　そういう意味で言うなら、海賊達の選せん択たくは正しかったと言える。

　だが、彼らは思い違ちがいをしていた。

　そしてその勘かん違ちがいが、全ての歯車を狂わせる事になる……

（見捨てる訳にはいかないか……）

　危険を承知の上で亮真はついにある決断を下す。

「済まない。厳げん翁おうを呼んでくれ……」

　その言葉にローラは無言のまま小さく頷くと足早に部屋を出ていった。




　港の桟さん橋ばしには、何隻かのガレオン船が錨いかりを下ろし静かに帆ほを畳たたんでいた。

「ようこそおいでくださいました。御子柴男爵閣下」

　ガレオン船から桟橋に降り立った亮真を、十人近い人間が出で迎むかえる。

　先頭はヘンリー、アンドレ、ルイーダと言った三人の首領達。

　その後ろに並ぶのは、彼らの側近達だろう。

「私の名はアンドレ。この町の長おさの一人でございます。このような辺鄙な土地ではタカが知れておりますが、本日は精一杯おもてなしさせていただく所存です」

　アンドレは一歩前に進み出ると、深々と腰を折る。

　元交易商人だけあって、こういった場面の場数を踏んでいるからだろう。

　その風貌とは対照的に、まるで流れるような完かん璧ぺきな作法だ。

　彼の動作に続いて後ろに控えている者達も一いつ斉せいに頭を下げた。

　事前に綿密な打ち合わせを行ったのだろう。

　彼らは海賊でありながら完璧な礼れい儀ぎ作法で亮真を迎えた。

「いや、こちらこそ態わざ々わざ迎えの船までよこして貰もらって……今日はどうぞよろしく」

　そう言うと、亮真は軽く頭を下げた。

　日本でならまず無難な挨拶だろうが、身分制度の存在する大地世界では、亮真の態度はアンドレ達に違和感を持たせた。

　身分的に亮真は爵位持ちの貴族であり、アンドレ達は所しよ詮せん平民であり犯罪者でしかない。

　形式的には、亮真がアンドレ達に頭を下げなければならない理由は存在しないのだから。

　アンドレ達は一いつ瞬しゆん怪け訝げんそうな表情を浮かべた。しかし、それをこの場で口にするほど愚おろかではなかった。

　アンドレはにこやかな笑みを浮かべると、先頭に立って亮真を町の中へと案内する。

「お供の方々の数が少ないように見受けられますが？」

　ルイーダは亮真に続いて船を下りてきた兵士達を見て首を傾かしげた。

　ざっと数えた限りでは二十名前後くらいしか居ない。

　確かに兵士は皆、黒一色で染められた革の鎧よろいを着込んだ上で槍やりを手にしており、これから戦いくさにでも出ようかと言うほど完全武装ではある。

　だが、余りにも少なすぎた。

　本当に必要最低限の人数しか連れてきていないのだろう。

「えぇ、余り大人数でもね」

「はぁ……？」

　そういって脇を通り過ぎた亮真の答えに、ルイーダは内心首を傾げた。

　別に護衛の兵が少ない事はルイーダ達にとって悪い事ではない。

　ただ、その一方で釈しやく然ぜんとしないのだ。

　別にルイーダ達は亮真を騙だまそうとしている訳ではない。

　彼らは本心から亮真の傘下に入りたいと思っている。

　だが、それはあくまでもルイーダやヘンリー達の都合であり、亮真がどのように受け取るかとは別問題なのだ。

　亮真の今の言葉を素直に受け取るならば、友好的な相手に大人数の警護兵を連れて行く必要は無いという風に受け取れるが、ルイーダはそこに何か引っかかるものを感じたのだ。

　アンドレに先導されながら会談の場へ向かって進んでいく亮真と護衛達。その後ろ姿へ鋭い視線を向けながら桟橋に佇たたずむルイーダは、傍かたわらに立つヘンリーへ疑問をぶつけた。

「あんた……どう思う？」

「あん？　何がだ？」

「何がって……アイツの事さ……嫌いやな感じがしないかい？」

「そうかぁ？　俺は別に感じないけどな。いや、俺は逆に良いと思うぜ？　何しろ俺らを対等にあつかってくれているみたいだからなぁ。他ほかの貴族じゃ考えられないだろうよ。やっぱり平民上がりだからかねぇ」

　ヘンリーはそう言うと顎あご鬚ひげを撫なでながらニヤリと笑った。

　それこそ平民が頭を下げても鼻も引っ掛けない貴族が大勢居る中、亮真は海賊であるヘンリー達へ軽くでも頭を下げ挨拶を返している。

　その態度がヘンリーには衝しよう撃げき的てきだった。

　だが、それは別に悪い印象と言う訳ではない。

　いや、貴族に虐しいたげられてきたヘンリーにとって、それは新鮮で評価に値する態度だ。

「アタイが気になっているのはそこさ……なんでアイツはアタイ達にあんなに愛想が良いんだと思う？」

「そりゃぁおめぇ、俺達の利用価値を知っているからだろうよ。それに、アレを送った事が印象を良くしたんじゃねぇのか？　大体、相手が友好的なのの何処に問題があるって言うんだ？」

「それは……でも、アタイ達に都合が良すぎやしないかい？」

　ルイーダが気になるのはそこだ。あまりに自分達にとって都合よく行き過ぎている。

　亮真の態度もそうだ。

　平民上がりの貴族だからこそ、こういった場面では舐められまいと高圧的な態度をとるのが当然なのに微み塵じんもそんな様子は無い。

「あぁ？　何を言ってるんだオメェは。印象を良くする為ために亜人の中でも飛び切りの上玉をアイツに贈ったんだろうが……アレを受け取っておいて俺達の印象が悪かったら丸損じゃねぇか。大体、印象を良くする為にアレを送ろうと言い出したのはオメェだろうが？」

　今、ヘンリー達が捕獲している亜人は全部で三人。

　全員肌の褐色の黒エルフと呼ばれる女だが、その中でも特に若くて美しい女を贈ったのだ。

　希少価値が高すぎる為そう簡単に換金は出来ないが、捨て値でも金貨で数百は下らないという亜人の女。

　何せ容姿には優すぐれているし、老化が遅おそいため何十年でも楽しむ事が出来るのだ。

　それほどの贈り物をしたのだから、亮真の態度が友好的なのは当然だとヘンリーは思っている。

「それは……」

　ルイーダはヘンリーの言葉を聞き押し黙った。

「疑い深いのも時と場合によるぞ？　せっかく上手うまく進んでるんだ。つまらない事を気にしてアイツの機き嫌げんを損そこねるような事はするなよ？」

　そう言い残すと、呆あきれる様に首を振ふりつつヘンリーは桟橋を後にした。

「確かに……ね」

　全ては自分が思い描えがいたとおりの展開をしている。

　狙ねらい通り御子柴亮真とは交渉の場を設ける事が出来たし、自分達への印象も先ほどの態度を見れば悪くないように見える。

　護衛の数が少ない事も、亮真がルイーダ達を信用している表れだろう。

　桟橋に残されたルイーダは一人呟くと、湧わき上あがってくる不安と疑念を振り払う。

　折角上手く進んでいるのだ。此処ここでつまらない疑念を口にして台無しにする訳にはいかない。

　そんな思いが、彼かの女じよの心を縛しばり付つけていった。




「さぁどうぞ御掛けください。今、冷たい物を持ってこさせます」

「えぇ、では失礼して」

　アンドレの勧すすめに従って、亮真がゆったりとソファーに腰こしを下ろすと、そのタイミングを見計らったかの様に扉をノックする音が響いた。

「入れ」

　アンドレの言葉に従い、一人の女が飲み物とお茶請けの菓子を盆ぼんに載せて入ってきた。

　三十代半ばくらいか。

　容姿は悪くないが、何処と無く蓮はすっ葉ぱな感じのする女だ。

　おそらく酒場で働く女に付け焼やき刃ばの礼儀作法を叩たたき込んだのだろう。

　不慣れな手つきで卓の上に飲み物を置き、彼女はギクシャクしながら一礼すると部屋を出て行く。

（俺おれの機嫌を損ねないように必死か……ご苦労なこった）

　亮真はこみ上げてくる冷たい嗤いを必死で抑え込んだ。

「後ろの方々もよろしければ如何いかがですか？　良く冷えておりますよ」

「いえ、私達にはお構いなく」

　ローラは表情を変えずに、アンドレの誘いを撥はね除のけた。

　亮真の後ろに直立不動で立つのは、マルフィスト姉妹だけ。

　この部屋に居るのは、亮真とアンドレ、そして警護役のマルフィスト姉妹の四人だ。

「そうですか……失礼いたしました……あぁ、申し遅れましたが、他の護衛の方々は別室にて寛くつろいでいただいております」

　姉妹に提案をすげなく切り捨てられたアンドレは、間を持たせようと分かりきった事を口にした。

　そもそも、会談の場に全員を入れられないからと、護衛の大半を別室に案内したのはアンドレ自身なのだ。

　だが、亮真は笑えみを浮かべると軽く頭を下げた。

「えぇ。お手数を掛けます」

「とんでもございません。精一杯おもてなしをさせていただきますので……ところで……閣下……」

　どう切り出そうか迷うような口ぶりのアンドレに、亮真は笑みを浮かべて切り出だした。

「先日ご提案いただいた件ですね？　皆さんが私の傘下に入ってくださると言う」

　先週送られて来た手紙には、アンドレ達の考えが全て書かれている。

　彼らが何を考えて、何を望んでいるかを亮真は既すでに理解している。

　今日行われるのは、亮真の決定をアンドレ達へ通知する為だけのもの。

　余計な言葉を言う必要は無い。

「は……はい。その通りです。先日お贈りした亜人は私共の誠意の印でございます」

「誠意ですか……なるほどなるほど」

「失礼を承知で正直に申し上げますが、あれほどの一品はそうそう手には入りますまい。何せ連中は村の周りに強固な結界を張はり巡めぐらしており、捕らえるには連中が結界の外に出てくるのを待つしかないのですから……」

　一口に結界の外に出てくるのを待つと言っても、ここは凶悪な怪物モンスターが徘はい徊かいするウォルテニア半島。

　そんな場所で獲え物ものが出てくるのをじっと待つ為には、大変な労力が必要になる。

「なるほど、大変な手間隙ひまを掛けて捕とらえた物を贈って下さった訳ですね。いやいや、そうでしたか……」

　亮真はしきりに頷く。

　最後のダメ押しとばかりに、アンドレは自分達がどれほどの労力を掛けたのかを力説した。

　危険をアピールすればするほど、自分達の印象がよくなると判断したのだ。

　それは元商人であるアンドレにとって幾いく度どと無く経験してきた物だ。

　相手に高値で物を売りつけるのなら、その品物がどれほど貴重なのか、それを得る為にどれだけの労力を費やしたのかを説明すればいい。

「それほど貴重な物を……なるほど、皆さんのお気持ちは良く分かりました」

　ひとしきり黙ってアンドレのアピールを聞いた亮真は、静かに頷いた。

「おぉ、では！」

　亮真の言葉に、アンドレは歓喜の笑みを浮かべた。

　それは、自分達の望んだとおりの結果を得たという会心の笑みだ。

（ルイーダの言うとおり、所詮男か……やはりアレを贈ったのは正解だった）

　いや、既にアンドレの中では結論が出ていた。

　もし否なら、御子柴亮真が態々此処に来る必要など無い。

　今日この場に来た。この事実が全てを物語っているとアンドレは考えたのだ。

　だが、彼の思いは無残に打ち砕くだかれた。

　冷たい笑みを浮かべた亮真の言葉によって……

「えぇ、貴方あなた達たちには消えてもらいます」

　その言葉が亮真の口から放たれた瞬間、後ろに控えていたローラとサーラの剣けんがアンドレへと襲おそい掛かった。

　あまりに予想外な言葉にアンドレはなす術すべも無く体を貫つらぬかれる。

「では、始めるか。手はずは分かっているな？」

　驚愕のあまり眼めを見開いたまま事切れたアンドレの死体を冷たい眼で見下ろしながら、亮真は姉妹へ問いかける。

「はい」

「やれ！」

　静かに頷くマルフィスト姉妹に亮真は鋭く命じた。

「太陽の欠片かけら、火の申し子、地に落とされし汝なんじら罪深き火の神の子らよ。今こそその罪を浄化し天へと帰らん」

　まるで詩を朗読するような美しい響きが亮真の耳に木霊こだました。

　詠えい唱しように伴いチャクラが回転をはじめ、マルフィスト姉妹の生気プラーナが唸りを上げて彼かの女じよ達たちの体を駆かけ巡る。

「火神天昇覇バーニングピラー」

　最後の詠唱と共に、姉妹の手が地面へと叩きつけられる。

　その瞬間、轟ごう音おんと共に大地が揺れ灼しやく熱ねつの火柱が屋や敷しきの天てん井じようをぶち抜ぬいた。




　眼下に広がる町の中心部から突とつ如じよとして噴き上がった炎ほのおの柱。

　湾を囲む切り立った崖がけの上に居る全員が待ち望んだ合図の炎だ。

　黒い覆ふく面めんで顔を覆おおった男が、無言のまま咲夜の背後に進み出る。

　その気配を感じたのか、咲夜が後ろへ振り向いた。
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「分かっています。貴方達、準備は出来ているわね？」

　咲夜の言葉に黒い影かげは無言のまま頷くと、襷たすき掛がけにした革かわのベルトに挟はさまれた小ぶりの花か瓶びんを手にした。

　取り立てて眼を引くような物ではない。

　胴体の部分はずんぐりと丸く、首の部分は細くなっている、何処にでもありそうなごく普ふ通つうの陶とう製せいの花瓶である。

　ただ、幾いくつか普通とは違う点もあった。

　一つはその花瓶には花ではなくボロ布が詰め込まれている事。

　そしてもう一つが花瓶の数。

　忍び達のベルトに紐ひもで固定された花瓶の数はおよそ十個。

　彼らの数はおよそ二十人程であるから、この場には用途不明な花瓶が二百個ほど存在する計算になる。

　態々動きを妨さまたげないように工夫されているところを見れば何か目的があるのだろうが、この姿だけを他人が見れば思わず笑い出してしまう事だろう。

　だが、この場に居る誰一人として、自らの格好を恥ずかしがる様子など無い。

　いや、それどころか、彼らの眼には冷たい刃の様な鋭さが浮かんでいる。

　彼らは自分達が何をするのか、何故なぜそれを行うのかをきちんと理解していた。

（初めは何故そんな説明を下忍一人一人に行うのかが分からなかったけれど……）

　末端の実行人員にまで目的を説明するのは非常に時間と手間の掛かる作業だ。

　実際、咲夜が一族から仕事を命じられた時には、そんな説明はされた事が無い。

　長老衆から仕事を命じられればそれをただ実行するのみだ。

　何故などと理由を問い返す必要は無かったし、その権利も無かった。

　だが、今回は違っている。

　亮真は咲夜や厳翁、リオネなどを介して末端の兵にまでその目的と必要性を明確に説明した。

　今までの状態でも別に忍び達は不満に思ってはいないだろう。

（でも、明らかに戦意が違う……）

　気配の消し方も冷静さも普ふ段だんと少しも変わらない。

　それでいながら、明確な目的意識は彼ら一人一人の心理を高こう揚ようさせ、彼らを戦場へと駆り立てている。

（それも当然か……ようやく形になってきた自分達の街を、他人に干かん渉しようされるわけには行かない……たとえそれがこの国の支配者であるルピス女王でも……）

　咲夜の脳裏に、先日行われた会議の光景が過よぎった。




　その日、外から木槌の音が飛び込んでくる一室で、大きな円卓を囲み七人の男女が腰をかけていた。

　彼らの多くには、亮真の説明を聞き戸惑いの表情が浮かんでいる。

「そういう訳で、みんなに集まって貰ったって訳さ……忙しいところ悪かったな。特に咲夜」

「あっ、いえ。そういう事情でしたら……それに見張り役を何人か置いてきていますし」

　亮真の言葉に咲夜は首を横に振る。

　海賊の殲せん滅めつを命じられた咲夜は、つい先日送り込まれてきた海賊の偵察隊を逆に追つい跡せきする事によって連中の根城を既に特定していた。

　その後、咲夜は徹てつ底てい的てきな偵察を行い、海賊の持つ船数やその人員に始まり、町の地形等を詳細に調べ上げていた。

　後は亮真の命令を遂すい行こうするだけの手て筈はずだったのだ。

　そんな咲夜の下もとへ亮真から帰還の命令が届いたのは、全すべての準備が整おうとしていた丁度その頃ころの事だ。

「それで……亮真様はどうなさるおつもりなのですか？　海賊達の恭きよう順じゆんをお認めに？」

　咲夜の問いかけに答えたのはリオネだった。

「そいつは……難しいんじゃないかい。あの子達は今のところは従順だけど、そんな事をしたら不満を持つどころじゃない筈だよ？」

　その言葉にボルツも深く頷く。

「そいつは当然でしょう……海賊の略奪によって故郷の村を焼かれた上に、親兄弟を殺され自分は奴ど隷れいとして売り飛ばされた訳ですから。幾ら、今は奴隷の身分から解放されたと言っても、連中に対しての恨うらみがそう簡単に消える筈がありえやせん」

　その言葉に、誰もが無言のまま頷いた。

　全ての奴隷達は亮真によって兵士の身分と引ひき換かえに解放されている。

　しかし、奴隷になったと言う過去がそれで消え去る訳ではない。

　いや、現在が満ち足りているからこそ、奴隷時代の悲惨な生活はより鮮明に彼らの脳裏に刻み込まれている筈だ。

「しかし、海賊の戦力を切り捨てるのは惜しい。殲滅を前提にしていたのは、連中がこちらに従うとは考えられなかったからです。連中から恭順してきた今、あの戦力は使い道があるのでは？」

　厳翁の問いに、誰もが押し黙だまる。

　正直に言って、厳翁の言葉を否定するだけの根こん拠きよは無いのだ。

　別に海上戦力としてだけの価値だけではない。

　海域の支配権確保から始まり、交易そのものの実じつ施しなど利用価値は無数にある。

　将来的な展望はともかくとして、現在のウォルテニア半島には農地も漁場も存在していない以上、財源として考えられるのは怪物から得られる材料を売るか、亜人を奴隷として売り払うかぐらいしかないのだから。

　だが、理性的な部分はそうでも感情的にはとても納なつ得とくなど出来はしない。

「それはそうだけど……それじゃぁ、あの子達の不満は切り捨てるつもりかい？」

　リオネの声には剣けん呑のんなものが含まれていた。

　目先の利益だけを考えるのであれば、海賊達の恭順を受け入れる事は悪い事ではない。

　だが、長期的な展望に立って考えた場合、恐おそらく兵と海賊達の間で軋あつ轢れきが起こる。

　直すぐには噴出しなくても、近い将来必ず……

　圧あつ倒とう的てきに不利な状じよう況きよう下かで、亮真の持つ数少ない強みの一つが兵達一人一人の質と高い忠誠心。

　法術の習得と最高級ではないがそれなりに質の高い武具。最近では読み書きや計算と言った教育まで行っている。

　奴隷身分からの解放とこれらの待たい遇ぐうは、兵一人一人に強固な忠誠心を植え付けていた。

　問題は海賊達の恭順を認める事で、その忠誠心にひびが入るかもしれないと言う事。

　兵の束ね役であるリオネやボルツにとって最重要な懸念点だ。

　だが、そんな懸念を亮真は簡単に吹き飛ばして見せる。

「俺はあいつ等の恭順を認めるつもりは無いよ」

　低く冷たい声が部屋に響き渡った。

「よろしいので？」

　誰もが口をつぐむ中、厳翁は恐る恐る亮真の顔色を窺うかがう。

　別に厳翁は自分の意見に固こ執しつしている訳ではなかった。

　最終的な決定をするのは亮真の仕事であり、自分達は考こう慮りよ点てんを挙げ彼の思考を補助する事だと、この場に居る誰もが理解していたから。

　とは言え、普段の亮真であれば厳翁の出した利点を重視するのが自然と思われるのも確か。

　だが、そんな周囲の疑問は亮真の次の言葉であっさりと消え去った。

「あぁ、連中の思おも惑わくがどうであれ、俺おれ達たちが連中を受け入れるのは不可能だ。何しろあいつらは凶悪な犯罪者だからな」

　心情がどうのこうのと言う話以前の問題だ。

　幾ら人の命が軽いこの大地世界とはいえ、法が無い訳ではない。

　適切であるかどうかは別にして、全くの無法では国が成り立たない。

　ウォルテニア半島は、形式上はローゼリア王国の領土。

　当然、海賊達はローゼリア王国の法で裁かれる。

　そして、海賊行こう為いは大地世界のどこの国においても死し刑けいだ。それも海賊個人のみならず、その家族も含めて。

　勿もち論ろん、通常の殺人より刑が遥はるかに重いのだがそれには当然理由がある。

　海賊が自分達の利益の為に日常的に他者を害すると言う事だからだ。

　また、そういった見せしめを行わなくては、治安の維い持じが難しいし、何より国民が納得しない。

　慈悲や倫りん理り観かんと言ったものは、時代や教育、生活環境に因よって大きく左右される。

　現代日本では明らかに野や蛮ばんな法と言われるだろうが、この世界ではそれが当然であり、下手に慈悲をかければ、慈悲をかけた人間が責められる事になる。

　海賊達が更正したかどうかなど、この大地世界の人間には無意味で無価値なのだ。

　そして、その血ち塗ぬられた財貨で生活したその家族も同罪でしかない。

　勿論、亮真がルピスより得た自治権を盾に法を無視する事は可能だが、それでは周辺の貴族やその領民との間に無用な軋轢を生む。

　亮真が絶対的な強者であるならともかく、ローゼリア王国の新興貴族でしかない今の状況でそれは余りに大きなリスクであった。

「俺がこのウォルテニア半島を領地として賜たまわった以上、治安維持の責任は全て俺に有る。今の所は何処からも来ていないが、俺が連中の恭順を認めれば、過去に遡さかのぼって責任を求められかねない」

　長年放置された土地であり、統治が困難だと分かっているからこそ誰も何も言わないだけで、このまま放置すればその責任の全ては亮真に負わされる事になるだろう。

　それはある意味当然の事。

　誰も責任者が居なかったからこその放置であり、御子柴亮真と言う責任者が出来た以上、その責任は亮真が負わなければならないのだ。

「とまぁ、色々と理由を述べたが、はっきり言って俺は連中が嫌きらいだ」

　亮真はそう言って嗤わらう。

　海賊達の境遇は理解している。

　望んで海賊になった訳ではないのかもしれない。

　彼かれらは被害者なのかもしれない。

　同情の余地が無いとは言わない。

　だが、彼らが被害者としての権利を主張できるのは、彼らを傷つけた加害者に対してのみだ。

　決して、無関係な一般市民にそのツケを負わせて良い筈が無い。

　心理的にも、実利的にも海賊達の恭順は受け入れられない事だった。

「だから、俺は連中に消えてもらう。異論があるか？」

　冷たく鋭い視線が、円卓を囲む全ての人間に突き刺さる。

　この瞬間、海賊達の運命は決したのだ。




「咲夜様、ご命令を」

　咲夜は男に声を掛けられ、我に返った。

（ダメ……集中しなきゃ……）

　将しよう棋ぎで言えば既に詰みの状態。

　海賊達に逃れる術は無い。

　だが、それは油断をして良いいと言う事ではない。

　咲夜は無言のまま頷うなずくと、手を高々と振り上げる。

「散りなさい。時間は余りありません。半数はお爺じい様さまと合流し、目的の者をすばやく確保！　残りは私と共に火を付けます。次の合図があるまでは、決して御屋形様の退路を断たないように！」

　引き絞しぼられた弓から矢が放たれるが如く、咲夜の命に忍び達は静かに駆け出した。

　入念な打ち合わせを事前に行っているので、今いま更さら、咲夜に言われるまでも無い。

　彼らは無言のまま頷くと、太い木にしっかりと結び付けられた綱を手に握にぎりしめ、次々に崖から宙へと飛び出して行った。

　ヘンリー達が作り出したこの名も無き町は、正に天然の要害と言える。

　三方を切り立った高さ十数メートルの崖に囲まれ、北側に広がるのは大海原。

　崖には人がすれ違うのがやっとと言う道幅の階段が二ヶ所あるのみ。

　元々は森の中を徘徊する怪物モンスター達への備えだろうが、それがそのまま戦の際には防壁となっている。

　森側から正攻法で町を攻せめるには、岩肌をくりぬいて造られた細い階段を下りる他に手段は無い。

　ただし、それはあくまで正攻法にこだわればの話だ。

　怪物には無理でも、人間ならば幾らでも方法はある。

　そう、綱に掴まりながら降りる方法などが……

　現代社会で眼にするようなカラビナなどの器具は無いが、大地世界に生きる彼らにとっては無くて当たり前。

　彼らはたった一本の命綱に全てを託し、崖を軽やかに滑り降りていく。

「ボルツさん、後はお願いしますね」

　そう呟つぶやくと、咲夜は綱を手にして虚空へとその身を投げ出した。




「御屋形様……お待たせいたしました」

　アンドレを始末した亮真達の下に、厳翁が静かに姿を現した。

　黒染めの服に黒の頭ず巾きん。

　忍び装束に身を固めたその男の顔を確かめる術は無かった。

　だが、僅わずかに布の隙すき間まからこぼれる鋭するどい眼光と低く押し殺ころした声は厳翁しかいない。

「見つかったか？」

　亮真の問いに厳翁は静かに頷く。

「無論です……既に確保を終え、護衛を付けて船着き場の方へ向かわせています」

　厳翁の役割は捕らえられた亜人の確保。

　彼らは昨夜のうちに、西側の岬から泳いで湾内へと回り込んだ。

　忍びは総合職というが、確かに彼らは何でもそつなくこなす器用さを併せ持つ。

　夜や陰いんに紛まぎれて、海側から泳いで進入する事も彼らには不可能な事ではない。

　そして、亜人が捕らえられている牢ろうを見つけた厳翁とその配下は、亮真の合図を静かに待っていたのだ。

「流石だな。なら、さっさと船着き場に向かって次の段階に移りますか。咲夜達も始めたようだしな」

　窓の外ではあちらこちらから火の手が上がり、町は混乱の坩る堝つぼと化している。

「崖側の階段はボルツ殿どのが封ふう鎖さ済み……船着き場さえ押さえてしまえば、この町の連中に逃げ場はございません」

「あぁ、予定通りって事だな」

　亮真の顔に冷たい笑みが浮うかぶ。

　亮真は決して人殺しが好きな訳ではなかった。

　だが、必要ならそれを躊躇ためらう事もない。

（罪深き町か……燃えちまえ！　良いも悪いも無い。全てを灰にするまで……）

　弱者が弱者を踏ふみつける事で発展した町。

　そうする事でしか生き残れなかった人々。

　これ程ほど、救いが無く歪ゆがんだ構図があるだろうか。

　この町はあってはいけない町。

　この町の住人は生きていてはいけない。

　全ては亮真が前に進む為の糧かてだ。

（俺は強くなる……絶対に！）

　湧き上がってくるのは憎ぞう悪お。

　この不条理で、狂くるった大地世界への限りない怒いかりだった。

　亮真は厳翁とマルフィスト姉妹を連れ、黒こく煙えんと悲鳴が渦うず巻まく町へと歩き出す。

　全てを終わらせる為に。




　そこかしこから怒ど号ごうと悲鳴が響ひびき渡わたる。

「重しげ佐すけはこのまま咲夜と合流しろ。孝こう太た郎ろうはワシと共にこい。残党を狩る」

　厳翁は素す早ばやく周囲に命令を下すと、影かげ達たちは一斉に散らばる。

　三人の首領の内、アンドレは既に亮真の前でマルフィスト姉妹の手によりその命を絶たれている。

　問題は残りの二人だ。

（さて……問題は何処どこに逃げたか……）

　伊い賀が崎さき衆しゆうの急襲により既に町の大半を制圧している今、脱出は至難の業わざ。

　しかし、連中も降こう伏ふくして命を助けてもらえると思う程愚おろかではないだろう。

　となれば逃にげる道は二つ。

　ボルツ達が押さえている崖の階段を上るか海に出るかのどちらかしかない。

「厳翁様……例の二人を見つけました。船着き場へ向かっております」

　物見に走らせていた配下の一人が齎もたらした情報に従い厳翁は船着き場を目指して火の粉が舞う町を走り出す。

　やがて目の前に青々とした海が広がりを見せる中、厳翁の耳に剣けん戟げきの音が聞こえて来た。

「あれか……」

　どうやら兵士と海賊達の間で戦いが始まっているらしい。

　厳翁は付き従う配下の忍びに手で合図を送る。

　次の瞬間、無数の苦く無ないが空気を切り裂き海賊達の背中へと襲い掛かかった。




　城じよう塞さい都市イピロスの下町。

　その薄うす汚よごれた裏路地にある連れ込み宿に一人の男が入ってきた。

　大おお柄がらなその男は、無言のまま宿屋の受付に金貨を放り投げる。

　フードを深く被かぶりまるで人目を避さけるかの様な男に、椅い子すに座すわりながら帳簿整理を行っていた宿の主人は軽く目を吊つり上げると、目で二階へ上がれと男に促す。

　男が誰だれかと尋たずねる必要は無い。

　既に話は通っているのだ。

「二〇四号室だ」

　階段に足をかけた男の背に、宿屋の主人は呟くように部屋の番号を告げる。

　必要な事を告げると、宿屋の主人は再び視線を背けた。

　こう言った商売に必要なのは見ざる言わざる聞かざると言う態度だ。

　人目を避けるようにして訪れる客は多い。

　連れ込み宿でありながら、男女の組み合わせではない客も居る。

　だが、金さえ払はらってくれるなら後は主人にとってどうでも良い事だった。

　長生きがしたいから、客の詮索などしない。

　好こう奇き心しんという魔ま物ものは猫どころか人間の命をもたやすく吹き消してしまう。

　放り投げられた金貨を懐ふところから出した財布にしまい、主人は再び帳簿に目を向ける。

　彼が誰かに今日の事を尋ねられたらきっとこう答えるだろう。

「うちみたいな宿屋に客なんて来る訳がねぇだろう」と。




「お久しぶりでございます御子柴様。この度は海賊の討伐を無事に終えられたとの事。おめでとうございます」

　男が主人に指示された部屋へ足を踏み入れると、椅子に腰こし掛かけていたシモーヌが立ち上がり静かに頭を下げる。

　大きく胸元を開けた赤のドレスに、くっきりと赤く紅が引かれた唇くちびる。

　スカートには大きな切り込みが入れられ、その隙間からほっそりとした白い足が亮真の目に飛び込んでくる。

　今日のシモーヌは、まるで道端に立つ娼婦の様に扇情的で退廃的な装いをしていた。

　彼女の顔を見知った人間でも、今の彼女とクリストフ商会の会長代理を結びつけるのは困難だろう。

「あぁ、ひさしぶりだな、シモーヌ……相変わらず大した早耳だ」

　つい先ほどザルツベルグ伯はく爵しやくと夫人に報告したばかりの情報を既に得ているシモーヌに、亮真は苦笑しながら被かぶっていたフードを外した。

「噂うわさでは既に一月ほど前から流れていましたから。何より、海賊の被害が激減したのが証しよう拠こですわ。御子柴様もイピロスにおいでになられましたし」

　そう言うとシモーヌは穏やかな笑みを浮かべた。

　一月ほど前のある日を境にして、海賊に襲われたと言う被害者の話を聞かなくなった。

　少し目端の利く商人なら何が起こったのかと情報を集めようとして当然だった。

　まして、シモーヌは亮真にとって御用商人と密偵、両方の役割を期待されている。

　以前から集めていた情報と久しぶりにイピロスへ姿を現した御子柴亮真を結びつければ、結論は自ずと出た。

「しかし、凄すごいところを指定してきたなシモーヌ」

　苦笑いを浮かべながらソファーに体を沈しずめた亮真の言葉に、シモーヌはまるで悪戯いたずらが成功した子供の様な笑みを浮かべる。

　今の段階で、二人が直接顔を合わせる事は、ザルツベルグ伯爵に無用な警けい戒かい心しんを持たせてしまう。

　そんな中、人目を忍ぶ場所としてシモーヌが指定してきたのはこの薄汚れた連れ込み宿。

　最下級とはいえ男だん爵しやくの爵しやく位いを持つ貴族と、落ち目とはいえ以前はイピロスの商会連合長を務めたクリストフ商会の商会長代理。そんな二人が会談を行う場所とするには、あまりにみすぼらしく不釣り合いな場所だった。
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「男女の密会には丁度いいですから」

　確かに人目を避けるには悪くない場所だ。

　薄汚れた下町の裏路地。

　胡う散さん臭くさいというより、限りなく黒に近い地域だが、金さえ払えば大たい抵ていの無理が利く。

　シモーヌや亮真に付けられたザルツベルグ伯爵の監かん視しの目を眩くらませるのにも都合が良い。

　万が一、亮真が尾行されていたとしても、娼婦と客なら幾らでも言い訳は立つ。

　女を買いに出たと言えば、顔を隠かくし人目を避けるようにしていた理由にもなる。

　ちなみに、シモーヌの方は数日前から病で自宅のベッドに臥ふせっている事になっていた。

「それで、そっちの準備は何処まで進んだ？」

　内心、シモーヌの放つ妖しい魅力に度肝を抜かれながらも、亮真は用件を切り出した。

　何時いつまでも彼女の姿にばかり目を向けている訳にもいかない。

　どうしても直接会って話をする必要があったからこそ、危険を冒して此処へやってきたのだから。

「私どもの方は既に船を二隻せき買い上げ、ミスポスに停泊させています」

　シモーヌは椅子の下に置いた布ぬの袋ぶくろから地図を取り出すと、テーブルの上に広げる。

　ミスポスはエルネスグーラ王国東端の港町だ。

　西方大陸最大の貿易都市であるフルザードには劣おとる物の、大陸屈指の貿易都市といって良い。

　亮真がウォルテニア半島内に拠きよ点てんを造る間、シモーヌはミスポスにて商船の準備を始めていた。

「二隻か……大きさは？」

「売りに出されていた中では最大級のガレオン船です。船員は全て熟練した者達たちのみで、海戦の経験も豊富な者達を揃えました」

「なるほど、ずいぶん思い切った事をしたな」

「軍船への転用も視野に入れていますから」

　亮真の問いにシモーヌはきっぱりと言い切った。

　クリストフ商会の資金で購こう入にゆうしたにもかかわらず、有事の際には軍船として亮真が使っても構わないと言い切ったのだ。

　彼女の言葉に亮真は呆れたような笑いを浮かべる。

「大した勝負師だ」

　亮真とシモーヌは既に一いち蓮れん托たく生しような関係だが、だからと言ってそこまで思い切れる人間は少ない。

　決して安くはないはずの交易船を軍船として利用しても良いという発言は、シモーヌの覚かく悟ごの表れと言えるだろう。

　亮真の言葉にシモーヌは静かに微笑を浮かべると、探さぐるような視線を亮真へ向ける。

「港の方はいかがですか？」

　事前の取り決めで両者の役割は完全に分担されている。

　シモーヌは船の調達と販路の確保。

　亮真は、海賊達の排はい除じよと港の建設。

　既に海賊の排除は終わっているが、肝心の港に関しての情報はまだ何も聞かされていない。

　亮真の能力を疑う訳ではないが、彼がウォルテニア半島に向かってまだ数すうヶか月げつしかたっていないのだ。

　シモーヌが不安に感じるのも当然の事だろう。

　しかし、亮真は悠ゆう然ぜんとした笑みを浮かべて答える。

「問題ない。既に町並みも城じよう壁へきも出来ている。後は人だけだな」

　亮真の答えに、シモーヌはジッと黙ったまま亮真の顔を見つめた。

　揺るがない瞳ひとみだ。

（本当に準備は出来ているみたいね……）

　亮真の言葉に嘘うそがないことを見み抜ぬいたシモーヌは深いため息をついた。

　目の前の男は出会ってからわずか数ヶ月の間に、あの魔ま境きようで自らの基き盤ばんを作り出した事になる。

（この人は……）

　シモーヌの心に浮かんだ気持ちを言葉にするなら、それは恐きよう怖ふというより畏怖と言う方が正しいのかもしれない。

　恐怖は排除に結びつくが、畏怖は服従に結びつく。

　格別整った美男子とは言えない顔つき。

　見かけは体格が良いだけのごく普通の青年だ。

　だが、シモーヌは知っている。

　海賊達は殲滅されたのだ。

　断片的な情報しか手に入っていないので確かな事は分からないが、海賊とその家族は文字通りただの一人も生き残れはしなかった。

　ミスポスを拠点にしている商人の一人がウォルテニア半島へ人を遣わし確かめた情報だ。

　入り江に隠されるように造られたその町は、灼熱の炎に焼き尽くされ、焼け焦げた建物と死体が放置されているだけだったらしい。

　焼け焦げ放置された死体を鳥が啄ついばむのを見て、その男は地獄だと思ったそうだ。

　海賊達の末路は惨むごいとは思うが、同時に当然の報いだとも思っていた。

　何でも厳格に法を守ればよいと言う訳ではない反面、無視すれば良いと言う物でもない。

　確かに無む茶ちやで非合理的な法もあるが、その一方で社会を維持する為に不可欠な法も存在する。

　もし、亮真が海賊達へ情けを掛けていたら、シモーヌは亮真と手を組む事を止やめていたかもしれない。

　確かに戦力としては申し分ないだろう。

　だが、彼女の部下にも海賊達によって家族を奪うばわれた人間は居る。

　そう言った人間は決して海賊達を許しはしないだろう。

　もし、海賊達を仲間にするなどという選せん択たくをしたのならば、何いずれ重大な問題を引き起こされる事が目に見えていた。

　だが、亮真は殲滅を選んだ。

　買い取った奴隷を解放するという甘あまい所が有るかと思えば、必要なら幾らでも非情な選択が出来る男。

　リスクとメリットを氷の心で天てん秤びんに掛ける事が出来る男。

（私の判断は……正しかった）

　そんな思いがシモーヌの心に湧き上がる。

　ミストール商会に利権を奪われ藁わらに縋すがる思いで掴つかんだその手は、藁では無く頑強なロープだったようだ。

　甘いだけでも非情なだけでも人の上に立つ事は出来ない。

　両者を兼ね備えた男だけが頂に立てるのだ。

（覇王……）

　その言葉が心に浮かんだ時、彼女の背中に電撃が走る。

「どうかしたか？」

　視線を亮真の目から動かさずジッと黙りこんだシモーヌに、亮真はうろたえながら言葉を掛ける。

「いえ、失礼いたしました」

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい」

　そう言って頭を下げるシモーヌに釈しやく然ぜんとしない物を感じながら、亮真は話を進めた。

「まぁ街のほうは既に出来ているからな、後は住民だけだ」

　既に街並みは出来ており、何時でも住民を受け入れる準備は出来ている。

「分かりました。早さつ急きゆうにミスポスより奴隷を運ばせます」

「あぁ、頼んだ条件で集めてくれたか？」

「勿論です。十歳から十五歳までの健康な男女千人。既に現地で確保済みです」

　イピロスで購入するより、ザルーダやエルネスグーラで購入する方がザルツベルグ伯爵に悟さとられずに済む。

　シモーヌが船をミスポスで購入したのと同じ理由だ。

「分かった。代金は怪物達たちの牙きばや皮で良いか？」

　亮真の言葉にシモーヌは無言で頷く。

　ウォルテニア半島内で取得した怪物達の牙や皮はかなり良い値で取引される。定期的に狩る事が出来るのならば、怪物達の牙や皮は重要な特産品となるだろう。

「ところで……亜あ人じんに会ったという噂が流れていますが本当ですか？」

　何気ない興味本位な問いかけだったが、シモーヌのその言葉に亮真は顔色を変えた。

「何処でその話を聞いた？」

　鋭く射い貫ぬくような視線にシモーヌは思わず息を呑のんだ。

　敵を見る目でないというだけで、その眼は冷たく鋭い光を放っている。

　どれくらい時間がたったのだろうか。

　フッと亮真の目が穏やかさを取とり戻もどす。

「あぁ、悪い……だが、こいつはちょっとややこしい事になってるんだ」

　気け圧おされたシモーヌに気がつき、亮真は笑えみを浮かべながら謝罪した。

　別にシモーヌを脅おびえさせようとした訳ではないのだが、事が事だけに思わず鋭い視線を向けてしまったのだ。

「一体どうされたと言うのです？　本当に亜人と会われたのですか？」

　息を整えるかのように大きく深呼吸をしたシモーヌが、亮真へ理由を尋ねてくる。

　シモーヌにとって亜人は絶滅した種族だ。

　いや、ごく一部の人間を除き、西方大陸に暮らす大多数が彼かの女じよと同じ認にん識しきだろう。

　大陸各地に未いまだ隠れ住むと言う噂は時折耳にするものの、所しよ詮せん噂レベルの話に過ぎない。

　彼女自身、本気で亮真が亜人と出会ったなどとは思っていなかった。

　以前から噂されているウォルテニア半島に亜人が隠れ住むと言う話が、実際に半島を領有する事になった御子柴亮真と結びついたただの根も葉も無い噂。

　ちょっとした話題提供。

　そう軽く考えていた訳だが、今の亮真の態度はとても噂で済むような話ではないようだ。

　探るような視線を向けるシモーヌに、亮真はため息混じりに話しはじめた。

　それは決してうやむやには出来ない話。

　亮真の話が進むにつれ静かに聴いていたシモーヌの顔が段々と暗く変化していく。

　それは、亜人が持つ人間への深い憎悪の物語だったから……







エピローグ







　その部屋の扉とびらを開けた途と端たん、零こぼれ出た空気にユリアは思わず顔をしかめた。

　部屋の中に充満するのは生臭い雌めすの臭いと、ネットリと肌はだにまとわりつく甘い媚び薬やくの香かおり。

　中央大陸から輸入された麝じや香こうを精力剤として焚き込めたのだ。

　この部屋で何が行われたかなど一目瞭然だった。

　ザルツベルグ伯爵はかなり派手に楽しんだらしい。

　悠然とソファーに寝そべりながらワインを飲むザルツベルグ伯爵の髪かみは、その行為の激しさを物語るかのように乱れ切っている。

　部屋の隅すみで床ゆかに体を横たえたまま顔を伏せていたメイドを立たせ、乱れた服をなおしてやったユリアはそのまま彼女を部屋から出だした。

　これからする話は使用人に聞かせられないものだったから。

「アナタ……ずいぶんお楽しみだったようね？」

　ユリアはため息混じりにそう言いながらソファーに腰こしを下ろすと、目の前に座る夫の表情を探るような目で見つめる。

　自分の妻の冷めた視線を前にしても、ザルツベルグ伯爵の顔には一いつ切さい悪びれる様子がなかった。

　彼女もいまさら怒りなど感じない。ただ呆あきれるだけだ。

「フッ。これが楽しまずに居られるものか……ウム、美味うまい。お前もどうだ？」

　ゆったりとソファーに体を沈めたまま、ザルツベルグ伯爵は手にしたワイングラスを一息に呷あおる。

　グラスの底に残っているワインの色は赤。

　エルネスグーラ王国で収穫された最高の葡ぶ萄どうを、適切な温度管理の下で長い年月熟成させた最高級のワインだ。

　特に秘蔵していたこれをわざわざ開けるほど、ザルツベルグ伯爵は上じよう機き嫌げんだった。

「全く……正直に言って私はアナタの様に楽観視なんて出来ないわ」

　ザルツベルグ伯爵の勧めを無言で断わると、苦虫を噛かみ潰したかのように顔をしかめながらつぶやくユリアの言葉に、ザルツベルグ伯爵は笑い声を上げた。

　ユリア夫人が何を気にしているのか、ザルツベルグ伯爵には手に取るように分かっている。

「そうか？　私は正直に言って先行きが面白おもしろくなってきたと思っているんだがな」

　ザルツベルグ伯爵の顔に浮かんだのは強者の余よ裕ゆう。

　はるか高みから弱者を見下ろす傲慢さが浮かんでいる。

　余よ程ほど、御み子こ柴しば亮りよう真まと行った昼間の会談がお気に召したらしい。

「あれは使える男だ……海賊共の討伐も無事に終えたようだしな。王都でふんぞり返っている馬ば鹿かなルピス女王より、よほど使い道がある」

「勿論それは分かっているわ……でも、切れ味の鋭すぎる刃は物ものには注意が必要よ？」

　ユリアの言葉には、いつかその切れる刃やいばが自分達に向けられるのではという恐れが含ふくまれていた。

「確かにそれは否定しない。だが、排除するのはいつでも出来る。なら利用出来るだけ利用するべきだ……だろう？」

　欲望に濁った視線だ。

　だが、その頭は冷れい徹てつな計算を弾はじき出していた。

　海賊を排除する事が出来たということは、御子柴亮真が治安を維持出来るだけの能力を持っているという証明に他ほかならない。

　いまだに怪物モンスターが徘はい徊かいしている魔境とはいえ、統治者に治安を維持するだけの能力が有ると証明されれば人は集まってくる。

　つまり、ウォルテニア半島の開発が可能だということだ。

　そして手つかずの大地は、多くの可能性を秘めている。

　他人の領地であるとはいえ、隣りん接せつするイピロスにもかなりの恩恵を期待する事が出来るだろう。

　ザルツベルグ伯爵は、既すでに御子柴亮真を排除しようとは考えていなかった。

　排除するより、利用する方が得だと理解したのだ。

　まず、ウォルテニア半島の治安維持を行ってくれるだけで、ザルツベルグ伯爵は半島より流れ込んでくる怪物対策に使う経費を削減する事が出来るだろう。

　完全に無くしてしまう事は無理にせよ、かなりの負担軽減になる。

　今後見込まれる半島の発展性と並んで、大きな利点だ。

　これを考えれば、今の段階で御子柴亮真を排除し、わざわざこの流れを断ち切る理由はない。

　ザルツベルグ伯爵の言葉にユリアは無言のまま頷いた。彼の言う利点を覆くつがえすだけの理由を彼女は持っていないのだから……




　ウォルテニア半島を拠点に、暴威を奮っていた海賊達が御子柴亮真に討伐され二ヶか月げつが過ぎようとしていた。

　季節は夏に入り灼しやく熱ねつの太陽が照りつける中、百名程の一団が森の木々を切り開きながら一路南を目指している。

　彼らは三つの部隊に分かれて作業を行っていた。

　一つは森の木々を切り、道を切り開き、地面を固める部隊。

　一つは切り開かれた道を石で舗装する部隊。

　最後は周囲の警けい戒かいを行う部隊だ。

　彼らの行動は機敏で迅速だった。

　個々の役割を完全に理解した上で作業を分担しているのだ。

「詠えい唱しようを始めな！」

「母なる大地よ、汝なんじが堅き腕かいなにて汝が愛いとし子ごを禍わざわいより守りたまえ、石壁隆起ストーンウオール」

　リオネの号令に従い十数人の兵士が詠唱を終え大地に掌てのひらを叩たたきつける。

　大地系に属する下級の文法術の一つだ。

　通常なら敵の矢や法術を防ぐのに使われる術なのだが、彼らは自分の身を守る為ためにこの術を使った訳ではない。

「掘り起こせ！」

　号令に従い、武法術によって身体強化をされた兵士達が、地面からせり上がってきた幅二メートル、高さ三メートルほどの石壁に手早く縄を掛け、ゆっくりと地面に引き倒たおしていく。

　地面に埋うまっている土台の部分を掘り起こすと、およそ五メートルにもなる巨きよ大だいな石の壁が姿を現した。

　厚さ十センチ近いそれらの石壁を、彼らは注意深く砂を敷き詰つめた地面に横たえる。

　五列に並べられた石の壁が綺き麗れいに横たえられると、そこには巨大な道路が姿を現した。

「よし！　此処ここで一時間程ほど休きゆう憩けいするよ。警戒部隊は交互に休憩しな！」

　リオネの号令に部隊の空気が緩んだ。

「フゥ……これでやっと半分ってところかねぇ？」

　この作業を始めて十日ほどが過ぎただろうか。

　自分達が来た方向には、石いし畳だたみで舗装された道路がまっすぐに続いている。

　距きよ離りにして既に三十キロ近くは進んできただろうか。

　石の形を整える手間も必要ない上に、幅と高さの規格も同じ。ただ並べるだけで良いのだ。

　その上、使用するのは下級の文法術である為、習得難易度も低く生気プラーナの消費も少ない。

　資材の調達や輸送に掛かる手間や経費を考えれば、異常と言ってよいほどの効率だった。

「砦とりでの方は順調ですかねぇ？」

　背後から突とつ然ぜん言葉をかけられリオネが振ふり向くと、マイクが髭ひげをなでながら笑っていた。

「ボルツの奴やつが指揮を執とっているんだ。問題ないだろうよ」

「そうでしょうね。幸い天気にも恵まれてますし……まぁ、少し良すぎる気がしますがねぇ」

　そう言うとマイクは、腹立たしげに天空に浮かぶ太陽を睨にらみ付つけた。

　晴れてくれなくては工期が延びてしまうのだが、この強い日差しの下で肉体労働をするのはマイクでなくてもツライ。

「後十日ちょいと言ったところですかねぇ？」

「そうだね。今ようやく半分てところだから、それくらいかねぇ」

　マイクの問いに石壁で敷き詰められた道路へ視線を向けながらリオネが頷く。

　距離にして五十キロ近い森を切り開き、石壁で舗装しようというこの工事が二十数日で終わる計算だ。

「それでも、一ヶか月げつ掛かからない計算ですからね……全く、若の頭はどうなっているのやら」

　もし、通常どおりの手順でこの工事を行うとしたなら、人数だけで数千人。

　石材の確保に始まり、形を成形し運ぶ手間。

　費用も時間もけた外れに掛かる事だろう。

　実際、この世界で今リオネ達が行っている規模の道路工事を行うならば、年単位の時間と巨額の予算がなければ不可能なのだ。

　それをわずか一ヶ月足らずで終えるなど誰が信じるだろう。

　亮真の発想は大地世界アースの常識を根底から覆くつがえしたと言える。

「まぁ街の方もあらかた形は出来ているし、後はエルフ達だけね」

「上手うまくいくんですかね？」

　マイクは疑わしげな視線をリオネに向けた。

「さぁね？　連中は半端じゃない程の人間嫌いだからねぇ……まぁ、坊ぼうやが何とかするんじゃないのかい？」

　そう言うとリオネは視線を北の空に向け呟いた。

「何しろ、あの子は……」

　リオネの唇から洩れた小さな呟きがマイクの耳に届く事はなかった。




　これからしばらくの間、御子柴亮真はウォルテニア半島の開発に専念する事になる。

　新たな戦いくさの火の粉が西より彼の地へともたらされるその日まで……







あとがき







　殆どいないとは思いますが、今回初めてウォルテニア戦記を手に取ってくださった皆様はじめまして。

　一巻目からご購入いただいている読者の方々、四ヶ月ぶりです。

作者の保利亮太と申します。

　このあとがきを書いている段階ですでに今年も二月の後半。

　時の移ろいの早さに驚くばかりですが、皆様いかがお過ごしでしょうか。

　私はそろそろ花粉症の季節でティッシュが手から離せません。




　さて、そんな作者の体調はさておいて、あとがきから読まれる方の為に、恒例化している本作品の概要と見どころを簡単に。

　まず六巻の最大の特徴は、遂に主人公が作品の題名でもあるウォルテニア半島へとついに足を踏み入れたことに尽きるでしょう。

　Ｗｅｂ版の時から言われていた事ですが、六巻目にしてようやく題名に偽りなしと言う状況になってくれました。

　ようやく、戦記物として必要な材料が出そろい作者としても一安心と言ったところでしょうか。

　きっと御子柴君も一安心している事でしょう。

　まぁ、これから内政に外交と次々起こる難問を主人公に捌いてもらわなければならないので、安心はできないんですけどね。

　これも、強すぎる肉体と高い知性を持ってしまった主人公キャラの宿命として今後も頑張ってほしいと思っています。

　なお、今回は主人公を含め、マルフィスト姉妹や厳翁といった従来のキャラの活躍と共に、メリッサやケビンと言った奴隷として売られていた子供達にも焦点が当てられております。

　奴隷という絶望的な環境。そんな中で見つけた一筋の希望。

　彼等の苦しみや気持ちの想像しながら読んでいただければ作者としても幸いです。

　そして、遂に出ましたファンタジーものでお約束のエルフ。しかも黒い方。

　六巻目ではサラッとした登場ですが、ぜひ今後の展開にご期待頂ければと思います。




　また、この場をお借りして皆様へウォルテニア戦記のコミック第一巻が来月辺りに発売されるようですので、そちらの関してもご報告させていただきます。

　早いもので、昨年十月の初掲載から皆さんがあとがきを読まれるであろう三月の段階で五話まで話が進みました。

　当初は数ヶ月で打ち切られるのではとハラハラしていたのですが、そんな連絡も来ることはなく、無事に一巻の発売にこぎつけられたようで、作者としては感無量です。

　二月からはＨＪのサイトだけではなくニコニコ静画の方にも掲載されているようで、読者層の拡大を期待するところ大であります。

　コミックと一緒に活字の方も部数が伸びると良いなぁと祈っております。

　なお、今回は主人公側の話がメインになる為、飛鳥や浩一郎がどうなったか気になる方は申し訳ありありません。

　飛鳥は冒頭で少し書いたのですが、爺さんの方は話の流れ的に無理でした。

　次回辺りで書きますのでお楽しみにしていただければと思います。




　最後に、今回も六巻の出版にあたりご助力いただきました編集の皆様を初めとした関係者各位へ、この場をお借りして御礼申し上げます。

　また、それにもましてこのシリーズを書き続けられるのは、読者の皆様の支援あってこその事と思っております。

　七巻目もなるべく早くお届けできるよう頑張りますので、今後もウォルテニア戦記をよろしくお願いいたします。
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